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１ はじめに

（１）総合計画の意義

酒田市は、新たな船出のときを迎えました。

最上川の河口に開け、最上川舟運や北前船が行き交う西廻り航路で繁栄を極めた商業都
市、酒田湊。前総合計画の期間（平成20年度～平成29年度）では、平成20年からの世界的
不況等の影響で苦しい時期もありましたが、最終年の平成29年度は「北前船寄港地・船主
集落」の日本遺産の認定や酒田港初の外国クルーズ船の寄港など、日本全国そして世界へ
と交流が広がる契機の年になりました。
一方、人口減少、少子高齢社会の進行、市町合併による財政措置の特例縮小など、私た

ちのまちづくりをめぐる環境は年々厳しさを増しています。平成26年に民間研究機関「日
本創成会議」が示した人口推計は、「消滅可能性都市」の一つとして酒田市も取り上げら
れ、大きな衝撃を与えるものになりました。

人口減少により今後さまざまな課題が待ち受けると思われる社会の中でも、市民と行政
とのパートナーシップのもと、酒田市に暮らす市民みんなの力で、明るい未来を築き上げ
るための指針として、この総合計画を策定しました。

この計画は、現状の課題の対症療法ではなく、目指すべきまちの姿をしっかりと定め、
それを実現するための方向性や施策を明確にしたものです。また、策定に当たっては、
延べ1,300人を超える市民の参加を得ました。特に、４つのめざすまちの姿は、総合計画
未来会議（市民ワークショップ）において紡ぎ出された市民の想いを形にしたものです。

私たち酒田市民は、この計画を、めざすまちの姿を共有し、一丸となってまちづくりに
取り組むための指針としていきます。

（２）総合計画の期間

計画期間は、平成30年度（2018年度）から2027年度までの10年間（基本計画部分は、
平成30年度（2018年度）から2022年度までの５年間）とします。



（３）総合計画の構成

めざすまちの姿

事務事業 個別計画
（施策を推進するためのより具体的な手段）

章
（具体的なめざすまちの姿）

施 策
（政策を実現するための具体的手段）

基本構想

政策の体系

基本計画政 策
（より具体的なめざすまちの姿）

基本構想では、市民の想いを形にした「めざすまちの姿」を定めました。また、政策の体系
は、複雑化する地域課題を解決し、めざすまちの姿を実現するためには、組織横断的な取り組
みが必要であることから、これまでの行政の組織別の柱立てを改め、目的別の柱立てとしまし
た。

基本計画では、そのめざすまちの姿を実現するための方向性や、計画期間内に重点的に取り
組む施策を示しています。また、それぞれの政策に関連する個別計画を示し、その関連性を表
すとともに、市民と行政とのパートナーシップの構築を目指し、みんなで考えよう「わたし
にできること」を記載しました。



（４）総合計画未来会議

この計画は、総合計画未来会議（市民ワークショップ）を、２年間で12回開催し、延べ
1,300人を超える市民の参加を得て策定しました。これだけのプロセスを経て「みんなで
つくった」計画となっていることが大きな特徴です。
具体的には、以下の経過をたどり、市民と行政が一緒に総合計画を考えました。

【１年目】

【２年目】

なお、各政策におけるみんなで考えよう「わたしにできること」は、主に総合計画未来
会議における市民提案で構成しています。

回数（開催日） 内 容

第１回
（平成28 年６月18 日）

講話（学び）と条件なしに未来を語る
まわりからうらやましがられる未来の酒田

第２回
（平成28年７月31 日）

酒田の現状を見つめ直す その１
酒田を徹底的にほめる＆けなす（酒田の資源と課題を洗い出す）

第３回
（平成28 年８月28 日）

選択の時代（縮小社会）であることを学び、未来を語る
未来を語るまちづくりシミュレーションゲームSIM2030

第４回
（平成28 年10 月８日）

酒田の現状を見つめ直す その２
関心のあるテーマごとに酒田の資源と課題を掘り下げる

第５回
（平成28 年11 月19 日）

未来の酒田の「具体的な姿」を語る
酒田の「未来の新聞」をつくる

第６回
（平成29 年３月25 日）

原案策定状況の報告とこれまでのふりかえり

回数（開催日） 内 容

第１回
（平成29 年５月14 日）

１年目のふりかえりとあなたの気になる政策ベスト３

第２回
（平成29 年７月８日）

総合計画第一次原案を一緒により良いものに仕上げていく その１
テーマ「産業交流」

第３回
（平成29 年７月30 日）

総合計画第一次原案を一緒により良いものに仕上げていく その２
テーマ「市民生活・健康福祉」

第４回
（平成29 年８月19 日）

総合計画第一次原案を一緒により良いものに仕上げていく その３
テーマ「ひとづくり・生活インフラ」

第５回
（平成29年10月７日）

総合計画第二次原案について意見交換会（リアルなパブリックコメント）

第６回
（平成30 年３月24 日）

対話を通した市民参加によるまちづくり計画シンポジウム



基本構想
基本構想では、市民の想いを形にした「めざすまちの姿」を定めま

した。また、政策の体系は、複雑化する地域課題を解決し、めざすま
ちの姿を実現するためには組織横断的な取り組みが必要であることか
ら、これまでの行政の組織別の柱立てを改め、目的別の柱立てとしま
した。



２ 基本構想

（１）めざすまちの姿

果敢にチャレンジできる
産業交流の盛んな港（湊）まち

酒田市は、最上川の河口に開け、最上川舟運や北前船が行き交う西廻り航路で賑わい栄
えた港（湊）まちです。酒田商人の進取の気風が育んだ湊町文化は、現在も人々の心に受
け継がれています。

私たちは、先人たちの心意気を引き継ぎ、こんなまちを目指していきます。

・試行錯誤、やってみるの精神で、新しいことにチャレンジできるまち
・多様な価値観を持つたくさんの人を受け入れることができるまち
・酒田港を背景に、全ての産業が元気なまち
・三つの港（港湾・空港・コミュニケーションポート）や酒田の観光資源を生かした
ひと・もの・情報の交流が盛んなまち

五感をもてなす感動のまち

酒田市は、どこにも負けない豊かな資源を有しています。
黄金色に輝く庄内平野などの美しい風景、玉簾の滝など名瀑の流れる音や酒田の夏を彩

る酒田甚句の音色、さかた海鮮市場や飛島で感じる磯（潮）の香り、庄内平野や庄内浜の
恵みを生かした豊かな食文化。そして、酒田の大地にふれる鳥海山・飛島ジオパーク、酒
田の伝統文化や温かい人のぬくもり。

私たちは、恵まれた酒田の資源を生かして、こんなまちを目指していきます。

・酒田が大好きな市民がたくさんいるまち
・酒田の恵まれた資源を誇り、訪れた人を感動させる市民のもてなしがあふれるまち
・次代に引き継ぐ酒田の宝を大切にするまち
・酒田の魅力を上手に発信できるまち、市民一人ひとりが酒田の魅力を伝えることが
できるまち



対話を通した市民の参加があふれるまち

酒田市は、町人の代表者であった三十六人衆を中心に、住民自らがまちづくりを行い、
豊かな文化を咲かせてきたまちです。人口が減少する中、これまで以上に新たなまちづ
くりの担い手として市民の役割が重要になっています。対話を通した市民と行政の相互
理解や地域課題などに対する気付きが、市民主体のきらりと光るその地域ならではのま
ちづくりにつながります。

私たちは、先人から引き継いだ自由自治の精神を大切にし、こんなまちを目指してい
きます。

・市民が笑顔でまちづくりに参加できるまち
・対話を通して課題に気付き、まちづくりを「自分事（我が事）」として考え行動する
市民がたくさんいるまち

・多様な主体の参加や連携により、新たな価値や仕組みを創造できるまち

賑わいも暮らしやすさも共に創る（ともにつくる）
公益のまち酒田

誰もがいきいきと暮らし
「住み続けたい」と思えるまち

酒田市は、本間光丘の植林事業に代表されるように、「公益」という言葉が一般的に
なる前から、地域や社会のために物事を成し遂げようとする公益の視点とひたむきな人
々の活動があったまちです。

私たちは、先人から引き継いだ公益の精神を大切にし、こんなまちを目指していきま
す。

・どんな人も自分らしく暮らせるまち
・酒田が大好きな市民が、住み続けられるまち
・福祉、防災、衛生、美化などの市民の支え合いがあふれるまち
・市民、市民活動団体、各種専門職（福祉・介護・医療・防災ほか）、地元企業・事業
者、行政など多様な主体の連携による支え合いで安全・安心なまち

～めざすまちの姿を表す合言葉～

人口減少により今後さまざまな課題が待ち受けると思われる社会の中でも、市民と行政と
のパートナーシップのもと、酒田市に暮らす市民みんなの力で、まちをつくっていかなけれ
ばなりません。まちをつくるのは「人」であり、共創・協働のまちづくりやひとづくりが重
要です。



写真・イラスト等を挿入



（２）めざすまちの姿の実現に向けた目標設定

※平成29年３月31日 住民基本台帳人口

市民所得

人口減少の抑制

酒田市に住み続けたいと思う
市民の割合

年 度 Ｈ28
（2016 ） 2022 2027

年度末人口 105,045 人 100,000 人程度 95,000 人程度

年 度 Ｈ26
(2014) 2022 2027

１人当たりの市民所得 260.5 万円 317.0 万円
後期計画

において設定

年 度 Ｈ28
(2017) 2022 2027

酒田市に住み続けたい
と思う市民の割合 78.2 ％ 80 ％以上 80 ％以上

前項では、４つのめざすまちの姿を定めました。
その実現に向けて、基本計画に定める各政策に取り組んでいきますが、市民と市が共に

目指す大きな目標として、以下の３つの目標を定めます。
市政運営・政策展開の目標として毎年度状況を確認し、施策の重点化や手法の見直し等

を図ります。

※総合計画の策定に係るアンケート調査より

※酒田市の市民所得より



（ア）総人口推移と将来推計
○急激な人口減少が既に始まっており、国立社会保障・人口問題研究所（以下「社
人研」という。）の推計では、2040年には本市の総人口は71,170人となり、高齢
化率も４割を超えることが予測されています。
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（イ）年齢５歳階級別人口（人口ピラミッド）
○高齢化率が上昇し、若い世代の割合が低下していくことがわかります。
〇2025年以降は、いわゆる団塊の世代が75歳以上となることから、介護・医療費等
の社会保障費の急増が懸念されます。

（出典）内閣府RESAS（地域経済分析システム）
総務省「国勢調査」、社人研「日本の地域別将来推計人口」
2015 年までは「国勢調査」のデータに基づく実績値、2020 年以降は社人研のデータ（平成25年３月
公表）に基づく推計値

①将来推計人口
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（エ）酒田市人口ビジョン（まち・ひと・しごと創生総合戦略）
○平成27年度に人口減少問題について分析し、その認識を共有するため、人口の将来展望を
示す「酒田市人口ビジョン」を策定しました。
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（ウ）人口の自然増減、社会増減
○自然動態（出生数－死亡数）、社会動態（転入者数－転出者数）ともに、減少傾向
が続いています。

136 139

49 26
107

39 16
2

△ 25

△ 168

△ 138 △ 156

△ 201 △ 245

△ 310 △ 412
△ 461

△ 513

△ 494

△ 601 △ 633

△ 720

△ 841

△ 795

△ 858
△ 895

△ 849

△ 388

△ 193

△ 362

△ 150

△ 240

54
11

△ 8

△ 215

△ 374

△ 222

212

△ 758
△ 712

△ 343

△ 801 △ 813

△ 652

△ 827

△ 514

△ 362

△ 178

△ 550

△ 382 △ 409

△ 501

△ 387

△ 1,000
△ 900
△ 800
△ 700
△ 600
△ 500
△ 400
△ 300
△ 200
△ 100

0
100
200
300

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

自然増減 社会増減

平成（年度）

（人）

パターン①：社会増減が2040年までに均衡（山形県の仮定を勘案）

パターン②：若い世代（15～49歳）の社会増減が2025年までに均衡、その他の世代も2040年までに

均衡するものと仮定

パターン①②：合計特殊出生率が2035年に人口置換水準である2.07に段階的に上昇(山形県の仮定を勘案）

〈人口の将来展望〉
〇酒田市の総人口の減少とともに15～64歳の生産年齢人口が減少していきます。これに伴
う税収減少のため、将来的に、現在行っている行政サービスの縮小が懸念されます。
そのような中、地域の資源を生かしさまざまな課題を解決するため、本計画で定めた施
策に重点的に取り組むことで、自然減、社会減を改善し人口減少の抑制を目指します。

○本計画の終了年である2027年には人口95,000人の確保を目指します。

目標：95,00 0人程度

（出典）山形県の人口と世帯数



②市民所得（１人当たりの市民所得）
市内総生産は、2011年度の3,593億円を底に2014年度まで３年連続プラス成長して

います。今後、人口は減少していきますが、本計画に基づく政策・施策の実施により、
民間における生産性向上、技術革新、高付加価値化、効率化などを促進し、プラス成
長を継続させ、2022年度の市内総生産4,500億円を目指します。
１人当たりの市民所得は、リーマンショックの影響を受けた2009年度の225.5万円を

底に増加傾向にあります。市内総生産の70%が市民所得に分配されると仮定し、2022年
度の１人当たりの市民所得317万円を目指します。

（出典：酒田市の市民所得）

※１ 雇用者報酬
雇用者に対する給与や諸手当の支払いで、社会保険の雇主負担分や退職一時金も含む

※２ 財産所得（非企業部門）
家計などの非企業部門において、金融資産、土地などの貸借から発生する所得を計上したものであり、

利子、地代、配当などが該当
※３ 企業所得（法人企業の分配所得受払後）

営業余剰、混合所得（個人企業の営業余剰相当）に企業の財産所得の受払いを加味したもので、企業
会計の経常利益（＝営業利益＋営業外収益－営業外費用）に近い概念
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③酒田市に住み続けたいと思う市民の割合（市民アンケート調査結果）

総合計画策定に当たり、市民の意見を広く聴くためアンケート調査を行いました。

（ア）調査の概要

○ 調査地域 酒田市全域
○ 対 象 者 満18歳以上の酒田市民
○ 対象者数 2,500名
○ 回収者数 1,027名（回収率 41.08％)
○ 抽出方法 住民基本台帳による無作為抽出法
○ 調査方法 郵送法
○ 調査期間 平成29年１月16日(月)～１月31日(火)

（イ） 回答者の主な属性

○ 男 女 比 男性 40.9％ 女性 57.4％ (無回答 1.7％)
○ 平均年齢 52.8歳
○ 年代別割合 以下のとおり
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（ウ） アンケート調査結果

〇 問 あなたは酒田市に住み続けたいと思いますか（全体）

○ 問 あなたは酒田市に住み続けたいと思いますか（男女別）
→「住み続けたい」と回答した男女の差は、ほとんどありません。
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〇 問 あなたは酒田市に住み続けたいと思いますか（年代別）

→「移りたい」と思う年代は、

20代以下（25.9％）、30代（20.4％）、40代（19.7％）となっており、

若い年代ほど「移りたい」と思っている傾向があります。

本計画に基づく政策・施策を実施することにより、

「酒田市で心豊かに暮らす」ことを選択する若者を増やします。
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（３）政策の体系（具体的なめざすまちの姿）

←基本構想

第１章 未来を担う人材が豊富な酒田
政策１ 協働の芽吹きとなる市民参加があふれるまち

政策２ 大学とともにつくる「ひと」と「まち」

政策３ 公益の心を持ち明日をひらく子どもたちを育むまち

政策４ 学びあい、地域とつながる人を育むまち

第２章 地域経済が活性化し、「働きたい」がかなう酒田
政策１ 地域経済を牽引する商工業が元気なまち

政策２ 「港」の物流機能により産業競争力が高いまち

政策３ 地元でいきいきと働くことができるまち

政策４ 夢があり、儲かる農業で豊かなまち

政策５ 100年続く森林（もり）を造り、活かすまち

政策６ 恵み豊かな水産を活かすまち

第３章 ファンが多く、移住者・定住者・観光客が増加する酒田
政策１ 移住者・定住者が増えるまち

政策２ 「おもてなし」があふれ、交流でうるおうまち

政策３ 「港」発の交流で賑わうまち

第４章 暮らしと生きがいを共に創り、お互いが支え合う酒田
政策１ 誰もがいきいきと暮らしやすいまち

政策２ 結婚・妊娠・出産・子育ての希望がかなうまち

政策３ 健康でいつまでも活躍できるまち

第５章 地域のつながりと安全・安心にあふれた暮らしやすい酒田
政策１ 住民と行政の協働による地域運営ができるまち

政策２ 美しい景観と環境を「全員参加」でつくるまち

政策３ 地域との連携でつくる安全・安心なまち

政策４ 「暮らしの足」が維持されるまち

政策５ 自然環境、歴史、文化、産業で多様性を広げるまち
（八幡、松山、平田地域と飛島）

第６章 都市機能が強化され、賑わう酒田
政策１ ひと・もの・情報が集い、魅力と賑わいを創出するまち

政策２ 交流の基盤となる高速交通ネットワークの実現に向けて一丸となって
取り組んでいるまち

政策３ 将来にわたり快適に利用できる生活インフラが整備されているまち

→基本計画

政策の体系として、各章の柱立てを基本構想、各政策を基本計画と位置付けます。



基本計画
基本計画では、めざすまちの姿を実現するための方向性や計画期間

内に重点的に取り組む施策を示しています。また、それぞれの政策に
関連する個別計画を示しました。関連個別計画では、本計画で定めた
めざすまちの姿を実現するための具体的な手段（施策）を定めます。
加えて、市民と行政とのパートナーシップの構築を目指し、みんなで
考えよう「わたしにできること」を記載しました。これは、主に総合
計画未来会議における市民提案で構成しています。

この計画は、２年間をかけて1,300人を超える市民の参加を得て策
定しました。これからは、市、市民、市民活動団体、各種専門職、地
元企業・事業者など、多様な主体が対等な立場で共に力を合わせて、
まちをつくっていかなければなりません。

第１章では、共創・協働のまちをつくるための政策と子どもから大
人までのひとづくりについて表しました。第２章と第３章でまちの賑
わいづくりを、第４章と第５章で暮らしやすいまちづくりを表し、賑
わいも暮らしやすさも、酒田に暮らす「人」たちが共に創っていくと
いう基本姿勢を表しています。第６章では、市民生活を支える土台と
なる生活インフラについて表しました。
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Ⅰ 未来を担う人材が豊富な酒田

１-１ 協働の芽吹きとなる市民参加があふれるまち

◆現状における課題
ǵ‮ ֠Ҳʪ‮ ԂϰȪ Ƕ
ǜẈ Ӥȕɇ᷉ḤȪ Ɏ ȕɇțȽȧȫǧȺȝȡȋɆȪ Ȁ ȤȓȢȪǱ‮ ȪҰǲ
Ȉ♆ ȣȕǨǧ‮‮ ǧ‮ ӆᶮ͠ǧ׆ ᾅ ǧ᷉Еͅ ʪ̋ ȦȥǧẈ Ȧˮ
͠Ȉᾂ Ȧ ḻȣЮȧҰɎׇɋȗȢǧȺȝɎȠȋȟȢȀȇȦȍɈȬȦɆȺȗɏȈǧ
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ɆȤЛɇșȪ᷉ḤȦɅȣȫȪȺȝȡȋɆȧȠȦȈɆȺȕǨẈ Ȧ‮ ȪṶʪɕɗɺɕɎ
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͍ȈӶѶȣȫǾɆȺȗɏǨ
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ȻȡȋɆ Ȥ‮ ᴬȪ Ȉ ȽɅɈȢȀȺȕǨ
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Ǭ‮ ȪȺȝȡȋɆȧᾂȕɇ ♅Ɏ Ƚǧ╢̋ Ɏ
ȕɇțȽǧ ׇ ͍ ǧЕ ȻɅȀʢʫɢɪʚɶʊǧ
ȡȋɆʢʫɢɪʚɶʊȦȥǧᾂ ḑȪ‮ ֠ ‮
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ȻȣǾɇțȽǧ‮ ᴬɀ‮ Ȫ ₵ȫȺȜ͜Ȁ ȧ
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Ǳ ȪṶǲɎӌ ȓȢȆɆǧ◐Ǫȧ͂ ȈṖȄȢȉȢȀɇȾȪȪǧȺȜ ȓȢȀɇ
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ѶȇɆɀȕȋȕɇțȽȧȫǧʍʫɫ҈ͦ ȧ ɇ̦Ϙȧ ȠȤȀȂ Ȥ҈ͦ Ȉ♆
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Ǭ ӥЫ ẍἮȣȫǧₒ 28x ₵ɄɆǧẈ Ȧγ̦ʪ Ȫᾂ ɎΖ ȓǧ ʪԂ
ϰɎ Ƚ᷉Ḥ Ɏ Ȃ̦ Ɏ ȕɇʊʠɣʜʓɎᾰ ȓȢȀȺȕȈǧ₫ж᷉ḤȧȆ
ȍɇ̦ ȫȺȜ˚ ȓȢȀȺȕǨ
ǜ Ӥʪᶰ Ӥȕɇ᷉Ḥ Ɏ ȕɇțȽǧ ʪ Ɏ ȓț׆ ᾅ ̦ ȤȪ
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ǵ‮ ӆ Ȫ Ƕ
Ǭ‮ Ȉˮ͠ ȧȺȝȡȋɆȧ ɋɆǧȑȺȒȺȦ᷉Ḥ Ɏ ȕɇțȽȧȫǧʏʜʦ
ɹɖɕȤ‮ ӆǧ׆ᶮ͠Ȥ ȤȪ Ȉ♆ ȣȕȈǧ ֱȪѶȇɆȧȋȑɀɦʫ
ɺɖʀʫɻ Ȫ˚ ǧ Ȁ Ȫ̦ Ȉ ȤȦȟȢȀȺȕǨ
ǜʏʜʦɹɖɕɀ‮ ӆȪțȽȧ ȧ ȺɇȏȤȈȣȉɇḻȈ˚ ȓȢȀɇțȽǧ
ӆȪ ɀ₪ȈɆȧ ȍɇȤȀȂ ȈǾɆȺȕǨ

総合計画未来会議

※１ 地域共創人材
本計画では、多様な個人・組織の対話を促進し、連携・協働を進め地域振興を担う人材のことをいう。

地域共創コーディネーターもその一部
※２ ファシリテーション

人々の活動が容易にできるよう支援し、うまくことが運ぶよう舵取りすること。集団による問題解決、
アイデア創造、教育、学習等、あらゆる知識創造活動を支援し促進していく働きを意味する

※３ 自分事
「他人事」と対比した言葉。「我が事」「当事者意識」と同義。国では、平成28年７月に設置した「我が

事・丸ごと」地域共生社会実現本部の検討会において、「他人事」になりがちな地域づくりを地域住民が
「我が事」として主体的に取り組む仕組みづくりの必要性を示した。社会福祉法が改正され、「我が事・丸
ごと」の地域づくりを推進する体制づくりが市町村の役割として位置付けられた



◆今後の方向性と主な施策
ǵ‮ ֠Ҳʪ‮ ԂϰȪ Ƕ
ǬЮҥʪԂϰȪȺȝȡȋɆɎ ȽɇțȽȧȫǧȤ‮‮ ȈȽȒȕȺȝȪỚɎЮ ȕɇ
Ȉ♆ ȣȕǨ ὅȧטȍț ȤǧǾɋȗȢ‮ ԂϰɎ ȕɇȪ‮ ͠҈ȪЗ
Ὃ╘ӤȆɄȯ‮ ᴬȪ ȧҵȽȺȕǨ
ʪȤ‮‮ ȈǱȽȒȕЮҥʪԂϰȪȺȝȪỚǲɎЮ ȕɇ Ȫ
ʪЮҥʪԂϰȪȺȝȡȋɆȧ ȕɇ‮ ᴬȪ Ψ ͍ȪЗὋ
ʪж‮ ȧȆȍɇᾂ ӤȪ ʒʫɹɖʦɣ ȧȆȍɇʈɔɪʝɹʫɪʚʦŦ Ȫ

ǵ₪ ȪЗὋǶ
ǬẈȋȪ‮ ȧȺȝȡȋɆȧ ɋȟȢȾɅȂțȽȧȫǧȺȝȡȋɆ ‮ ɀ᷉Ḥ ӆ ȧ
♅Ɏ ȟȢȾɅȂȏȤȈ♆ ȣȕǨ‮ ȧȤȟȢȺȝȡȋɆȈǱ̴̦̋ǲȣȫǧЮ
ҥʪԂϰȪȺȝȫȠȋɈȺȗɏǨԂϰȪȺȝɎȠȋɇ˒ ȤȓȢǧȺȝȡȋɆɎǱ Ѷ
̋ǲŦ Ȥ Ȅɇ‮ ɎṖɀȕțȽǧ Ȫͅ ȇɅ‮ ȧ ɋȟȢȾɅȂᾂ
ḑʢʫɢɪʚɶʊȪ֪Ɇ ȻɎ ȓȺȕǨ
ʪ̋‮ ȪȦɇȵȋẈȋȪѶ ȧȆȍɇᾂ ḑʢʫɢɪʚɶʊȪὋ
γҁ Ȫ ὅɀ‮ ȧὤ ȦѶ ȇɅ ȧ ẍ

ʪ᷉Ḥ ɦʒʘɾɹɖ ͍Ȧȥ ɀ‮ ӆ ȧȆȍɇᾂ ḑʢʫɢɪʚɶʊȪ
֪Ɇ ȻȴȪ

‮ ȧ֠ ֠Ҳ ȕɇ ͍ȈṖȄțǧȺțȫẈȀȤ Ȕɇ‮ ȪҢׇ
H29ʪ2017 17.3 ŷ 2022 75

̋‮ ȧȆȍɇᾂ ḑʢʫɢɪʚɶʊ ȪὋ ₓ ȣ25͂

ǵ₪ḺȪЗὋǶ
Ǭ‮ ȧᾂȕɇ‮ Ȫ ♅Ɏᵝ ȕɇțȽǧ‮ ȴȪ Ȧ︠Ḻ ΤȧҵȽȺȕǨ
ʪ₪Ḻ ȴȪὅ Ȧ‮ ȪṶ ׁǱ ȪṶǲ Ȫ
ʪ Ɏ Ȕțɲɗʓʝʫȣ ѷȦ︠Ḻ ΤȧȠȀȢȪ‮ ᴬ
Ȫ

ǜ Ȉ ȢȾѶȇɆɀȕȀȪȴɫʫʍʓʫʎ‮ ᵖȧҵȽȺȕǨ
Ȫʈɜʠʢʫ H28ʪ2016 3,200͂

ŷ 2022 10,000͂
₪Ḻ ȴȪ 2022 72͂
ǲȀȕɀɆȇɋǱɇȕᾂȧɫʫʍʓʫʎ‮
ǱțȥɆȠȉɀȕȀǲȤȀȂ ȪҢׇ

H28ʪ2016 44 ŷ 2022 65

ǵ᷉ḤЮҥ̦ Ȫ Ƕ
ǬԂϰȪȺȝɎ╩ȡȋɇ᷉ḤЮҥ̦ Ȫ Ȥ׆ ᾅ ̦ ȤȪ
ȧҵȽȺȕǨ
ʪ ӥЫ ẍἮȤ ȓț᷉ḤЮҥɦʫɺɖʀʫɲʫȪ
ɦʒʘɾɹɖ ͍ Ȫ᷉Ḥ ӆɀ‮ ӆ ȆɄȯ̋‮
ȧȆȍɇ᷉ḤЮҥɦʫɺɖʀʫɲʫȪ

ʪ᷉Ḥ ӆȪɦʫɺɖʀʫɲʫȤȦɆ◔ɇ׆ ᾅ ̦ ȤȪ
᷉ḤЮҥɦʫɺɖʀʫɲʫȈ ɋȟț֪Ɇ Ȼ ₓ ȣ25͂

ǵ‮ ӆ Ȫ Ƕ
Ǭʏʜʦɹɖɕ ӆɀ‮ ӆȧᾂȕɇ Ɏ ȕɇȤȤȾȧǧ‮ ʪ‮ ӆᶮ͠ʪ

ȪԂϰɎ ȓȢȀȋțȽǧʏʜʦɹɖɕǧ‮ ӆȪɦʫɺɖʀʫɻ ɎЗὋ
ȓȺȕǨ
ʪʏʜʦɹɖɕǧ‮ ӆȧᾂȕɇ Ȫ Зǧ̦
ʪ‮ Ȥ Ȫ ̏ ȦȥȧɄɇԂϰȪ
ʪ‮ ӆ Ȫ

ʏʜʦɹɖɕʪ‮ ӆȧ֠Ҳȓț‮ ȪҢׇ
H29ʪ2017 27.3 ŷ 2022 40

◆関連個別計画
ǬЫ ӆ ȪțȽȪḪ ǜЫ ӆ ɕɢɪʚʦʊʜʦ
ǜ ǜ̦ Ḫ

◆みんなで考えよう「わたしにできること」

ǜ‮ ȧȠȀȢ ᴇȤ ♅Ɏ ȝǧ⁵ȧ‮ ȤȓȢ Ȅ Ɏ Τȕɇ
ǜ ͍ ʢʫɢɪʚɶʊ ȪɄȂȦͅ ȧ ѶȇɅ֠Ҳȕɇ
ǜ᷉ḤȪ̦ȤȠȦȈɆɎ Ƞ ǜ᷉Ḥɀᶮ͠ Ȫ ӆȧ֠Ҳȕɇ
ǜ ͍ ӆ Ɏ ȓȢ Ȥ Ȁ̦Ȫ ӆȪḻɎ Έȕɇ ǜ ɅȪ ӆɎ ȧ Τȕɇ

全国広報コンクールで
入選した本市広報紙
「私の街さかた」
平成28年8月1日号

※この欄は、主に総合計画未来会議における
市民提案で構成しています。



Ⅰ 未来を担う人材が豊富な酒田

１-２ 大学とともにつくる「ひと」と「まち」

◆現状における課題
ǵ ӥЫ ẍἮȤȪ Ƕ

ǜ ӥЫ ẍἮ ̽˙ǱЫ ẍǲȤȀȂǨ ȫǧₒ 25x ₵
ȧᶵȪ Ҵ̋ ᷉( )Ȫ Ϣ̋ Ŧ ȧ֪Ɇ ɏȜȏȤ
Ɏ ȧǧЧἮ ȧ᷉ḤɎ♥טȓț ʪ ʪ ͍ Ɏ Ȃ
ẍἮȤȓȢ Ұט˘ȈᶲɅɈǧ ₓЦἮ ȈṖȄȢȀȺȕǨ

ǜἮ Ȫ Ȧȇ ӆȪΖ ǧ ẍ Ȫ ǧɣʠʫʃʞ̦ Ŧ ʪ᷉ḤЮҥ̦ ʪЫӉ
̦ Ŧ Ȫ ȦȥǧЫ ẍȪ Ұט˘ȪțȽȪ׆ ʪ ȧ֪Ɇ ɏȣȀȺȕȈǧ
ɄɆҼ Ȧ Ɏ ȕɇ♆ ȈǾɆȺȕǨ

ǜЫ ẍȣȫₒ 25x ₵ȧǧᶵȪ Ҵ̋ Ŧ Ȫ Ɏ֫ȍǧ ͠ɀẈ Ȧˮ͠ȤȪ
ȤȓȢ₫жɝʈɖɬɎ ȍ᷉Ḥ ȧ֪Ɇ ɏȣȀȺȕȈǧ Ҵ̋ ̇●

Ȫ ͠҈Ȫ Ȉ ȤȦȟȢȀȺȕǨ

ǜ Ɏ ʪ ȕɇ̳ ȻȤȓȢǧ ʪ Ɏₒ 18x ₵ɄɆЫ ẍȧỏ
ȓȢȀȺȕ 11x ȣ24͂ Ȫ ʪ ɎὋ Ǩ˒ ȣǧɹʫʑȪ ὅ ɀ

Ȫ‮ ȴȪ֧ Ȉ ȓȢȀȺȗɏǨ

ǜ ὙȪ ɀ ȓȀϰȉ Ɏ ȕɇ ȣǧЫ Ψɮʦɲʫȧ ȧ
ȓțɦʢʫɠʦɣɬʍʫɬŦ ȫ҃ Ȫẵ Ɏ◔ȢȀȺȕȈǧ ᵪȪ ꜗȈ Ȥ
ȦȟȢȀȺȕǨ

ǜЫ ẍȣȫǧₒ 28x ₵ɄɆǧẈ Ȧγ̦ʪ Ȫᾂ ɎΖ ȓǧ ʪԂϰɎ Ƚ᷉
Ḥ Ɏ Ȃ̦ Ɏ ȕɇʊʠɣʜʓɎᾰ ȓȢȀȺȕȈǧ̦ ȫȺȜ˚ ȓȢȀȺ
ȕǨ

ǜₒ 29x ₵ȧǧ᷉ḤȪ ̦ Ȫ Ɏ Ȥȓț ὢ ₿Ŧ Ɏ ȓȺȓț
ȈǧҼ Ȧ ₿ȤȦɇɄȂȑɅȦɇ Ȉ♆ ȣȕǨ

ǜₒ 28x ₵ȇɅǧЫ ẍȪԀ Ɏᾂ ȧǧὅ͝Ζ ȪțȽȪậἮ Ɏ ȟȢ
ȀȺȕȈǧѿₓ₵Ȫ ȫ ȧ ȓȺȗɏȣȓțǨ

※１ 地（知）の拠点整備事業
自治体と連携し、全学的に地域を志向した教育・研究・社会貢献を進める大学等を国が支援するもの

※２ グローバル人材
世界的な競争と共生が進む現代社会において、日本人としてのアイデンティティを持ちながら、広い視野

に立って培われる教養と専門性、異なる言語、文化、価値を乗り越えて関係を構築するためのコミュニケー
ション能力と協調性、新しい価値を創造する能力、次世代までも視野に入れた社会貢献の意識などを持った
人材

※３ 公務人材
本計画では、国、地方公共団体、教育機関等の公共的な役割を担う組織において、社会・経済が急激に変

化するなか、多様化する人々の価値観やニーズに適切に対応できる人材のことをいう

※４ コワーキングスペース
さまざまな業種、年齢の人々が集まり仕事をしたり、ノウハウやアイデアを共有して協働したりする場所

※５ 産業振興寄附講座
酒田市が資金を提供し、高度な情報技術を通じた地域産業の振興に資する人材の育成を行う講座

区分＼年度 H25 H26 H27 H28 H29

公益大入学者数（人） 178 161 182 201 235
オープンキャンパス

（出典：公益大）



◆今後の方向性と主な施策
ǵ ӥЫ ẍἮȤȪ Ƕ

ǜ ἮɎ‮ Ȉ Ȁ ǾȱɈɇȺȝȧȕɇțȽǧЫ ẍȤȪ
Ɏ ȽȺȕǨ

ǬЫ ẍȪ Ұט˘ȪțȽȪ ʪ ȧ┘ȉ ȉҵȽȺȕǨ
ʪἮ Ȫ Ȧȇ ӆȆɄȯ Ȧȇᾥ͝ȪΖ
ʪᾐ˨ ẍ ȪΖ
ʪɣʠʫʃʞ̦ ǧЫӉ̦ Ȫ

ǜ‮ ȈЫ ẍȪ Ɏ ȣȉɇɄȂǧẍἮȪǱẍ̦ȪἮȯḻǲ
ȤȓȢȪ ЗὋȧטȍț ɎᶲɆȺȕǨ
ʪЫ ẍȣ ɋɈɇ׆ ₿ɀᾶΨֻ Ȧ Ȫᴃ
ʪ‮ ᴬȪ Ұ ͍ȤȓȢȪ

ǬЫ ẍȪ ȕɇ ʪ ɎȪ‮ ȧ ȇȕțȽǧЫ ẍȤȪ Ɏ ȽȺȕǨ
ʪ᷉ḤȤȪ ֱȤȦɇɦʫɺɖʀʫɲʫȪ ͠҈Ȫл
ʪȪ‮ ᾰ ȧȆȍɇ Ȫл Ȫ‮ ╢ ȤЫ ẍ ᴬ ȤȪʑɶɴʦɣ
ʪɦʢʫɠʦɣɬʍʫɬȪ҃ ȧɄɇ̛ ͍Ȫ ẍȤҥ ȪΖ
ʪ᷉Ḥ ȤЫ ẍȪ╘ȻɎ ȺȄț țȦἮ ȧΕɇ
ʪ Ӥ ǧȑȺȒȺȦ᷉Ḥ ȪɺɫɲʞӤȧɄɇ ǧΡἥǧ͏ ǧ

ǬЫ ẍȤȪ ȧɄɆǧԂϰȪȺȝɎ╩ȡȋɇ᷉ḤЮҥ̦ Ȫ
ȧҵȽȺȕǨ

ʪ᷉ḤЮҥɦʫɺɖʀʫɲʫȪ л

ǜ Ɏ ɀ᷉ḤȡȋɆȧ ȇȕȏȤȈȣȉɇ̦ Ȫ
ȧҵȽȺȕǨ
ʪ ὢ ₿Ɏ Ȥȓț᷉ḤȪ ̦ Ȫ

Ǭֱ̦ ᾑɎ ҈ȕɇțȽǧ Ȫ᷉Еὅ ʪᶬ⁭ȧטȍț
Ɏ ȓȺȕǨ
ʪ ὅȧ‮ ȓțЫ ẍԀ Ɏᾂ ȤȕɇậἮ Ȫ
ʪж‮ Ἦ ǧЫ ẍǧɇɄȧ‮ Ȫ

Ы ẍɎ҃ ȓțȏȤȪǾɇ Ŧ ‮ ȪҢׇ H29ʪ2017 18.4 ŷ
Ŧ Ȫ҃ ɀ ᴬʪἮ ȤƠ̈̄ ɀ Ɏןȼ 2022 25

Ы ẍȪ ʪ Ȉ ȧ֧ ȑɈț͂
ȆɄȯЫ ẍȤ ȓȢ֪Ɇ ɏȜ̋ Ȫ͂ ₓ ȣ 15͂

Ȫж‮ ȇɅЫ ẍȴȪ Ἦ ₓ ȣ100̦

Ы ẍԀ Ȫ ᾚж‮ ₓ ȣ 75̦

◆みんなで考えよう「わたしにできること」

ǜЫ ẍȈȥɏȦẍἮȦȪȇ Ɇǧ ᴇɎ Ƞ
ǜЫ ẍȣ ɋɈɇɗʌʦɻȧ֠Ҳȕɇ
ǜЫ ẍȪ ҰɎ Τȕɇ ǜЫ ₿ ȧ֠Ҳȕɇ ǜἮ Ȫ ӆȧԂҰȕɇ

地域共創コーディネーター
養成プログラム

高校生対象の
グローバル・セミナー

※この欄は、主に総合計画未来会議における
市民提案で構成しています。



Ⅰ 未来を担う人材が豊富な酒田

１-３ 公益の心を持ち明日をひらく子どもたちを
育むまち①

◆現状における課題
ǵ ɎҥɇἠȥȾțȝǶ
Ǭ︠ḺӤʪɣʠʫʃʞӤȦȥⱷ ȧẀӤȕɇ ͍Ȫ˨ȧǾȟȢȾǧЫ Ȫ♅Ɏ ȝǧ
ȪҥɆ ȤȦɇțȽȧ♆ Ȧ ҰɎ ȠἠȥȾțȝɎ ȼȏȤȈ ȽɅɈȢȀȺȕǨ

ǵȀȪȝȪ Ȫ Ƕ
Ǭ ɎןȽțἼЧ ɎЗὋȑȗɇțȽǧᾅ ὙȪҴ Ɏ◔ȦȈɅ֪Ɇ ɏȣȀȺ
ȕȈǧȑɅȧˮ͠ ȧ ȄǧҀ ȓǧ ӆȣȉɇҰɎ ȧ̶ȍȑȗɇȏȤȈ ȤȦȟ
ȢȀȺȕǨ
ǬȀȔȽȪ ǧ ǧ ѷȦᾂ♪ȧἮ ǧὙ℅ǧ᷉ḤȈ ȓȢ֪Ɇ ɏȣȀ
ȺȕȈǧȀȔȽȪ˨ȧȫʀɶɻ˘ȪɻʜʉʞȦȥ ȧ ȄȧȋȀȾȪȾǾɆǧẍȉȦ
ȤȦȟȢȀȺȕǨ

ǵ ȇȦἮҰȪט˘Ƕ
ǬἠȥȾțȝȧ ͍Ȫ˒ᴬȤȓȢ ȕɇțȽȪ ɀ ҰȪḪ ȤȦɇἮҰɎ ȴȪ
♅ʪ Ɏ ȽȦȈɅὅ ȑȗɇȏȤȈ ȤȦȟȢȀȺȕǨ

Ǭ ҁȦ Ȉ♆ ȦἠȥȾțȝȧȫǧ Ε Ȥ ȓȦȈɅǧ₥Р ȇɅ ȓț
Ɏ ȽȢȀȺȕǨȓȇȓǧ ɾʫɭȫẈ ӤȓȢȆɆǧ ᾏʪҴ Ɏ Ȃ̦ Ȫ
ΡȤ͠҈ȡȋɆȈ ȤȦȟȢȀȺȕǨ
ǬἠȥȾțȝȪ ȝǧἮȯȪ ꜗɀ ꜗɎẍѷȧǧ Ӊ ₓ Ɏ ȓț Ȫ
ЗὋȈ ȽɅɈȢȀȺȕǨ

ǵ ȇȦ♅ȤϕɀȇȦ͠Ȫ Ƕ
Ǭ Ӥ ӆȫǧ˒̦ȮȤɆȪ Ɏ ȽׇȀǧǱγꜗǲɎᾌ ȓǾȂ Ȫ Ȉ
ᶲɅɈɇȏȤȇɅǧɄɆẈȋȪ Ӥ ȧ Ɉɇ ͍ɎҥѰȕɇȏȤȈ ȽɅɈȢȀ
ȺȕǨ
Ǭ ⁵ Ȧ ͠ ӆȈ ᾑȓǧἠȥȾȪ͠ҰȈ͜˙ȓȢȉȢȀȺȕǨȺțǧЧᶵȧ ȕ
ɇɻɶʊɕɬʝʫɻɎ ȕɇțȽȧȫǧ˨Ἦ ɀ Ἦ ȧȆȍɇɬʐʫɷ ṓȪ
ϢȆɄȯ Ȫ Ȥ╘ӤȈ ȤȦȟȢȀȺȕǨ

区分＼年度 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

自分にはよいところがあると
思っている子どもの割合（％）

小 76.1
中 67.8

小 78.3
中 65.1

小 72.7
中 70.6

小 77.7
中 70.1

区分＼年度 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

標準学力検査における全国標準
以上の教科の割合（％）

小 100.0
中 71.4

小 100.0
中 71.4

小 100.0
中 58.3

小 100.0
中 75.0

（出典：全国学力・学習状況調査）

区分＼年度 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28

運動が好きと思っている子ども
の割合（％）

小 65.8
中 56.7

小 64.2
中 55.7

小 70.6
中 57.4

（出典：全国標準学力検査）

（出典：全国体力・運動能力、運動習慣等調査）



◆今後の方向性と主な施策
ǵȀȪȝȪ Ȫ Ƕ
ǬἠȥȾțȝȈ ɅȪᴍɎ ѶȣἻɇȏȤȈȣȉɇɄȂȧǧ
ˮ͠ ȧ Ȅǧ ѷȧҀ ȓǧ ӆȣȉɇҰɎ ȀȺȕǨ
ʪ ʪἼЧ Ȫ
ʪ ⱷ ᴍ Ψ͍ȪὋ
Ǭ ȺȓȀ̦ ΕɎ ȋҰɎ ȻȺȕǨ
ʪ Ŧ1Ȫ
ʪȀȔȽɎ ȺȦȀἮ ʪἮ ȡȋɆ
ʪ ♀ Ȫ

ѶȧȫɄȀȤȏɉȈǾɇȤⱴȟȢȀɇἠȥȾȪҢׇ ṖҲȑȗɇ

ǵ ȇȦἮҰȪט˘Ƕ
ǬἮ Ɏ┘ȉѰȓǧ ɀ ǧ ȕɇҰɎ͔ȬȕțȽȧǧ ȓȀἮ ᾏ ȧ
Ḫȡȋ Ȫ Ȁ ȡȋɆɎ ȓȺȕǨ
ʪ ᴬɀ ᴬɎᾂ Ȥȓț ΨȪЗὋ
ʪ Ŧ2Ɏ ȓț ɀ ᶌŦ3Ɏ ȓț Ȫ
ʪɗʦɢʞʫɪʉ ɪɬɹʓŦ4Ɏ ȺȄț ҁ Ȫ
ʪʜɗʉʜʝʫɮʦɲʫŦ5Ȥ ȓț ȧ ȓȼ ӆɀ ṓȡȋɆ
Ǭ Ӊ ₓ Ɏ ȓț Ɏ ȓȺȕǨ
ʪᾐ˨ ȪЗὋȤᾐ˨˒ Ȫ

ἮҰ Ŧ6ȧȆȍɇЧᶵ ̽˘Ȫ ȪҢׇ ṖҲȑȗɇ
ЧᶵἮҰʪἮ ȧȆȍɇ׆ ẵȉȤ ȄțἠȥȾȪҢׇ ṖҲȑȗɇ

ǵ ȇȦ♅ȤϕɀȇȦ͠Ȫ Ƕ
ǬɻɶʊʟʌʞȪ Ӥʪ ʪɬʐʫɷȧ Ɉɇ ͍ɎȠȋɆǧἠȥȾțȝȪ ȇȦ♅Ȥ
ϕɀȇȦ͠Ɏ ȻȺȕǨ
ʪἮ ȧȆȍɇ Ӥ ӆȪЗὋ
ʪᾈ Ȫ Ӥ Ȫ Ȁ Ȫ
ʪɻɶʊɕɬʝʫɻȈ֠Ҳȕɇɗʌʦɻ Ȫ
ʪ׆ Чᶵẍ͍ǧ ӥẍ͍ Ȫ
Ǭ ӆɎǱȕɇǲǧǱȓȦȀǲȪ̌ ӤȈ ȼ˨ȣǧ͠Ɏӆȇȕ ͍ɎȠȋɆȺȕǨ
ʪ Εᶮ͠ȤȪ
ʪ ȓȻȦȈɅ Ȅɇ ӆ ͍Ȫ Έ
ʪὙ℅ǧ᷉Ḥɦʒʘɾɹɖ ӆȧȆȍɇɬʐʫɷ͠ Ȫ
Ǭᾐ˨Ἦ ǧ Ἦ Ȥ ȓǧЫ ɬʐʫɷ ᾏ ɀίҀᴬ Ȫ ɎᶲɆǧ
ɻɶʊɕɬʝʫɻȪ ȧҵȽȺȕǨ
ʪ ᾏ ȧטȍț Ψ͍ɀ ͍ȪὋ

ἠȥȾțȝȈ Ӥ ȧ Ɉɇ ͍ȧᾂȕɇ ₵
H29ʪ2017)24.9 ŷ (2022)30

ӆȈẵȉȤⱴȟȢȀɇἠȥȾȪҢׇ ṖҲȑȗɇ

※1 Ｑ－Ｕ（Questionnaire -Utilities の略）: 人間関係や集団の状態を把握するためのアンケート

※2 ＡＬＴ（Assistant Language Teacher の略） ：外国語指導助手
※3 ＩＣＴ（Information and Communication Technology の略）機器：情報を集めたり、発信したり

するための機器
※4 インクルーシブ教育システム：共生社会の形成に向けて障がいのある方と障がいのない方が相互に

人格と個性を尊重し支え合い共に学ぶ仕組み
※5 ライブラリーセンター：2020 年に酒田駅前に開館予定の新市立図書館
※6 標準学力検査：全国共通の尺度で学習内容の理解度を測る検査

◆みんなで考えよう「わたしにできること」
ǬȥɏȦȏȤȧȾ ȧɴʖʟʦɫȕɇ
ǜἠȥȾȤẍ̦Ȉ˒ ȧ Ɏ ȓȼ Ɏ Ƞ
ǜἠȥȾȪ ᶌȪ ȧ ȕɇὙ℅ȪʞʫʞɎ Ƞ
ǜἠȥȾȤẍ̦Ȉ˒ ȧ Ӥ ʪɬʐʫɷɎ ȓȼ ͍Ɏ Ƞ

ALTを活用した英語教育

※この欄は、主に総合計画未来会議における
市民提案で構成しています。



Ⅰ 未来を担う人材が豊富な酒田

１-３ 公益の心を持ち明日をひらく子どもたちを
育むまち②

◆現状における課題

ǵἮ ʪὙ℅ʪ᷉ḤȤȪ Ƕ

Ǭ̴ἮₓȤƠ̈̄ ɀ ᶮȣȪ͠ ӆȪ˨ȣǧ ᷄Ȫ ǧ Ӥǧ͏ ȧ Ɉɇ ͍Ȫҥ

ѰȧҵȽȢȀȺȕȈǧἠȥȾțȝȪ᷉ḤȴȪ Ɏ˒ᾴ ȽɇɄȂȦǧἮ ʪὙ℅ʪ᷉

ḤȈ ȓț֪Ɇ ȻȫӶѶȤȫȀȄȦȀ ȧǾɆȺȕǨ

ǵἮ Ȫ ϢǶ

ǬἮ Ȫ Ӥᾂ ȤȤȾȧǧⱠ ȦἮȯʪ ȪḻȪ Ρɀ Ɏ ȕɇἠȥȾ

Ȫ҃ Ɏ ȺȄț ϢȈ ȽɅɈȢȀȺȕǨȺțǧᾑἠӤȈ ȼ ὋȪ‮ ȧׇɋ

ȗțἮ Ȫ ӤɎ ȽɇȏȤȾ ȤȦȟȢȀȺȕǨ

ǵ᷉ḤȪ ȤȪ Ƕ

Ǭᾐ˨Ἦ Ȥ Ἦ ǧẍἮ Ȉ ȓț֪Ɇ ȻȈịȺȟȢȀȺȕȈǧ᷉ḤȪ Ǿɇ

Ɏ ȓț֪Ɇ ȻɎ ȽɇȏȤȧɄȟȢǧẈ Ȧ ṓɎ ȄɇȏȤȈ

ȽɅɈȢȀȺȕǨ

区分＼年度 Ｈ28 Ｈ29

地域社会でボランティア活動に
参加したことのある子どもの割合（％）

小 51.2
中 65.2

小 54.8
中 63.5

区分＼年度 Ｈ24 H25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28

耐震化済の学校施設（校舎、
体育館）割合 （％）

小 82.1
中 82.3

小 92.5
中 93.9

小 93.6
中 100

小 93.6
中 100

小 95.5
中 100

（注）平成28年度からの調査項目 （出典：全国学力・学習状況調査）

中村ものづくり事業 松山小学校新校舎（2019 年度供用開始予定）

（注）各年度末実績



◆今後の方向性と主な施策

ǵἮ ʪὙ℅ʪ᷉ḤȤȪ Ƕ

Ǭ ѶȪ ȟț᷉ḤɎ ȕɇ♅Ɏ ȻȺȕǨ

ʪ ȇȦ Ɏ ȓț͠ Ἦ Ȫ

ʪ͏ ӤɎ ɇʪἮȲ ͍ȪЗὋ

ʪʏʜʦɹɖɕ ӆȪ

ǬἮ ʪὙ℅ʪ᷉ḤșɈȚɈȪ ҰɎ ȇȓȦȈɅ ̏Ȫ

Ɏ ȽȺȕǨ

ʪ ˠ̻ ̛ ǧἮ ʪὙ℅ʪ᷉Ḥ ̏Ȫ Ɏẍѷȧȓț

ӆȪ

ʪ᷉ḤɦʒʘɾɹɖȤȪ ȧɄɇ Ӥ ṓȡȋɆ

ʪ Ӥ Ȫ᷉Ḥ Ȫ

᷉Ḥ ͍ȣʏʜʦɹɖɕ ӆȧ֠ҲȓțȏȤȪǾɇἠȥȾȪҢׇ

ṖҲȑȗɇ

ǵἮ Ȫ ϢǶ

ǬɄɆ Ȁ ṓɎ ΡȕɇțȽǧἮ Ȫ ϢɎ ȽȺȕǨ

ʪ ὕȧ╘ȀἼЧʪἼ♅ȦἮ Ȫ Ϣ

ʪ ʪ Ϣ Ȫ ΨȧɄɇⱠ ȦἮ ȡȋɆȪ

ʪἮ ӤȪ

Ӥ ȪἮ ǧ͠ Ңׇ 100

ɻɗʟ Ψ ȪἮ Ңׇ ᾐἮ H29ʪ2017) 63.6 ŷ 2022) 86.4

˨Ἦ H29ʪ2017) 28.6 ŷ 2022) 71.4

ǵ᷉ḤȪ ȤȪ Ƕ

Ǭᾐ˨Ἦ Ȥ Ἦ ɀẍἮ Ȥ ȓǧ Ɏ‮ Ȅɇ̦ Ɏ ȢȺȕǨ

ʪ ἮʪȾȪȡȋɆ ʪʊʠɣʜʒʦɣ Ȫ

ʪж‮Ȥ‮ Ἦ ȤȪ Ȧ ̋ Ȫ

̋ ֠Ҳ Ȫ ₵ 80 ̽˘

◆関連個別計画

ǜ Ḫ Ǭ Ἦ ǜ Ӥ

Ǭɬʐʫɷ Ǭ ʪ᷉ ᷉ ǬἠȥȾ ӆ

◆みんなで考えよう「わたしにできること」

ǬἠȥȾȧ᷉ḤȪ ҰɎ͏Ȅɇ

Ǭ᷉ḤȪ ӆȧ ȧ֠Ҳȕɇ
ǬἮ ɀ᷉ḤȤ ȓǧἠȥȾțȝȪ Ɏ Ἳɇ

少年歌舞伎

※この欄は、主に総合計画未来会議における
市民提案で構成しています。



Ⅰ 未来を担う人材が豊富な酒田

１-４ 学びあい、地域とつながる人を育むまち①

◆現状における課題
ǵ ͍ Ȫ Ƕ

Ǭֱ̦ ᾑɀ᷉ḤɦʒʘɾɹɖȪ″ ӤȦȥȧɄɇ ̻ ȧᾂȓȢǧ‮ ˒̦ȮȤɆ

Ȫ ɀ ɎӶѶȧ ȇȓȉɈȢȀȦȀȤȀȂ ȈǾɆȺȕǨἮȲỚӎɎ ȝǧ᷉

ḤɦʒʘɾɹɖȪ˒ᴬȤȓȢ᷉ḤȤȪȠȦȈɆɎẍѷȧȕɇ̦Ɏ ȼȏȤȈ ȣȕǨ

ǜ ͍ ȪẀӤȧ͒Ȁǧ ȽɅɈɇ ҰȾẀӤȓȢȀȋȏȤȇɅǧșȏȧᾂ♪ȓț ѷ

ȦἮ ͍Ɏ ΈȓȢȀȋ♆ ȈǾɆȺȕǨȺțǧ Ɏ ȔȢϕ℗ȣ ȉȈȀɎ ȟ

Ȣ ɅȕțȽȪἮ ɾʫɭȧ♪ȄȢȀȋȤȤȾȧǧȕȵȢȪ‮ ȈἬ ȕɇȏȤȦȋǧ

᷉Ḥ ͍Ȫ ᴬȤȓȢ ͍֠ҲȣȉɇɄȂȦ ȉȈȀȡȋɆǧ᷉ḤȤȪȠȦȈɆȡȋ

Ɇȧ ȓȢȀȋȏȤȈ ȽɅɈȢȀȺȕǨ

ǵ Ӥ Ȫ Ƕ

ǜ Ӥ ȫǧ̦ǪȪҥ ꜗɎ ȻǧșȪ ҰɎ ȽɇȤȤȾȧǧ̦ǪȪ♅ȪȠȦȈɆ

ɀ ̏ȧ ȓᾌ ȓǾȂ᷄ṦɎȠȋɆǧẈ ꜗɎ֫ȍЦɈɇȏȤȈȣȉɇ♅ ȇȦ

͍Ɏ╩ ȕɇҰɎ ȟȢȀȺȕǨȏȪ ꜗɎ ȇȓȢǧԄȦɇ Ӥ ȪțȽȣȫȦ

ȋǧȺȝȡȋɆȧȆȍɇ Ȫ ‮ ȤȕɇȏȤȈ ȽɅɈȢȀȺȕǨ

Ǭ Ӥ ȫǧ̴Ѷ ȤȪ ȧɄȟȢ ȓȀҥ ӆȈ ȺɈɇȦȥǧẈ Ȧ ɀҼ

ȧȠȦȈɇֻ ꜗȈǾɆȺȕȈǧ ᷇ȫӶѶȦ ȈȣȉȢȀȺȗɏǨ̴Ѷ Ȥ

ȓ᷉Ḥ Ɏ ȇȓț̋ ɀ‮ ֠Ҳḑ̋ Ȧȥ ȓȀ Ȉ♆ ȤȑɈȢȀȺȕǨ

Ǭ Ӥɀ Ȫ ȀɎ͠ ȓǧ ȽׇȀǧ₪Ȁ Ɏ ȟț̦ Ɏ ȕɇȤȤȾȧǧ

Ȫ ȑɎл ȓ ᷄ Ɏ ȓȢȀȋțȽȪ֪Ɇ ȻȈ ȣȕǨ

Ǭȧ᷉׆ж‮ ȑɈȢȀɇȑȺȒȺȦ Ӥ Ȉǧ ȪǾɇ Ɏ ȻѰȓǧ ȇȦ♅Ɏ

ȓȢȀȺȕǨȏȪɄȂȦ Ӥ ȫ᷉׆Ḥȣ֫ȍ ȈɈȢȉțȾȪȣǾɆǧ̭●Ⱦ

֫ȍ ȀȣȀȋȏȤȈ ▼ȑɈȺȕǨșȪțȽȧȫẈȋȪ‮ Ȉ᷉ḤȪ ־ Ӥȧ ♅

Ɏ ȝ ȧ ɋɇỚӎȈ ȽɅɈȺȕǨ

希望ホール自主事業
マリンバワークショップ

プロの指揮者による合唱
指導

希望ホール自主事業
ダンスワークショップ



◆今後の方向性と主な施策
ǵ ͍ Ȫ Ƕ
Ǭ Ȧ᷉Ḥ ӆȴȪ֠ҲȧɄɇ̛ ȪΖ Ȥ̦ Ȫ Ɏ ȓȢ᷉ḤɦʒʘɾɹɖȪ
ꜗӤɎ ȓȺȕǨ
ʪ᷉ḤȪʝʫɳʫȪ
ʪ᷉Ḥ Ӥ͏ Ȫ

Ǭ ȉȈȀȡȋɆ ȪǱγ̦Ȫ ǲȤᾑἠ Ӥǧ Ȫ ȧᾂ♪ȕɇǱ ͍Ȫ
ǲȪʃʜʦɬȧ ȓȦȈɅǧ ͍ȪẀӤȧᾂ♪ȓț Ἦ Ȫ ͍Ɏ ΈȓǧγǪ
̦Ȫ᷉Ḥ ͍ȴȪ Ȧ֠ ɎΖ ȓȺȕǨ
ʪ ȉȈȀȡȋɆǧ́ ȡȋɆȴȪ
ʪ ȤȪ ȧɄɇἮ ͍Ȫ Έ
ʪ ̻ ɀ♅ ȇȧ ɅȕțȽȪἮ ͍Ȫ Έ

᷉ḤȪ ̋ȧ֠Ҳȓț‮ ȪҢׇ
H29ʪ2017)51.5 ŷ (2022) 60

ǵ Ӥ Ȫ Ƕ
Ǭ ׇ ȧ Ӥ Ȫ ȧ֪Ɇ Ȼǧ ȣẈ ꜗɎ Ƚɇ♅ ȇȦ‮ Ȥǧ Ɇ
Ȫ Ȣɇ ɅȓȑȪҥ Ɏ ȓȺȕǨ
ʪ ͍Ȫ ȪțȽȪ Ӥ Ȫ
ʪ ȾȈ Ӥ ȧ ȓȻǧ ӆɎ ȂȏȤȈȣȉɇ ṓȪ Ϣ
ʪ ʪ ȈȀ Ȫ Ӥ ӆȪЗὋ
ʪ Ӥ ӆɎ Ȅɇ̦ Ȫ
ʪᾅ ꜗȪ ȀɕʫɻɦʫɺɖʀʫɲʫŦȪ
ʪẈ ȦѶ ȤȪ ȆɄȯʀɶɻʢʫɢȡȋɆ
ʪ‮ ȤȪЮҥʪԂϰȧɄɇ̋ Ȫ

Ǭ Ӥ Ȉ᷉Ḥ ȧȆȍɇ ̏ Ɏ Ƚɇ˘ȣ Ȧ▓ҢɎ țȕȏȤȧ Ȼǧ Ӥ
ȧ ȕɇ︠ḺɎ₪ȋᶵжẅȧ Τȓǧ̛ Ɏ ȓȺȕǨ

ʪɨʦɢɻʍɹʞʉʞɢ‮ ʠɪɕ ȤƠ̈̄ ̋

Ǭ Ȫ‮ ɀ־ ӤɎ ȕɇ˘ȣ Ȧ Ӥ ȪΡἥȤ ɎᶲɆȺȕǨȺțǧ ╩
Ν Ӥ ȪΡἥȤ͏ ɎᶲɇțȽǧЫ ͍ȦȥȴȪ֠ҲɎΖ ȓȺȕǨ
ʪ Ӥ Ρἥ Ȫ ὅ

ǬЛˢ ⃰Ȧȥ ־ ∟ ȧȠȀȢȫǧᶵ ὅ Ӥ ȧטȍț ͂Ɏ ȓȺȕǨ
Ӥ ӆȧ֠Ҳȓț‮ ȪҢׇ

H29ʪ2017) 30 ŷ (2022) 45

※ アートコーディネーター
地域の課題やニーズに対して、アーティストと市民や地域社会をつなぎ合わせ、文化芸術を生かした

取り組みを行うための専門職

◆みんなで考えよう「わたしにできること」

Ǭ᷉Ḥɦʒʘɾɹɖ ӆȧ֠Ҳȕɇ
Ǭ Ӥ ӆȧ ȧ֠Ҳȕɇ
Ǭ ѶȪȺȝȪ Ӥɀ Ӥ Ɏ Ɇǧ͏Ȅɇ
Ǭ ѶȪ ɋȟȢȉț͏ Ȫ ȀȤȏɉɎ Ȫˠ̻ȧ͏ȄȢȀȋ

※この欄は、主に総合計画未来会議における
市民提案で構成しています。



Ⅰ 未来を担う人材が豊富な酒田

１-４ 学びあい、地域とつながる人を育むまち②

◆現状における課題
ǵ ᷉ Ȫ ȤȓȢȪᶲ Ƕ

Ǭɗʦɲʫʀɶɻǧ ȦȥɎȫȔȽȤȕɇ ₵︠ḺӤȈ ȼ˨ǧȏɈȇɅȪᶲ

ȣȫǧ ɎǱ ȼǲǱ ȕǲȜȍȣȦȀǧ᷉Ḥ Ȫ ǧẈ Ȧ̦ Ơ̈̄ ʪ

Ἦ ȪḻȪ ΈȦȥǧ ȓȀ▓ҢȈ ▼ȑɈɇɄȂȧȦȟȢȉȢȀȺȕǨ

ǬΌο ȪẈ ӤȈ ȼ˨ǧȑȺȒȺȦ‮ ɾʫɭȧᾂ♪ȓț ɀʟʈɔʟʦɬɨʫʆ

ɬŦ1ȪЗὋǧ ȴȪᾂ♪ ȧɄɇ҃ ȓɀȕȀɪɬɹʓȪЗὋȈ ȽɅɈȢȀȺȕǨ

Ǭ2020x ₵ ̈ὅȪʜɗʉʜʝʫɮʦɲʫȫ Ҕл Ȫ˨♅ ȤȓȢǧ Л︠Ḻ

ɮʦɲʫǧɞʈɚȦȥȤ˒͠ȤȦȟț ҔȪǱ̛ ǲȤǱ ɋȀǲȪțȽȪ ׇ Ȥ

ȓȢ ȑɈȢȀȺȕǨᶲ Ȉ ҔȪ˨♅ ȤȓȢӶѶȦ▓ҢɎ țȓȢȀȋțȽ

ȧȫ ʪ ᵪ͠҈Ȫ Зʪ̦ Ȫ Ȧȥ ╘ӤȈ ȤȦȟȢȀȺȕǨ

ǬЛˢ ⃰ȫ Ȫ ӤȪțȽǧ ȓȢȀɇ Ɏₒ 28x ₵ȇɅȪ ȇₓȣ˨ ₩

ȧ ȓȺȓțǨ ȫֲ ɀ Ŧ2ȤȀȟțᾅ ꜗȪ Ȁ ȦȾȪȣǾɆ

־ Ȫᾅ ȴȪᴃ ɀǧ ȾȈ ȧ ɈɇȏȤȈȣȉɇɄȂȦᾰ

ȦȥȪ ȈǾɆȺȕǨ

ǜЛˢ ⃰ȪȷȇȧȾǧ‮ ȧ ־ Ы Ȫ ־᷄ Ȫ ȇɅȻȢ Ȧ

ȈѶ Ρ ȑɈȢȆɆǧ҃ Ȫ ṓȈ ϢȑɈȢȀȦȀțȽǧ ȪἮ־᷄

ʪ ɀ Л ȤȓȢӶѶȧ ȑɈȢȀɇȤȫ Ȁ Ȁ ȧǾɆȺȕǨ

ǵ˒̦ ɬʐʫɷȪ Ƕ

ǬȏɈȺȣɬʐʫɷȧ ɋȟȢȏȦȇȟț̦ȧǧɬʐʫɷ

ɎǱȕɇǲǱȻɇǲǱȑȑȄɇǲ ͍ȧ֠ ȓȢȾɅȂ

ȏȤȈ ȤȦȟȢȀȺȕǨȺțǧἼЧȣⱠ Ȧ ӆȪ

ḻɎ ΈȕɇțȽǧ Ȫ Ȧ Ȉ ȤȦȟȢ

ȀȺȕǨ

区分＼年度 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28

人口１人当たりの入館回数 3.63 3.54 3.59 3.44 3.29

※1 レファレンスサービス
知りたい資料や情報を、図書・雑誌・新聞・電子情報などから探すための案内をして、

資料提供や情報提示により調べものの手助けをするサービス
※2 漢籍

「論語」等の漢文で書かれた中国の本

区分＼年度 Ｈ27 Ｈ28

市及び地区コミュニティ振興会主催
スポーツ行事への参加者数（人）

35,180 36,180

ノルディックウオーキング



◆今後の方向性と主な施策
ǵ ᷉ Ȫ ȤȓȢȪᶲ Ƕ

ǬʜɗʉʜʝʫɮʦɲʫȪ ϢȧȆȀȢǧ‮ Ȫ ẵẚ♅ɀ ʪʆɫʀɬʪἮ ȧ

Ȇȍɇ ȦȥẈ Ȧɾʫɭȧ♪Ȅǧ̦Ȉ Ȁǧ̛ ȕɇ Ȫ ȤȓȢȪᶲ

Ɏ ȓȺȕǨ

ʪ᷉Ḥ ȴȪ

ʪʟʈɔʟʦɬ Ȫ╘Ӥ

ʪ ЛὌȴȪ ᷄ ︠ḺȪ Έ

ǬЛˢ ⃰ ȧȠȀȢȫǧʜɗʉʜʝʫɮʦɲʫȤȪ ɎןȽǧ Ȧ҃

Ɏ ȽȺȕǨ

ʪ ȪɺɫɲʞӤȦȥ ̻ȧᾂ♪ȓț︠Ḻ ΤȪ╘Ӥ

ǜ ־᷄ Ȫ ѷȦΡ ʪ҃ Ɏ ׇ ȧ֪Ɇ Ȃ Ȫ ȧȠȀȢǧ Ɏ Ƚ

ȺȕǨ

ֱ̦ ̦╢țɆȪЦ ᶬ ṖҲȑȗɇ

ǵ˒̦ ɬʐʫɷȪ Ƕ

ǬɬʐʫɷʏʜʦɹɖɕȪ̦ ɀͅ ɬʐʫɷȪ Ɏ ȓȢǧȺțǧ ̠ɝʝʦ

ʇɶɢʪʄʜʝʦʇɶɢȪʎɬɻɲəʦ Ɏả ȧǧǱȕɇǲǱȻɇǲǱȑȑȄɇǲ

ɬʐʫɷȪ֠ ֱ̦Ȫ ẍɎᶲɆȺȕǨ

ʪɬʐʫɷʏʜʦɹɖɕȪ Ȥ ӆȪ

ʪ׆ ɬʐʫɷɗʌʦɻ︠Ḻ Ȫ Τ

Ǭ͠ ͍ɀ ׇḑ᷉ḤɬʐʫɷɢʜʉȦȥȤ ȓȦȈɅǧȕȵȢȪ‮ ȈǱȀȠȣ

ȾǲǱȥȏȣȾǲǱȜɈȣȾǲǱȀȠȺȣȾǲɬʐʫɷȧ ȓȻǧ ȓȽɇɬʐʫɷ

ṓɎ Έȓǧϕ℗Ṗ ɎᶲɆȺȕǨ

ʪ᷉Ḥɬʐʫɷ ӆȴȪ

ʪₓ ɀꜗҁǧ ȈȀȪ ȧ ɋɅȖ ȧɬʐʫɷɎ ȓȽɇ ͍Ȫ Έ

Ǭʙɾʃʫɨʞɺɩɗʦ※3ȧ ȓț͠ ɬʐʫɷ Ȫ Ȧ ϢȤ Ȧ

Ɏ ȽǧἼЧȣⱠ Ȧɬʐʫɷ ṓɎ ΈȓȺȕǨ

ʪ҃ Ȫɾʫɭȧᾂ♪ȓț Ȫ ȦΨ ǧ ϢȪὋ

ɬʐʫɷ ̋ȴȪ֠Ҳ 28ʪ2016 36,180̦ŷ 2022 37,680̦

◆関連個別計画

Ǭ Ḫ Ǭ Ἦ

Ǭ Ӥ Ǭɬʐʫɷ

◆みんなで考えよう「わたしにできること」

ǜɗʌʦɻɀʏʜʦɹɖɕȧ֠ҲȕɇȦȥ ȧᶲ Ɏ ȕɇ
ǜɬʐʫɷɗʌʦɻȧ֠Ҳȕɇ

※3 ユニバーサルデザイン
都市づくりや建築物、機種など障がいの有無および高齢者などの区別なく誰もが使えるように

配慮されたデザイン

※この欄は、主に総合計画未来会議における
市民提案で構成しています。
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Ⅱ 地域経済が活性化し、「働きたい」がかなう酒田

２-１ 地域経済を牽引する商工業が元気なまち

◆現状における課題
ǵ˨♅‮ ᷉Ȫ ꜗӤǧ țȦ ɀʆɫʀɬȪҥѰǶ
ǜʠʫɼɨɗɼḑᵈ ₱ Ȫ ɀɗʦɲʫʀɶɻ ╩ ȆɄȯ ӆȪẈ
Ӥǧ₱ ᵪ Ȫ Ӥǧᵈᴥ ȪᶴὅӤȦȥȧɄɆǧ˨ ǧ ҔȦȥȪ˨♅‮ ᷉
ᵈ₱ Ȫ ɋȀȈ͜˙ȓǧᵈ₱ ǧᵈᴥ Ṹ Ȉ ᾑϫטȧǾɆȺȕǨ
ǜ˨♅‮ ᷉ȺȝȡȋɆ ɮʦɲʫȆɄȯҥ ɮʦɲʫȣȫǧ˨♅‮ ᷉ᵈ₱
ꜗӤȧΕɇ׆ ʪ ɀ︠Ḻ Τǧҥ ʪ ȧΕɇ ʪ Ɏ ȟȢȆɆǧ
╘ӤȧɄɆ ׇҰɎ ȽȢȀȋ♆ ȈǾɆȺȕǨ

ǜ ὙȪ ɀ țȦʆɫʀɬȪҥ Ɏ Ȥȓțɦʢʫɠʦɣɬʍʫɬʪ
ɕʦɳʫʃʫ Ɏ ȓȢȆɆǧ ȪЗὋɎᶲȟȢȀȋ♆ ȈǾɆȺȕǨ

ǵͅ ᷉ȪΖ Ƕ
ǜʝʫʑʦɪʚɶɢ●Ȫₒ 21x ȇɅǧˠ Ȫᶬ☺ɀ ȦȥȪɗʦʈʜ Ϣȧ
͒Ȁǧ ͅȫȢȀȆȧж‮ ᷉ȆɄȯ Ϣ Ȉ ɏȣȀȺȕȈǧẍ ᷉ǧ̋
╗ ᷉ȧᾂ♪ȣȉɇ’ ᷉ɀ μ ͂ ’ḻǧβ⃰ ȈᾑȦȋȦȟȢȉȢȀȺȕǨ
Ⱥțǧ ͅȪ‮ ȪȷȤɏȥȫ˨ᾐͅ ȣǧ ̉ҰȪ╘ӤȈ ȤȦȟȢȀȺȕǨ
ǜₒ 18x ₵̽ Ȫͅ ᷉ ᷉ ὅ Ȼȣ Ɏןȼ ȫǧ44͂ Ȃȝ Ѷ23
͂ ǧ ȫ1,597̦ Ȃȝ Ѷ1,230̦ ȤȦȟȢȀȺȕȈǧẈ Ẉ Ȧ Ȫ
ḻȪҥѰȧȠȀȢǧ ȧ֪Ɇ ɏȣȀȋ♆ ȈǾɆȺȕǨ
ǜₒ 15x Ȫʝɨɗɢʞʐʫɻ ὅҔ●ɄɆǧ ● ᷉ȧ14͂ Ȫ ṓΡЧḑ Ȫͅ
Ȉ ᷉ȓǧʝɨɗɢʞ Ȫ Ȉ ɏȣȀȺȕǨ Ȫ ȣǾɇ Ɏ ȇȓȢǧ
᷉Ḥ ȴȪ ֤Ҽ Ɏ ȽȢȀȋ♆ ȈǾɆȺȕǨ

区分＼年 Ｈ19 Ｈ24 Ｈ26

商店数（店） 1,857 1,718 1,659

年間商品販売額（億円）
うち卸売業
うち小売業

3,295
2,040
1,255

2,296
＊1,184

1,112

2,438
1,281
1,156

区分＼年 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26

事業所数 224 223 214 203 204

製造品出荷額（億円） 2,046 1,924 1,931 2,013 2,437

付加価値額（億円） 939 827 790 891 1,018

区分＼年度 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28

酒田京田西工業団地新規分譲等区画数（件） 15 16 20 25 29

（出典：商業統計、経済センサス）

（出典：工業統計、経済センサス）

＊平成20年4月、全農庄内本部が
全農山形県本部と統合し、集計
外となる

＊中町中和会、中通り、大通り、
駅前の各商店街

区分＼年度 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28

中心市街地商店街＊
営業店舗数（件）

228 225 224 221 232



◆今後の方向性と主な施策
ǵ˨♅‮ ᷉Ȫ ꜗӤǧ țȦ ɀʆɫʀɬȪҥѰǶ
ǜᵈ₱ Ȥ ȓȦȈɅ˨♅‮ ᷉ȧ̦Ȉ Ⱥɇ ɀ̳ ȻɎȠȋɆǧ ȪṖҲ
ȧ֪Ɇ ȻȺȕǨ
ʪ˨ ȧȊɋȀϕ℗ʊʜɩȪ
ʪɢʞʫɭ ὢ Ȫẵ Ɏ ȇȓț˨♅‮ ᷉ȴȪ ᾏ
ʪᵈ₱ ȧɄɇ Ȧɗʌʦɻ ϤȴȪ
ʪ″ ʎʫʞɗʌʦɻ Ȥᵈ₱ ȤȪ
ǜ ᵈ’ ȾןȽțẈ ȇȠʢʦɬɻɶʊȣᾂ♪ȣȉɇǱ ȺȝȡȋɆɮʦ
ɲʫ ̿ ǲɎ ȓǧ ᵈ’͍ ȆɄȯ ȱɈǾȀᵈ’͍ Ȥ ȓȦȈ
Ʌǧ
ǱȠȦȌǲɎɦʦɮʊɻȧǧ ׇ Ȧ ɎᶲɆȺȕǨ
ʪγ̦ʪͅ ȪɾʫɭʪɪʫɭȦȥȪʑɶɴʦɣ
ʪᵈ₱ ӆȪ ǧ
ʪҥ ǧ
ʪɦʢʫɠʦɣɬʍʫɬȪ҃ ȧɄɇ̛ ͍Ȫ ẍȤҥ ȪΖ л
ʪ țȦɦʢʫɠʦɣɬʍʫɬȪ

ʑɶɴʦɣ ͂ ₓ ȣ675͂
˨♅‮ ᷉ᵈ₱ ₱ ₓ ȣ50͂

Ȉ ȓțҥ ͂ ₓ ȣ150͂
ₓ ᵈᴥ Ṹ ȂȝᾐṸ 1,100ЂзɎ

ǵͅ ᷉ȪΖ Ƕ
ǜ țȦͅ ᷉ǧͅ ȪȑɅȦɇ̋ ╗ȧ ȯȠȋɄȂǧɝʫɳʫʔɗɼḑȪ Ɏ

ȓȺȕǨ
ʪ ̠ ’ ᶮ᷉ȧȆȍɇ ᾕ ȤȪ ȯȠȉɎ ▼ȣȉɇȾȪȡȋɆͅ ǧ
ᴥ ǧ︠Ḻ Τ ͅ Ȫ ᷉Ζ
ʪ ’ ᶮ᷉ȧȆȍɇл ֻ ɛʀʞɡʫ Ȫ Ȥ Ȫ҃ Ζ ȧҼ
Ȫ Ȁͅ Ȫ ᷉Ζ

ǜ țȦ’ ᷉ȧȠȀȢȫǧẅ ᷉ӲȪ᷄ ѥѶ᷉Ɏ’ ᶮ᷉ȤȓȢ Ҽ ȕɇȏȤ
ɀǧ ᷉Ӳȣ ᷇ḝȽ ȢȓȢȀɇ ѥѶ ᷉Ȫ ’ ӤɎᶲɇȏȤȦȥɎ ȧ
ȓȺȕǨȺțǧ ɇǾȣȻ╘Ȫ‮ Ȫ҃ Ζ ȧȠȦȈɇɄȂǧ҃ΔꜗȪ

Ȁ ● ᷉Ɏκ ᷉Ȥȓǧ ϢɎ ȓȺȕǨ
ǜͅ ȴȪ Ɏ ȓȢ᷉Ḥ ȴȪ ֤Ҽ Ɏ ȽȺȕǨ
ʪ Ȧ ҥѰȪțȽȪ ЗὋ
ʪ Ȫ҃ ẍȪțȽȪ ЗὋ
ʪ Ȫ Зǧ ꜗȪט˘ǧ ̉Ұ╘Ӥȧטȍț ЗὋ
ǜͅ ᷉ȧȆȍɇ̦ ΡȪ ȇɅǧ᷉Ḥ ȤЫ ẍȪ╘ȻɎ ȺȄț țȦἮ

ȧΕɇ Ɏ ȓȺȕ л Ǩ
ǜ ǧ₫ж ǧ ӥ ӆ ǧ ₫ ȤȀȟț ɗʦʈʜȪ ϢΖ
ȧטȍȢ֪Ɇ ȻȺȕǨ

ͅ ᷉͂ ₓ ȣ10͂
ᴥѰ H26ʪ2014 2,437Ђз ŷ 2022 2,500Ђз

◆関連個別計画
ǜ˨♅‮ ᷉ ꜗӤḪ ǜ Ὰ╩
ǜᾺ╩ ᶵ ǜ᷉Ḥ Ḫ

◆みんなで考えよう「わたしにできること」

ǜ᷉Е₱ ȣȪ ǧ᷉ḻ ᴥȪ ǧ ʉʜʦɼȪ♪ ʪ ȧҵȽɇ
ǜ᷉Еȣ ɋɈɇ׆ ɗʌʦɻȦȥȧ֠Ҳȕɇ
ǜ᷉Еͅ ȧ ♅Ɏ Ƞ

※この欄は、主に総合計画未来会議における
市民提案で構成しています。



Ⅱ 地域経済が活性化し、「働きたい」がかなう酒田

２-２ 「港」の物流機能により産業競争力が高いまち

◆現状における課題
ǵ͵ȀɀȕȀ ȧטȍț֪Ɇ ȻȪ Ƕ
ǜẍ ͅ Ȫ Ȧ̋ ӆɎ֫ȍȢǧ ᴥ Ѱǧ֔ Цȣɦʦɹɽ ֪ ȈṖ
ҲȓȢȀȺȕǨ˒ ǧ ᴃ Ȫβ⃰Ȫ˚ ɀǧ֪ ṖҲȧ͒Ȃ ▓ Ȫ Ϣǧ

Ơ̈̄ ṖҲȈ ȤȦȟȢȀȺȕǨ
ǜ Ұ Ȫ Ȫ̴ǧʃɗɝʑɬ Ȫ֔ ЦȈ ịȑɈɇȦȥǧɦʦɹɽ
̽ẅȪ ȪṖҲȈ ȺɈȺȕǨ

ǜ ҃ ɎȑɅȧΖ ȕɇțȽǧᶵǧ ȣȫ ḶɀΉṢȪ ϢȆɄȯɦʦɹɽʗʫɼŦ

Ȫ ╗ǧ ▓ ȪṖ Ɏ ȽȢȀȺȕȈǧɄɆҼ Ȧ ϢɎȕɇțȽȧȫ
Ȫ Ȉ♆ ȤȦȟȢȀȺȕǨ
ǜʐʫɻɮʫʞɬ ӆŦ ȫ˒ὅȪ Ɏ˘ȎȢȀɇȾȪȪǧ жͅ ȧɄɇ Ȫ҃
Ȉ͜ȋǧ ɦɬɻȪґ ɀ Ȫ ǧ Ȫ ЗȈ ȽɅɈȢȀȺȕǨ

ǵ₫ж Ɏ ȓț ѰЦ ẍǶ
ǜₒ 28x 12 ȧʗʑɻ ─͍ ǧ ─͍ ׇ ǧᾺ╩ Ȉ˗ Ԃ
ὅŦ Ɏ ȓǧ Ȫ Ѱ ẍȧטȍț͠҈Ɏ ȓȢȀȺȕǨ
ǜ ɎṖҲȑȗɇțȽȧǧ ȪẍḑӤȪȷȇǧ Ȫ ЗȈ ȽɅɈȢȀȺȕǨ

ǵ₪Ḥ ʀɶɻʢʫɢȪ Ƕ
ǜ Ȫ╘ӤȪțȽǧ ̛ ʀɶɻʢʫɢȪ Ȉ ȤȦȟȢȀȺȕǨ

区分＼年 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28

酒田港取扱貨物量（万トン） 354 380 338 355 349

酒田港コンテナ取扱個数（TEU※３） 8,666 7,797 13,799 22,028 23,658

区分＼年 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 H28

庄内空港有償取扱貨物量（トン） 593.8 680.7 727.3 534.8 502.1

高砂埠頭のコンテナクレーン 農産物の鮮度を保つ保冷コンテナ

（出典：酒田港統計年報）

（出典：庄内空港概要）

※１ コンテナヤード
船舶による貨物輸送で使用されるコンテナを荷役し、一時集積しておく場所

※２ ポートセールス活動
船舶・貨物を誘致し、港湾の利用促進を図るためのＰＲ活動

※３ ＴＥＵ（Twenty -foot Equivalent Unit ）
長さ20フィートのコンテナ１本を１個、長さ40フィートのコンテナ１本を２個としてカウントする方法。

コンテナ取扱貨物量をこの数値の合計で表示する
※４ 三者連携協定

ヤマト運輸株式会社、株式会社ＡＮＡ総合研究所、山形県がそれぞれの有する資源やノウハウを有効活用
することにより、県産品の国内外への販路拡大を目的とする取り組み



◆今後の方向性と主な施策
ǵ͵ȀɀȕȀ ȧטȍț֪Ɇ ȻȪ Ƕ

ǜ ͅ ȈὋ ȕɇβ⃰Ȫ Ϣɀ ▓ Ȫ ϢɎΖ ȕɇ ҈₵Ɏǧᶵǧ ȧ

ȓȺȕǨ

ǜᶵǧ ȧᾂȓȢǧ┘ȉ ȉᴃ Ȫ ṓ Ɏןȼ Ȫ ╘ӤɎ ȓȺȕǨ

ʪ ‮ ̋ ǧ₫ж Ԃ ͍ȣȪ ӆ

ǜ Ὰ╩ ʪₒ 18x ȫǧ ȇɅ10x ̽˘Ȉ ȓǧɦʦɹ

ɽ ֪ Ȫⱷ͔ɀɢʞʫɭ Ȫὢ ṖҲ ǧ ɎȤɆȺȋ︠ӎȪẀӤȧ͒Ȃ ț

Ȧ Ȉ ɅȇȧȦȟȢȉȢȆɆǧᾈ Ȧ҃ Ⱦ Ȅț Ɏ ȽȺȕǨ

ǜ жẅȪͅ ɀ ͍ ȧᾂȓȢǧ┘ȉ ȉʐʫɻɮʫʞɬɎ ȀȺȕǨ

ʪ ҃ Ζ ɮʫʞɬǧɮʒɽʫȪ Ϥ

ʪᶵжʀɶɻʢʫɢ╘Ӥȧטȍțʈɚʝʫ Ȫ

ʪ҃ ẍȪțȽȪẈ ȦɨʫʆɬȪǾɆ Ȫ

֪ H28ʪ2016 349̞ ɻʦ ŷ 2022 400̞ ɻʦ

ɦʦɹɽ֪ γ H28ʪ2016 23,658TEU ŷ 2022 35,000TEU

ȧὅȽɇ֪ γ

ǵ₫ж Ɏ ȓț ѰЦ ẍǶ

ǜ˗ ԂὅɎ ȇȓǧ ‮ Ȫ╘ȻȣǾɇ Ȫ Ѱ ẍȧ֪Ɇ ȻȺȕǨ

ǜ Ȫ╘Ӥǧ҃ΔꜗȪט˘ȧטȍț֪Ɇ ȻɎ╘ӤȓȺȕǨ

₫ж Њ ֪ H28ʪ2016 502.1ɻʦ ŷ 2022 1,000ɻʦ

ǵ₪Ḥ ʀɶɻʢʫɢȪ Ƕ

ǜ Ȫ ẍȆɄȯ ꜗӤɎᶲɇțȽȧǧ ̛ ʀɶɻʢʫɢȪ ȧטȍȢ

֪Ɇ ȻȺȕǨ

◆関連個別計画
ǜ Ὰ╩ ǜᾺ╩ ᶵ

◆みんなで考えよう「わたしにできること」

ǜ ǧ₫ж ȧ ♅Ɏ ȝǧ҃ ȧҵȽɇ

酒田港国際ターミナル

※この欄は、主に総合計画未来会議における
市民提案で構成しています。



Ⅱ 地域経済が活性化し、「働きたい」がかなう酒田

２-３ 地元でいきいきと働くことができるまち

◆現状における課題
ǵ ȪʒɬʑɶɴŦ ǧ᷉Еὅ ȪΖ ǧ ȤȪ Ƕ
ǜ ṓȪ ᵖ Ҽ ̦δ Ȫ˘ ȧ͒Ȁǧͅᾐ˨ж‮ ȣȫ̦ ˚ Ȫ ȧ
ǾɆǧ Ȫʒɬʑɶɴ Ȥ Ȫ Ɇ ȏȓȈ ȤȦȟȢȀȺȕǨ
ǜ ɲʫʦ̦ ʃʦɢɎ ȓǧ Ȫȴ‮ ɲʫʦŦ ᾚ Ɏ″ ȕɇ᷇ẅ‮
͝ Ȥ̦ Ɏ Ƚɇͅж‮ ȤȪʑɶɴʦɣɎ ȟȢȆɆǧֱ̦ ᾑᾂ ȤȓȢ┘ȉ
ȉ֪Ɇ ɏȣȀȋ♆ ȈǾɆȺȕǨ
ǜ ЫЮ Ἴὅ жȪ Ԁ Ȫ жᾚ ȫ˘ ϫטȧǾɇȾȪȪǧ жȪ̴
᷉ḤȤ ȕɇȤȀȺȜ͜ ȤȦȟȢȀȺȕǨȦȆǧ Ԁ ȧ₫ж᷉Ḥȧ ɇԀ

ȫЧ͠Ȫ 25 ȣǾɆǧ ẅᾚ ●Ⱥțȫ ẅ Ἦ●ȧ₫ж᷉Ḥȧᾚ Ɏ″ ȕɇ
Ԁ ȾЧ͠Ȫ 25 ȣǾɇțȽǧᾈ ȧ₫ж᷉Ḥȧὅ ȕɇԀ ȫЧ͠Ȫ 50
Ȥ ȑɈȢȀȺȕǨ
Ǭ᷉Е ȇɅȫ᷉ḤȪǱȾȪȡȋɆǲɎ Ȃ̦ Ɏ ȽɇṶȈ˘ȈȟȢȀȺȕ
Ȉǧ᷉Е ǧ Л Ἦ ǧ ẍἮ ₫ж ǧ
῁’ ᾅ Ἦ ǧȪȤ‮ ̏ Ȉ˚ ȓȢȀȺȕǨȺțǧἮ ȧȤȟȢȾǧ᷉
ḤȪͅ ȧ ȕɇ︠ḺɎ◔ɇ ͍Ȉ˚ ȓȢȀȺȕǨ

ǵϰȋẲꜗȪ Ζ ǧ ₓ Ȫᾚ ͍Ȫ ΡǶ
ǜẲꜗǧ ₓ ȈȀȉȀȉȤϰȋȏȤȪȣȉɇ ṓȡȋɆȈ ȽɅɈȢȀȺȕȈǧͅ
Ȫ ₵ȫȺȜ͜Ȁ ȧǾɆȺȕǨѰ ɀ РɎȓȦȈɅϰȉ ȍɅɈɇ ṓǧ ₓ

Ȫ ҰȈ ȣȉɇ ṓȪ ϢȈ♆ ȣȕǨ

有効求人倍率＊＼年度 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28

全数（倍） 0.99 1.15 1.39 1.28 1.41

正社員（倍） 0.48 0.55 0.68 0.73 0.81

区分＼年度 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28

新規高卒者の県内就職率（％） 58.4 58.4 62.9 64.3 69.1

（出典：酒田公共職業安定所）

（出典：酒田公共職業安定所）

※１ 雇用のミスマッチ
企業側が求める人材と求職者が求める職種や

雇用形態が一致しないため雇用できない状態
※２ ＵＩＪターン

大都市圏の居住者が地方に移住する動きの総
称で、Ｕターンは出身地に戻る形態、Ｉターン
は出身地以外の地方に移住する形態、Ｊターン
は出身地の近くの地方都市に移住する形態

区分＼年度 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28

ＵＩＪターン人材バンクによる
就職マッチング件数（件）

0 1 0 4 8

＊臨時雇用、季節
雇用を含む

ＵＩＪターン人材バンク



◆今後の方向性と主な施策
ǵ Ȫʒɬʑɶɴ ǧ᷉Еὅ ȪΖ ǧ ȤȪ Ƕ
ǜἼὅ ȪҥѰȪțȽǧ┘ȉ ȉ ɎᶲɇȤȤȾȧǧᶵɀ Ȥ ȓȢ ᴬ
ȪΖ ȧ֪Ɇ ȻȺȕǨ

ǜֱ̦ ѰȪ ᶭȣǾɇǱ̳̋Ȫ ǲɎǧ᷉ЕȣȓȢȾɅȂțȽȪ ȧ Ұ
ȓȺȕǨ
ʪ ɲʫʦ̦ ʃʦɢȧɄɇᾚ Ȫʑɶɴ
ʦɣ
ʪἮ Ȫͅж‮ ἮɷɕʫȪὋ
ʪ ȣȪ Ʌȓɀȕȑɀͅж‮ ︠ḺɎ
ȓțйἠȪ  
ʪᾺ╩ ὅ ậἮ ǧЫ ẍ ậ
Ἦ Ȫ
ʪἮẍẅ‮ ȴȪ᷉Еᾚ Ȫ Ȥϰȉȇȍ
ʪ‮ ᴬȧȆȍɇ ɲʫʦ ͍̦ Ȫ

Ȫ
Ǭ᷉Е Ȥ Л Ἦ ǧ ẍἮ ₫ж ǧ ῁’ ᾅ Ἦ Ȥ
Ȫ Ɏ ȓǧͅ ɀ᷉ḤȪ Ɏ ȣȉɇ̦ Ɏ ȕɇȤȤȾȧǧԀ Ȫ᷉
Еὅ ɎᶲɆȺȕǨ
ʪ ὅȧטȍȢὋ ȕɇὋ ȧᾂȕɇ
ʪ ȣȪ Ʌȓɀȕȑɀͅж‮ ︠ḺɎ ȓțйἠȪ   л

ᴬȪ Ҽ ̦δ H28ʪ2016 0.81δ ŷ 2022 1.00δ̽˘
ɲʫʦ̦ ʃʦɢȧɄɇᾚ ʑɶɴʦɣ͂ ₓ ȣ50͂
Ԁ Ȫ жᾚ H24ʪ2012 H28ʪ2016Ȫ ₓₒḂ 62.6

ŷ 2018 2022Ȫ ₓₒḂ 70.0 ̽˘

ǵϰȋẲꜗȪ Ζ ǧ ₓ Ȫᾚ ͍Ȫ ΡǶ
ǜ ɅȪ ⱴȧɄȟȢϰȋȺțȫϰȏȂȤȕɇẲꜗȈǧșȪγꜗȤ ҰɎӶѶȧ ȓǧ
șȪⱴȀɎ׀ȄɅɈɇȺȝɎ ȓǱ ˒ẲꜗȈϰȉɀȕȀȺȝǲȤȦɇɄȂǧ
ǧ
ᶮ͠ǧ ᵪ ǧϰȋ̦Ȉ ȓȢ֪Ɇ ȻɎ ȽȺȕǨ

ʪͅ ᵊ ȧɄɇ ᵋ
ʪ̋ Ȉ Ȃᾚ ṓȡȋɆȴȪ
ʪʑɩʫɭɫʚʉɨʐʫɻ₫жŦ ȤȪ
ʪɾʫɭȧׇȟț ҁΡ ∙ Ρ ǧ˒ ȇɆΡ ǧ ȈȀРΡ ȪЗὋȤ
Р ●РΡ Ȫ З

ǜ ▓ɎΖ ȕɇțȽǧ ₓ Ȫᾚ ͍Ȫ ΡɎᶲɆȺȕǨ
ʪͅ ᵊȧɄɇǱɪɾɕˠ̻ ̦ǲȪ

Ὰ╩ȀȉȀȉἠ Ȣ♪ ͅ Ŧ Ȫж‮ ὅᶮ͠
H29ʪ2017 52 ŷ 2022 150

◆関連個別計画
ǜẲꜗ

◆みんなで考えよう「わたしにできること」

ǜ ˠ̻Ȉ ȧᾂȓȢʐɫɹɖʉȦɗʔʫɫɎ Ƞ
ǜ ˠ̻ȇɅἠˠ̻ȧ ȧᾂȕɇʐɫɹɖʉȦɗʔʫɫɎ͏Ȅɇ
ǜ̳̋Ȥ ȤȪ ᴒɎᶲɇțȽȧȾǧὙ̋ɀἠ ȢȦȥɎὙ ȣԂҰȓׇȂ

高校生の市内企業見学

※この欄は、主に総合計画未来会議における
市民提案で構成しています。

※３ マザーズジョブサポート庄内
山形県およびハローワークが、結婚・出産・育児等により離職した女性の希望等に対応し、再就職をワン

ストップで支援するため、仕事と子育ての両立に関する相談、託児サービス、就職支援を行うところ
※４ 山形いきいき子育て応援企業

山形県が「女性の活躍促進」「仕事と家庭の両立支援」に取り組む企業を認定しサポートするもの



Ⅱ 地域経済が活性化し、「働きたい」がかなう酒田

２-４ 夢があり、儲かる農業で豊かなまち

◆現状における課題
ǵ Ȁ Ȫ Ρʪ Ƕ
Ǭ ᾚ ֱ̦ȫ ᾑȓȢȆɆǧᾚ Ȫ Ӥ ȫ50 Ɏ Ȅǧₓ ȧɕʦʃʜʦ
ɬȈ ȔȢȀȺȕǨ Ȫ ҰɎ Ƚǧ Ȁ ȤȦɇ ᾚ Ȫ Ρʪ Ɏᶲɇ
ȤȤȾȧǧ ֻ Ȧ ᵪ͠Ȫ Ȉᵦ Ȫ ȤȦȟȢȀȺȕǨ

ǵ ׇ ᵪȪ Ƕ
Ǭ Ѱ ȫǧ190Ђз ₵ȣ ȓȢȆɆǧ ΌȪẀӆȧ‚ֿȑɈɀȕȀ ᵪȤ
ȦȟȢȀȺȕǨ

Ǭₒ 30x ȇɅᶵȧɄɇ Ȫ ѶȈ⅍ ȑɈȺȕǨˮ ɀҲ’ ȧ
ҲȄǧ̶ͦȈ ẍȓȢȀɇ ǧ Ɏ ʪὋ Ȫɾʫɭȧ♪ȔȢΈ
ȕɇ ᷉ȡȋɆȈ ȽɅɈȢȀȺȕǨ

Ǭ ɀ ȉȦȥᶿ ͦ Ȫ Ѱ ȫṖҲϫטȧǾɆȺȕȈǧ Ȫ ᾑǧ ΌȪ͜
ȤȀȂ֝ȓȀ︠ӎȪ˨ǧ ͦɎḪ₢ȧȓȦȈɅȾ ֨ ͦ Ɏ֪ɆЦɈț ׇ ᵪ
Ɏ˒ᾴΖ ȕɇ♆ ȈǾɆȺȕǨȺțǧ Ȫ ᷉Ӥ Ɏ ȽɇțȽȪḪ ϢȧȾ
֪Ɇ ȼ♆ ȈǾɆȺȕǨ
Ǭ ȷḻ Ϣ ȫ93.4 Ȥ Ȁ ȤȦȟȢȀȺȕȈǧ ᴒ40 50x ̻ȧ Ϣȓț

ɀ Ȫ ҃ Ȫ Ӥȧ͒Ȁǧ ȧ ʪ Ψ ϢɎ ȽȢȀȋ
♆ ȈǾɆȺȕǨ

ǵ ᵈ’ Ȫ Ƕ
Ǭ Ȥ ᴥ ǧϕ℗ ɎȠȦȌɦʫɺɖʀʫɻ Ȉ˚ ȓȢȀɇțȽǧ ᵈ
’ Ŧ Ȫ֪Ɇ ȻȈ ɏȣȀȦȀ ȧǾɆȺȕǨ

ǵ ʪ Ȫ ẍǶ
ǬᶵжɇȍȆȧḻ‮ ẍɎᶲɇțȽȧȫǧ̴ ᷉ȤȪ„ҁӤʪʉʜʦɼӤȪ Ȉ♆
ȣȕǨȺțǧ ẍɎ ȍɇ ẅȪḻ‮ ȧטȍȢǧ ɀ₫ж Ɏ ȓȢ
Ȫ ѰɎ˒ᾴ ȕɇ♆ ȈǾɆȺȕǨ

Ǭ Ὑ Ӥɀ ɬɲɗʞȪẈ ӤȦȥȧɄɆẅ Ȫ ͍ȈṖȄǧ ˚ ɀ ʃʜ
ʦɬȈּקӤȕɇϫטȧǾɆȺȕǨȺțǧ ɀ Ȫ ȧɄɆ Ȫ ɀ᷉ ᷉
Ɏ ȓȧȋȋȦȟȢȀȺȕǨ

※１ 農商工観連携
農林水産業者と商工業者、観光業者等の関係団体がそれぞれの有する経営資源を互いに

持ち寄り、新商品・新サービスの開発等に取り組むこと

（出典：農林業センサス）

（出典：市町村別農業産出額（推計））

区分＼年 H17 H22 Ｈ27

農業就業人口（人） 6,985 3,354 3,130

高齢化率（65 歳以上の農業就業者の割合）（％） 53.5 51.2 54.6

区分＼年 H17 H26 Ｈ27

農業産出額（億円） 198 181 193



◆今後の方向性と主な施策
ǵ Ȁ Ȫ Ρʪ Ƕ
ǬҼ ȇȠἼὅ Ȧ ᵪɎᶲɇțȽ ᵪ͠Ȫ ̦ӤɎ ȕɇȤȤȾȧǧ ᾚ
Ȫ ẍɎᶲɆȺȕǨȺțǧ ὅ Ɏ᷉Ḥ Ȫ Ȁ ȧ͛ ̶ȍǧ ᵪȧ
ȕɇ Ɏ ˨ ǧ ȧὋ ȓȺȕǨ
ʪὋ Ȧ Ȫ ◔ɀʀɶɻʢʫɢȪ ǧẲꜗɀ ₓᾴȪ Ȫ ɎΖ
ȕɇ֪Ɇ ȻȴȪ

ʪ ȪҺϰҰ ΡɎΖ ȕɇ֪Ɇ ȻȴȪ

ᾚ ₓ ȣ100̦

ǵ ׇ ᵪȪ Ƕ
Ǭ Ӥȕɇ ᷉ ̉ȧӊȝ ȋțȽǧ ǧὋ Ȫɾʫɭȧ♪ȔțǱṸɈɇ ȡȋ
ɆǲɎ˒ᾴ ȓȺȕǨ
ʪǱȠɀỗǲǱ ˬǲǱȫȄȨȉǲ Ȫ ẍɀἼὅΈ Ɏᶲɇ ᷉ȡȋɆȴȪ
ʪ᷉ Ӥ ɀ Ẉ ꜗΡЧȧ ȕɇ ӆȴȪ
Ǭ ׇ ᵪȴȪ ɎΖ ȓǧȪοΌḻ‮ Ȁ ȪʉʜʦɼӤɎ ȓȺȕǨ
ʪ ɀʠʏɶɻ țȦ ȧɄɇҼ Ӥǧ ҰӤ Ɏᶲɇ֪Ɇ ȻȴȪ
ʪẍ ᶿ ᶮ᷉Ȫ╩ ȧטȍț֪Ɇ ȻȴȪ
ʪ ֨ ͦ ȴȪ ɎΖȕȷḻ Ϣ ᷉˙ȇɏȈȀɪɬɹʓŦ ȪᾏЦ ȪΖ

Ѱ H27ʪ2015 193Ђз ŷ 2022 232Ђз

ǵ ᵈ’ Ȫ Ƕ
ǬἼЧʪἼ♅ȣ ᴥ Ȧ ǧ̶ҲΌοȪ Ȁ Ȫ ȧҵȽɇȤȤȾȧǧ ᵈ’

Ɏ ȓȺȕǨ
ʪᾺ╩ Ŧ Ȫ ֤ʪὅ ǧ ˗ Ȫ֪◔ȴȪ
ʪǱ ȺȝȡȋɆɮʦɲʫ ̿ ǲȧɄɇ Ȥ ᴥ ǧϕ℗ ȤȪ
ʑɶɴʦɣȪ
ʪ̛ ֱ̦Ȫ ẍȆɄȯ ʪ ȴȪ Ɏ ȽɇɣʝʫʦʪɷʫʝɭʓȴȪ

Ҳ’ᴥȪᵈᴥ H28ʪ2016 129γ ŷ 2022 155γ

ǵ ʪ Ȫ ẍǶ
Ǭ ɀ Ҳ’ᴥȪǧᶵжȯɄȆḻ‮ ᾂΉɀʛʫʠɶʄ ẅȴȪ ṸΖ ǧ

ẍɎ ȓȺȕǨ
ʪᶵжɇȍȆȧḻ‮ ẍȪ֪Ɇ ȻȴȪ
ʪ ǧ₫ж Ɏ ȕɇ Ѱ ẍȪΖ
Ǭ ȧɄɇ ʉʜʦɼǧ ӤȪ ΤḪ᷉Ȫ ϢɎᶲɆǧ ẍȤǧ Ɏ
ȓȻǧ ȕɇ ȴȪ֪Ɇ ȻɎ ȓȺȕǨ
ʪẍḑȪ Ṹ ǧ Ὑʟɬɻʜʦ Ȫ Ϣ
ʪ ɎɹʫʑȤȓțɗʦʃəʦɼȪ ẍȤ︠Ḻ ΤȪ֪Ɇ ȻȴȪ

ѰὋ H28ʪ2016 27.4ɻʦ ŷ 2022 33ɻʦ
Ȃȝ ȉ H28ʪ2016 7,490 ŷ 2022 20,000

◆関連個別計画
Ǭ Ȥ ʪ ʆɫʚʦ Ǭ ᷉Ḥ Ϣ 27ׁ Ɏןȼ
Ǭ ᵪḪ Ȫ╘ӤȪΖ ȧ ȕɇḪ Ȧ
Ǭ ʪ᷉ ᷉ Ӥ Ǭ Ȫ‮ Ȫ ꜗט

◆みんなで考えよう「わたしにできること」
Ǭ ȧ ȓȻἼЧἼ♅Ȧ Ȫ ḻɎ Ɇǧ ʪ

ʪ Ȫ ʪ Ҳ’ᴥɎ ȧ ԁȧ֪ɆЦɈɇ
Ǭ ᷄ ǧ ̋ Ȧȥ͏ Ȧ ӤɎ ȓǧ ɎןȽ
ț ҰɎ Τȕɇ

※２ 地下かんがいシステム

給水と排水を両立したシステムで、地下水位の調
整が自在にできるようになり、水管理の大幅な省力
化と汎用性の向上を図ることができるシステム

※３ ＧＡＰ（ Good Agricultural Practice の略）

食品の安全性確保などに向けた適切な農業生産を
実施するために点検項目を定め、実践・記録する取
り組み。第三者認証ＧＡＰは、民間団体による第三
者機関が審査・認証するＧＡＰ

※この欄は、主に総合計画未来会議における
市民提案で構成しています。



Ⅱ 地域経済が活性化し、「働きたい」がかなう酒田

２-５ 100年続く森林（もり）を造り、活かすまち

◆現状における課題
ǵ ֻ ȣ֨ ꜗȪ Ȁ ᵪȪΖ Ƕ
Ǭ Ȫ‮ Ȫӽ ̽˘ȫǧ 50x Ɏ ȄȢ͋ Ɏ ȄȢȀɇȏȤȇɅǧ̭●ȫ
͋ˮ͠ȇɅˮ͋Ŧ ˮ͠ȧ ȓȢȀȋ♆ ȈǾɆȺȕǨ Ȫ☻ ҃ Ȫ ᷉ȇ
Ʌ ɎѷȟțɅ ȄɇǱл ǲȪɪɬɹʓ Ȉ ȤȦȟȢȀȺȕǨȺțǧᾐ
Ѷ Ȧ ᵪȇɅǧ Ȫ ӤɎ ȽɇȦȥҼ Ȧͦ ɪɬɹʓȪ Ȉ
ȤȦȟȢȀȺȕǨ

ǵ Ɏ Ȃ̦ Ȫ Ρʪ Ƕ
Ǭ Ό Ȫ͜ ǧ ᾚҺ Ȫ ᾑǧ Ӥ ȧɄɆǧ ˚ Ȫ ȈṖҲȓȢȉȢ
ȆɆǧ ὕȪ ȦȥẈ Ȉ ȦɋɈɇꞌɈȈǾɇȏȤȇɅǧ Ȫ Ϣɀ
Ɏᶲɇ ● Ȫ Ρʪ Ȉ ȤȦȟȢȀȺȕǨ

ǵ ȪἼὅΈ ͠҈ȡȋɆȤ҃ Ζ Ƕ
Ǭ ȧᾂȕɇ ₵ȫ ȀȤȫ ȄȦȀȏȤȇɅǧ͝Ἱ Ŧ Ȫ Ȫ Ɇ
ȓɀʉʜʦɼӤȈ ȤȦȟȢȀȺȕǨȪȣж‮ Ɏ͵ ȓțὙȡȋɆɎΖ
ȓȢȀȺȕȈǧ Ȫ᷉ ᷉ ȈӶѶȣȫȦȀȏȤȈ ȤȦȟȢȀȺȕǨ
Ǭ жȣȫ ’ḻǧɬʑɝɗʃȫȣж‮ Ȫ ϢȈ ȽɅɈȢȆɆǧ ȆɄȯ

ǧ Ŧ Ȫ Ȫ ẍȈ ȺɈɇȏȤȇɅǧἼὅΈ ȣȉɇ͠҈ȡȋɆȈ Ƚ
ɅɈȢȀȺȕǨ
Ǭ ȇȦ ȪּׂשȻȣǾɇᾺ ɀȉȪȏ Ȫ Ȫ Ȫ ᾑȈ ȤȦȟȢȀȺ
ȕǨ

ǵ ṓȪΡЧǶ
Ǭ ɈȪ֔ᶭȤȦȟȢȀɇ ὕ Ȫ ɀ Ɏ ȂȏȤȧɄɆ ȪΡЧȧҵ
ȽȢȀȺȕȈǧ ὕȫ ẍϫטȧǾɆǧȏȪ Ȉ ȤȦȟȢȀȺȕǨ
Ǭ ȪẈ Ɏ ȓȢȾɅȂțȽǧ˕ Ȫ ֔ ‮ ȧ Ȧ ɎἻɇʏʜʦ
ɹɖɕ ӆȧ֠ҲȕɇἮȪж‮ ɀ᷉Ḥᶮ͠Ɏ ȓǧ Ȫ Ȥ Ȫ ⅍
Ȫ֪Ɇ ȻɎ ȟȢȀȺȕǨ

※１ 主伐
一定の林齢に育成した立木を、用材等で販売するために伐採すること

※２ Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ材

木材を品質（主に曲がりなどの形状）や用途によって分類する際の通称。基本的に、Ａ材は
製材、Ｂ材は集成材や合板、Ｃ材はチップや木質ボードに用いられる。Ｄ材は搬出されない林地
残材などを言い、木質バイオマスエネルギーの燃料などとして利用することが期待されている

区分＼年度 H24 H25 H26 H27 H28

森林経営計画の策定面積(ha) 47.25 252.39 139.2 440.63 515.85

（出典：山形県）

区分＼年 H24 H25 H26 H27 H28

木材素材生産量（㎥） 11,626 15,060 19,489 29,648 27,176

（出典：山形県）



◆今後の方向性と主な施策
ǵ ֻ ȣ֨ ꜗȪ Ȁ ᵪȪΖ Ƕ
Ǭ Ȧ Ϣȧטȍț ᵪ Ɏ ὅȓǧ Ȫ☻ ҃ Ɏ ȂȏȤȣ
ֻ ȣ֨ ꜗȪ Ȁ ᵪɎΖ ȓȺȕǨ
ʪ Ȫ ͋ Ȥ ὋȦл ȪΖ
ʪ Ȫ Ӥǧͦ Ȫ Ȧ Ϣǧ ꜗ ȪᾏЦ ȧɄɇ͜ɦɬɻ
ͦ ɪɬɹʓȪ ȪΖ

ᵪ Ȫ ὅ H28ʪ2016 516haŷ 2022 800ha

ǵ Ɏ Ȃ̦ Ȫ Ρʪ Ƕ
Ǭ Ȧȥ ȪἼὅΈ Ɏ Ȃ̦ Ȫ Ρʪ ɎᶲɆȺȕǨ
ʪ ẍἮ ȤȪ ɀ Ȫ ◔ȴȪ

ᾚ ₓ ȣ15̦

ǵ ȪἼὅΈ ͠҈ȡȋɆȤ҃ Ζ Ƕ
Ǭ Ȫ֔ ɀǧ ʃɗɝʑɬ ɎἼὅ ȧΈ ȕɇ͠҈ȡȋɆɎ ȀȺȕǨ
ʪ Ȧˮ͋Ȥ Ѱ ͋Ŧ Ȫ Ȫ ӤȤҼ ӤȪΖ
ʪ᷉ḤжȪ ͋ȣ ȕɇ ǧ Ȫʃɗɝʑɬ ȴȪ ȪΖ
ʪ ’ ȧɄɇ ᵈᴥȪ ɀ Ŧ Ȫ țȦ֪Ɇ ȻȪΖ
Ǭ Ȫ ẍǧʉʜʦɼӤɎᶲɆǧ Ȫ Ȥ˘ט◔ ᵪȪ Ɏᶲ˘ט
ɆȺȕǨ
ʪ―˘ Ὑǧ ׇ ȇɅ―˨ ʪ―˙ ∟ Ε ȺȣȪʀɶɻʢʫ
ɢȪ╘Ӥ
ʪЫЮ Ȫ Ӥʪ Ӥ ȧɄɇ Ɏֻ Ȧ Ɇ͵ ȓțȺȝȡȋɆȪ

ʪ Ɏ͵ ȓț͝ἹȪ ɀʝʈɜʫʓ ȴȪ
ǬּׂשȻ ȇȦ Ɏ ȧ҃ ȕɇȏȤȣǧ Ὑ ὙȪ ᵪȪἼὅӤɎᶲɆȺȕǨ
ʪᾺ ɀȉȪȏ Ȫ Ȫ ȧᾂȕɇ

H28ʪ2016 27,176 ŷ 2022 60,000

ǵ ṓȪΡЧǶ
ǜ᷉ḤȪ Ʌȓɀ ȪḪ ȤȦȟȢȀɇ ṓɎΡЧȓȺȕǨ
ʪ ὕ ȧɄɇ ὕ Ȫ ẍ ȪțȽȪҼ Ȧ ʪ
ʪ ȧᾂȕɇ ♅Ɏᵝ ȓǧ Ȧ ǧ ᾺɎ●ˠȧ┘ȉ ȌțȽȪ ʏʜʦ
ɹɖɕ ӆɀ Ȫᾑₓᶮ ӆȴȪ

ȋȀ ὕȪ H28ʪ2016 9,338 ŷ 2022 1,000

◆関連個別計画
Ǭ Ϣ Ǭ ҃ Ζ Ḫ

◆みんなで考えよう「わたしにできること」

Ǭ ẅἮ ɀʟɢʝɛʫɪʚʦȦȥɎ ȔȢ Ȫ ȑǧ
Ȫ▓ҢȧȠȀȢἮȯǧ ȡȋɆ ӆȴ֠Ҳȕɇ

Ǭ Ɏ͵ȟțὙȡȋɆɀ ᴥɎ͵ ȓț Р ǧ
ȧᶱȺɈț ɅȓɎȕɇ

間伐材の集積

※３ 搬出間伐
伐採した木を林外に運び出し、再利用する間伐

※４ ＣＬＴ（Cross Laminated Timber の略）
板の層を各層で互いに直交するように接着した厚型パネルのこと

※この欄は、主に総合計画未来会議における
市民提案で構成しています。



Ⅱ 地域経済が活性化し、「働きたい」がかなう酒田

２-６ 恵み豊かな水産を活かすまち

◆現状における課題
ǵ Ɏ Ȃ̦ Ȫ Ρʪ Ƕ
Ǭ ᾚ Ȫ Ӥǧ ᾚ Ȫ ᾑ ȧɄɆǧ ● Ȫ˚ Ȉ ҍȦ ȤȦ
ȟȢȆɆǧ ȧǧ ῝᷉Ӳȣ ȤȦȟȢȀȺȕǨ ● Ȫ ΡȤ Ȉᵦ Ȫ
ȤȦȟȢȀȺȕǨ

ǵ Ȫ ΡȤʉʜʦɼӤǶ
Ǭж‮ ȫǧ ₓ10Ђз 13Ђзּȣ ȓȢȆɆǧ ȪȑɅȦɇט˘Ȉ
ȤȦȟȢȀȺȕǨ Ȫẍӽȫɬʞʔɗɞȣǧ ȀȣǧțȀ ǧțɅ ǧȽȬɇ
ǧɨɩɛȪ ȣẈȋȦȟȢȀȺȕǨ

Ǭ Ȫ ȫ ᾑϫטȧǾɆǧ κẀӆȦȥȧɄɆ ȧȾẀӤȈ ȔȢȀ
ȺȕǨ ḩ ȧȠȀȢȫǧ ΌȈ ȋǧ Ҽ Ȫ Ȁ ȤȓȢɻʜʈɣǧʅʜʔ
ɢʠɰɗǧɕʢʆǧɨɩɛȪ Ȫ Ɏ ȟȢȀȺȕǨ ȪțȽǧ˘ט
Ȫ ȤǾɋȗȢǧȠȋɆ Ȣɇ Ȫ Ȉ ȤȦȟȢȀȺȕǨ

ǜɬʞʔɗɞȧȠȀȢȫǧ˒ὅ Ȫ ȎȈֻ ȤȦȟȢȀȺȕȈǧȑɅȧ ɎṖɀ
ȕțȽǧȀȇ Ɇ Ȫ Ц ɎΖ ȕɇȏȤȈ ȤȦȟȢȀȺȕǨȺțǧɬʞʔ
ɗɞɎ֔ Ȥȕɇ Ҳ’ᴥȪ ǧ Ȫ ẍȦȥҲ’ǧ Ȫ ᾰȈ ȤȦȟ
ȢȀȺȕǨ
Ǭ ῝᷉ӲȪ ȧȠȀȢȫǧ ȧ Ɏ ȕɇțȽǧ ₵Ȉ͜˙ȓ ΌȈ͜
ȕɇȏȤɀǧ ɦɬɻȈṖҲȕɇȤȀȂ ῝ Ȫ ȈǾɆȺȕǨ
Ǭж ȧȠȀȢȫǧɨɢʜʑɬǧɗʢɽȦȥ ȪṖ ɎᶲɆǧж Ȫ

ɎᶲɇȏȤȈ ȤȦȟȢȀȺȕǨ

ǵ₫ж Ȫ Ȥ˘ט₵ ẍǶ
Ǭ₫ж ȧ ȎȑɈɇ ̮ ȫ 130 ȣǧɬʞʔɗɞ̽ẅȫẈᴥ ᾑ Ȉ ♁ȣȕǨ
ж ȣȪ ɎṖɀȕțȽǧɕʦɹɽɪʚɶʊḑ Ṹ ȤȓȢᾺ╩ж₫Ǳȧ‮
ˬǲŦ ȈɝʫʊʦȓȢȀȺȕȈǧж ȧȆȍɇ ȫ10 ₵ȧȤȥȺȟȢȀȺ
ȕǨȺțǧ ж₫ǧȾȢȀȆȧ‮ Ӥ͏ ⁪Ŧ Ȉ₫ж Ȫ᷉ ᷉ Ȫ ẍȧ
֪Ɇ ɏȣȀȺȕȈǧӶѶȧ ȑɈȢȀȦȀțȽǧẈᴥ ᾑ Ɏ ȇȓț ˘ט₵ה
Ȥ ẍȈ ȤȦȟȢȀȺȕǨ

※１ 庄内海丸（しょうないうみまる）

山形県漁業協同組合が、山形市内のスーパーで庄内浜産水産物を直売することで、
認知度の向上を図るもの

※２ 庄内浜文化伝道師
庄内浜産魚介類の消費拡大や魚食普及活動の推進を目的として県が任命

（出典：漁業センサス）

（出典：山形県の水産）

区分＼年 H20 H25

海面漁業経営体数（経営体） 145 128

区分＼年度 H24 H25 H26 H27 H28

市内水揚金額（百万円） 1,038 1,260 1,152 1,335 2,160

うちスルメイカ 626 810 685 859 1,699



◆今後の方向性と主な施策
ǵ Ɏ Ȃ̦ Ȫ Ρʪ Ƕ
ǜ Ɏ Ȅɇ ᾚ ɀ˨ Ȁ Ȫ Ρʪ ɎᶲɆȺȕǨ
ʪ ȦȥȪ Ρȧᾂȕɇ
ʪ ᾚ Ȉᾅ Ȧ ʪ Ɏ ◔ȕɇțȽȪ Ψȧᾂȕɇ

ᾚ ₓ ȣ ̦

ǵ Ȫ ΡȤʉʜʦɼӤǶ
Ǭ Ɏ ֻ Ȧ֨ ꜗȪ Ȁ ȤȕɇțȽǧȠȋɆ Ȣɇ Ɏ ȽɇȤȤȾȧǧ
ᶫἫɎ Ȕț ȪʉʜʦɼӤɎΖ ȓǧ ᴥ Ȧ ɎἼὅ ȧΈ ȕɇ͠҈ȡȋɆ
Ɏ ȀȺȕǨ
ʪ ḩ Ҽ Ȉ Ȁ Ȫ ȧᾂȕɇ
ʪʉʜʦɼӤȧטȍțᴥ Ȫ֪Ɇ˘ט ȻȪΖ
ǬȀȇ Ɇ ȧɄɇɬʞʔɗɞȪ ȴȪ ȎɎΖ
ȓǧǱȀȇȪȺȝ ǲȤȓȢ ȕɇȏȤȧɄɆǧ
Ч͠Ȫ ꜗӤȤж‮ Ȫ ɎᶲɆȺȕǨ

ʪ ȧЦ ȓțȀȇ Ɇ ȧᾂȕɇ
ʪ ᴥȤȦɇ țȦɬʞʔɗɞҲ’ᴥȪ ǧ Ȫ
Ζ

Ǭ ῝᷉Ӳȣȫǧ᷉╩Ɏ ȇȓț ɀǧ țȦ ᴥȪ
ɎᶲɆȺȕǨ
ʪ Ȫɬɻɶɢ Ŧ Ɏ ȓțɕʢʆȪṖ ȧᾂȕɇ
Ǭж ȣȫǧ᷉ḤȤ˒͠ȤȦȟȢ Ȫ ʪṖ ȧ֪Ɇ ȻȺȕǨ
ʪᾐἮ Ȥ ȓț ȧᾂȕɇ
ʪʟɢʝɛʫɪʚʦǧ ӤɎ Ȕț ȧ ȓȼ֪Ɇ ȻȪΖ

ж‮ H27ʪ2015 1,335 ˕з ŷ 2022 1,500 ˕з
Ȃȝɬʞʔɗɞ H27ʪ2015 859 ˕з ŷ (2022 1,000 ˕з

ǵ₫ж Ȫ ʪ˘ט₵ ẍǶ
Ǭ₫ж Ȫ ♁ȣǾɇẈᴥ ᾑ Ɏ ȇȓǧ жȧȆȍɇ҃ ẍɎᶲɇȤȤȾ
ȧǧ ЛȤ ȓȢ ȧ ȵȧȉȢȾɅȂ֪Ɇ ȻɎ ȂȏȤȣǧ ẍɎΖ ȓ
ȺȕǨ
ʪ₫ж Ȫ ɀ˘ט₵ ẍȦȥ ͠҈Ȫ╘Ӥ
ʪ ᵈ’ ȧɄɇ ẍȧטȍțᵈᴥ ȆɄȯ︠Ḻ ΤȪΖ
ʪ₫ж Ӥ͏ ⁪ ȧɄɇ ֤ ӆȧᾂȕɇ

жж ȧȆȍɇ₫ж Ȫ
H27ʪ2015 11 ŷ 2022 15

◆関連個別計画
Ǭ Ȫ Ұл ₪Ḥʊʜʦ Ὰ╩ ₪Ḥ л ỏᴬ͍

Ǭ ῝ ӆΖ

◆みんなで考えよう「わたしにできること」

ǬἠȥȾȪȤȉȇɅ₫ж Ȫ ɀ ȧȠȀȢǧ ȾןȽȢ
Ἦȯǧ ȵȢǧȆȀȓȑɀ ҰɎὋ ȓǧ₫ж ȪּׂשȻȧ ȓȼ
ǬȀȇ Ɇ ᶮѰ ─ȧ֠ҲȕɇȦȥǧЦ ȪȆȾȢȦȓɎ Ȃ

いか釣り船団の出航

※３ 漁港のストック機能
既存の漁港等を今後再開発することにより活性化する機能

※この欄は、主に総合計画未来会議における
市民提案で構成しています。
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Ⅲ ファンが多く移住者・定住者・観光客が増加する酒田

３-１ 移住者・定住者が増えるまち

◆現状における課題
ǵ ͝ὅ͝ᾂ Ȫ Ƕ
Ǭₒ 27x ₵ɄɆ ͝ ׇ ֱɎ ȓǧ ͝ ᴬɎ ȓȢ ͝″ ȴȪɨʐ
ʫɻɎ ȟȢȀȺȕǨ
ₒ 28x ₵Ȫ ͝ ׇ ֱȴȪ ̦ ȫ105̦ Ҕₓ₵127̦ ǧȂȝ ͝Ɏ
ȣȉțȪȫ14ɣ ⁬29̦ Ҕₓ₵10ɣ ⁬19̦ ȣȓțǨ
֪Ɇ Ȼ ịȇɅ Ȉ ȀțȽǧ ͠҈ɀ Ɏ˒ᾴЗὋȑȗɇ♆ ȈǾɆȺȕǨ

ǜ ЫЮ Ἴὅ ж Ԁ Ȫ жὅ ȫ˘ ϫטȧǾɇȾȪȪǧ ж̴᷉Ḥ
Ȥ ȕɇȤȀȺȜ͜ ȤȦȟȢȀȺȕǨЧₓ Ȥ ȓȢȾ18 22 Ȫ ₓᾴȪ
Ѱ Ȉ ȓȀ ȧᾂȓȢȫǧ᷉ЕȪͅ ɀ ἮКȧ ȕɇ︠Ḻȧ Ɉɇ ͍ȈᾑȦ
ȀȤȀȂ ȈǾɆȺȕǨ

ǬɴʜɪʪɟɗɼʉɶɢȪͦ ǧȪȴɫʫʍʓʫʎ‮ Ȫȷȇǧ ▓‮ א̠ ᾁ
ɹʜɬŦ ȣȪ︠Ḻ Τɀǧ Ȫ ᷉ȤȓȢȪ Ȥ‮ Ȉ Ȁ ɢʜʉ Ԃ͍ᴬȴ
Ȫ︠Ḻ Έ Ɏ ȟȢȀȺȕȈǧ Ȫ‮ ͝ ȧᾂȕɇ ₵ȫ ȋȦȋǧ︠ḺȈᾨ
ȀȢȀȦȀȤȀȂṶȈǾɆȺȕǨ

Ǭ ǧʈɔʒʝʫǧɪɾɕǧ ɲʫʦ Ȧȥǧ ͝″ ȧȫȑȺȒȺȦᾴȈ
ἥ᷇ȓȺȕǨб͠ ȦɲʫɥɶɻɎ ȧȓț ȈᾑȦȀ ȣȕǨ

͝ ׇ ֱɎ ȔȢȪ ͝

区分＼年度 Ｈ27 Ｈ28

相談人数（人） 127 105

住宅に関する補助金の利用件数（件） 9 15

移住者数（人） 19 29

※１ 酒田市役所東京吉祥寺テラス
主に首都圏で暮らす方々に酒田市の魅力を知っていただくため、平成28年11月に開設した情報発信拠点。

株式会社荘内銀行吉祥寺支店に併設され、酒田市の観光情報やふるさと納税等の各種情報が手に入るほか、
移住相談にも対応している（所在地：東京都武蔵野市吉祥寺本町1-11-5コピス吉祥寺Ａ館1階内）

酒田市役所東京吉祥寺テラス



◆今後の方向性と主な施策
ǵ ͝ὅ͝ᾂ Ȫ Ƕ

Ǭ ͝ ׇ ֱȣȫǧ͝ȺȀǧᾚҺ ȧ ȕɇ︠ḺɎ ȧ֨ ȓǧ Έȣȉ

ɇ ͠҈Ɏ╘ӤȓȢȀȉȺȕǨȺțǧ ͝″ Ȫᾱꜗɀ ʟʌʞȧ♪Ȕțɾʫɭ

ɎѶ ȓȢ♆ Ȧ Ɏ ȔɇȤȤȾȧǧ ͝●ȪʈɜʠʫɕɶʊɎὋ ȓȺȕǨ

ʪ ͝ ᴬȪ ȆɄȯ ֱȧȆȍɇʢʦɬɻɶʊӤȪ

ʪ Ε Ȥ ȓț͝ȺȀǧᾚҺ ȧ ȕɇ︠Ḻ ΈȆɄȯ ȪὋ

ʪ ͝Ȇ ȓ͝ἹȪ Ȥ͠ ḑʊʠɣʜʓ ȪὋ

ʪ ͝ ̛ ͍Ȫ Ϥ ǧ ͝ ȪʀɶɻʢʫɢȡȋɆȴȪ

Ǭ᷉Е Ἦ ǧ᷉Еᾚ ǧ ɲʫʦᾚ ɎṖҲȑȗɇțȽǧ᷉ḤȪἮ ǧͅ

ȴȪ Ζ Ɏᶲɇ֪Ɇ Ȼȧ ҰȓȺȕǨ

ʪͅ ἮɷɕʫȪὋ

ʪ ȣȪ Ʌȓɀȕȑɀͅж‮ ︠ḺɎ ȓțйἠȪ   л

ʪἮẍẅ‮ ȴȪ᷉Еᾚ Ȫ Ȥϰȉȇȍ л

ʪ ɲʫʦ̦ ʃʦɢǧ ɲʫʦɦʫɺɖʀʫɲʫȧɄɇ Ȫʑɶɴʦɣ

ʪ‮ ᴬȧȆȍɇ ɲʫʦ ͍̦ Ȫ Ȫ л

ʪᾺ╩ ὅ ậἮ ǧЫ ẍ ậἮ Ȫ л

Ǭϰȉ Ɇˠ̻ǧἠ Ȣˠ̻Ȫ ͝ ȪṖҲɎ ȓǧɲʫɥɶɻȧᾂȓȢǱ ȣ Ʌ

ȓțȀǲɗʔʫɫȈ₪ȈɆɀȕȀ ʪɦʦɹʦɷȣ︠Ḻ ΤɎ ȂȏȤȣǱ ȴȪ

͝ǲɎѷɆֱȤȓț Εֱ̦Ŧ2ɎṖҲȑȗǧ Ȫȴ‮ ͝ ᾴȪ ẍɎᶲɆȺȕǨ

ʪ ▓‮ א̠ ᾁɹʜɬɎ Ȥȓț ᶾȴȪ ︠Ḻ Τ

ʪ ͝ᾅ ɨɗɻȪ ȆɄȯ ǧʔɺɖɕȪ ȧɄɇ Ȧ

ʪ ͝″ ȍט ͍ɗʌʦɻ Ȫͅ ȆɄȯ Ϥ

Ǭӳ ɀẍἮǧ᷉ḤȣȪ ȄׇȀȪ̳ ȻɎ ȕɇ

ȦȥȓȢǧἼ♅ȓȢȀȉȀȉȤ ɅȗɇȺȝȡȋɆɎ

ȽǧЕ Ȧ Ȫ ͝ɎΖ ȓǧ᷉Ḥ ͍ȤȪԂϰȧ

Ʉɇ᷉ḤȡȋɆȧ֪Ɇ ȻȺȕǨ

ʪ ȪȺȝ Ŧ3ȪὋ ȧטȍț֪Ɇ Ȼ

ֱ̦ȧᾂȕɇ ͍

28ʪ2016 401̦ ŷ 2022x Ⱥȣȧӽ

◆みんなで考えよう「わたしにできること」

Ǭ ˠ̻ȇɅἠˠ̻ȴǧ ȧᾂȕɇʐɫɹɖʉɗʔʫɫɎ͏Ȅɇ
Ǭ ͝ ȧὢɆ Ȁǧ ҴȍɎȕɇ
Ǭ ȪȏȤɎɄȋ Ɇǧ Ȫ ҰɎ︠Ḻ Τȕɇ

移住者交流会

※２ 関係人口
移住者を増やすことが目的であり理想だが、人口減少が進行する時代にあっては自治体間での移住人口の奪い

合いは頭打ちとなるため、即時的な移住はしないがその土地と関係を持つ人（＝関係人口）を増やして、地域活
性化や将来的な人口増を目指すという考え方がある。「関係人口」は「定住人口」と「交流人口」の中間の概念
とされる

※３ 生涯活躍のまち構想
東京圏をはじめとする地域の高齢者が、希望に応じ地方や「まちなか」に移り住み、多世代と交流しながら健

康でアクティブな生活を送り、必要に応じて医療・介護を受けることができるような地域づくりを目指すもの

※この欄は、主に総合計画未来会議における
市民提案で構成しています。



Ⅲ ファンが多く移住者・定住者・観光客が増加する酒田

３-２ 「おもてなし」があふれ、交流でうるおうまち

◆現状における課題
ǵ ЛȪ Ƕ
Ǭֱ̦ ᾑȧ͒Ȃᶵж Ȫ ᾑɀǧ ɅɈț ȣ᷉Ḥ ̉Ȉ ӤȓȢȀȺ
ȕǨ ȪȋẈȫ‮ Л Ɏ ȓȺȕȈǧșȪẈȑɂȄǱəʝǲȈ ȧȦȟȢȀɇ
ȉɅȀȾǾɆȺȕǨ
ǜЧᶵ ȧȫẅᶵ̦ ЛὌȪ ȈṖҲȓȢȀȺȕȈǧ ӥ᷉ ȧȫ ֤ȓȢȀȺ
ȗɏǨ
ǜ ЛȪ ǧ Лȧ ȽɇȾȪȈẈ ӤȓȢȀȺȕǨ
ǜ ȓȀ Л Ȫ ϢȦȥȧɄɆǧ₫ж᷉ḤЧ͠ȣȫ ЛЦ ȈṖҲȓȢȀȺȕȈ
ȪȺȺȪȏǧɆȆȣɏצּȯ͔ȫ‮ Ȉ ȋȤǧ Ȫ Ȉᶰ ȧȦɇꞌɈ

ȈǾɆȺȕǨ

ǵ̛ ȆɄȯɪɹɖʊʠʕʫɪʚʦȪ Ƕ
Ǭ ȪǱʈɔʦǲɎṖɀȓǧ ЛὌȤȓȢȪ ǧ ᴥȪ ЦǧʆɫʀɬɴʖʦɬȪ
ҥѰ ȧȠȦȎǧ᷉Ḥ Ɏ ꜗӤȑȗɇțȽǧ ₓȑȺȒȺȦ̋ Ɏ ȟȢȀȺȕȈǧ
̋ Ȫ ɀ Ɏ ȓȢ ȧ֪Ɇ ȼ♆ ȈǾɆȺȕǨ

Ǭ ȪʈɔʦɎṖɀȕțȽȧȫǧ‮ ˒̦ȮȤɆȈ ȧ Ɇɀ Ɏ ȝǧ Ɏ
Ɇǧ жȕɇȏȤȈȣȉɇ‮ ɎṖɀȕ♆ ȈǾɆȺȕǨ

ǜ Ȫ Ɏ˘Ȏǧ₵ה ҰɎЧᶵȧṸɆ ɏȣȀȋțȽȪɪɹɖʊʠʕʫɪʚʦȧ֪Ɇ
ɏȣȀȋ♆ ȈǾɆȺȕǨ

観光施設入込数＼年度 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28

市内入込数（万人） 297.7 271.1 280.5 301.2 296.8

庄内地域入込数＊（万人） 1,223.9 1,287.1 1,439.7 1,465.4 1,415.4

近年、取り組みが進んでいる交流拡大に向けた主な事業

北前船寄港地のつながりを通じた秋田市との交流提携（H27 ～）

「鳥海山・飛島ジオパーク」日本ジオパークネットワーク加盟認定（H28 ）

東京オリンピック・パラリンピックにおけるニュージーランドのホストタウン登録（H28 ）

「荒波を越えた男たちの夢が紡いだ異空間～北前船寄港地・船主集落～」日本遺産認定（H29 ）

デラウェア市（アメリカ合衆国）と姉妹都市交流協定を締結（H29）

サンクトペテルブルク市（ロシア連邦）との文化交流事業（H29 ）

（＊出典：山形県観光者数調査）

山居倉庫 ニュージーランドの若手トライアスロン選手との交流



◆今後の方向性と主な施策

ǵ ЛȪ Ƕ
ǜ ה Л᷉Ȥȫ ȦɇɕʊʠʫɴȣǱəʝǲɀǱɲʫɥɶɻǲɎ ȧȓǧ ὌΖ ȧ
ȠȦȎǧ᷉Ḥȧ Ҽ ɎȾțɅȓȺȕǨ
ʪ ǧ͏־ ȆȾȢȦȓȪ Ӥǧ ǧ ʪ Ӥ ȼȉșȬǧ᷉ ǧʜʫ
ʔʦ ǧ Ὰʪ ῝ɫɝʄʫɢ Ȫ

ǜ2020x ̠ɝʝʦʇɶɢʪʄʜʝʦʇɶɢȪ Ϥɀẅᶵɢʞʫɭ ὢ Ȫ ͍Ɏ Ȅǧ
ɗʦʃəʦɼ ЛɎΖ ȓȺȕǨ
ʪɺʫɲȧḪȡȋʑʫɤɹɖʦɣȧɄɇẈ Ȧ Л Ȫ Ȧ︠Ḻ Τ
ʪ Ɏ҃ ȕɇẅᶵɢʞʫɭ Ȫ ǧɷɕʫҴ
ʪ ж ȪẈ Ӥǧ - ṓȆɄȯẅᶵ̦ Л ж Ȫ ϢЗὋ
ʪ Ǳ Ɏ Ȅț țȝȪẋȈ ȀȜ ӥҔ ὢ ᷉ʪ ˮ ǲȪ
ʀɶɻʢʫɢɎ ȇȓț᷉ḤȪ Ұ Τ

ǜ ЛὌȪ֫Ц͠҈Ɏ ϢȓȺȕǨ
ʪɟɗɼȪ ȆɄȯ ӆȴȪ ЛɟɗɼԂ͍ǧɫɝɟɗɼǧ жṲ
ǜ ᴥȪ ɀ ȧΌοɎ ѰȕǱʕʁ ǲȇɅǧ ɀʟɫʖʫȦȥȪᵈᴥʪɨʫ
ʆɬȧɄȟȢ◔ɅɈɇ ȧΌοɎ ѰȕǱɦɻ ǲȴȪɪʈɻϫטɎ ȺȄǧ
ȦɅȣȫȪ ЛʊʠɣʜʓɎ ȓȺȕǨ

ʪ ɀ ӤɎ ẍ ȧ ȓț͠ ḑʊʠɣʜʓȪ ǧ
ǜ֠Ҳ ȈẈȋ Ҽ Ȉ Ȁׇ͍ǧ Ŧ Ȫ Ɏ ȓȺȕǨ
ǜ Ε Ȫ ⱴ ˒ɀз Ȧ̋ ᵪȪțȽǧ Л᷉ḤȡȋɆʊʜɶɻʈɜʫʓ Ȫ

ǧԂҰɎ ȀȺȕǨ

Л Ц H28ʪ2016 296.8˕̦ ŷ 2022 350̞ ̦

ǵ̛ ȆɄȯɪɹɖʊʠʕʫɪʚʦȪ Ƕ
Ǭ‮ ˒̦ȮȤɆȪ ȴȪ Ɇɀ ǧˮ͠ ȧȺȝȡȋɆȧ ɋɇҔטȉȦ ȝɎ
ȻǧǱȆȾȢȦȓǲȤ︠Ḻ ΤɎ‮ Ȥ Ȉ˒͠ȤȦȟȢ ȕɇȏȤȣǧ ȧ
Ɏ ȝǧ͡₵Ⱦ ɈȢȻțȀȤⱴȄɇ ʈɔʦɎṖɀȓȺȕǨ

ʪ ̛ ȆȾȢȦȓ‮ ͍ Ŧ ӆȪ
ʪ ᷄ȤȪ ɀ Ȫ ȺȠɆ ǧ᷉ḤȪ͏ ̋ȴȪ֠ҲǧȱɇȑȤ Ɏ
ἮȲ

ǜᶵжẅȪỊỆ ẵ֥ʪ‮ Ŧ‮ ȧȆȀȢȫǧʀɶɻʢʫɢɎ ȇȓț ̛ ɀ̦
ʪ ȧȠȦȈɇ ‮ ̛ Ɏ ȓȺȕǨ

ǜЧᶵȧҼ ȧ ɎṸɆ ɏȣȀȋțȽǧȱɇȑȤ Ȫ Ȥ ẍɎᶲɆȺȕǨ
ʪȱɇȑȤ ȧȆȍɇ ᴥȪ
ʪɟʃʔʦɻɢʜəɼʈɔʦɺɖʦɣŦ Ȫ

̛ ȆȾȢȦȓ‮ ͍ ӆ H28ʪ2016 111͂ ŷ 2022 1,000͂
ɟʃʔʦɻɢʜəɼʈɔʦɺɖʦɣ֪ ͂ H29ʪ2017 ͂ ŷ 2022 16͂

◆関連個別計画
Ǭ˨ Л

◆みんなで考えよう「わたしにできること」

Ǭ᷉ḤɎἮȯǧ Ȫ ҰɎ ȓǧֱɦʒǧ ȣȪ ΤɎ Ȃ
ǬșɈȚɈȪѶ ʪ ȧ♪ȔțȆȾȢȦȓǧ̛ ȧ֪Ɇ ȼ
ǬἠȥȾȧ Ȫ ȑ Ӥʪ ʪ͏־ ̋ʪ ᷄ Ɏ͏Ȅɇ

※１ ＭＩＣＥ
企業等の会議（Meeting ）、報奨・研修旅行

（Incentive Travel ）、国際会議（Convention ）、
展示会・見本市・イベント(Exhibition/Event ）
の頭文字で、ビジネスイベント等の総称

※２ 酒田交流おもてなし市民会議
平成29年２月設立。市全体で観光客等へのお

もてなしを実施するための会議。産・学・官・金
が役割分担をしながら実効性のある取り組みを進
めようとするもの

※３ 国外の友好都市・姉妹都市：ジェレズノゴルス
ク・イリムスキー市（ロシア連邦）、唐山市（中華
人民共和国）、デラウェア市（アメリカ合衆国）

国内の友好都市：北区（東京都）、武蔵野市（東
京都）、東村（沖縄県）、志布志市（鹿児島県）、
大崎市（宮城県）、海津市（岐阜県）、秋田市

※４ ガバメントクラウドファンディング
自治体が抱える問題を解決するため、ふるさと納

税で集まった寄付金の使いみちを「見える化」して
寄付を募る仕組み

※この欄は、主に総合計画未来会議における
市民提案で構成しています。



Ⅲ ファンが多く移住者・定住者・観光客が増加する酒田

３-３ 「港」発の交流で賑わうまち

◆現状における課題
ǵɢʞʫɭ Ȫ ȧɄɇ ɋȀҥѰǶ
ǜ ₓǧɢʞʫɭ Ȫὢ ȈṖҲϫטȧǾɆȺȕȈǧȺȜᾑȦȀ ȣȕǨὢ ṖҲȧט
ȍǧȆȾȢȦȓȦȥȪ֫Ц͠҈Ȫ ȪȷȇǧɝʊɪʚɽʞɷɕʫȤȪ Ȧȥǧж‮
ȧȆȍɇ ӆɎΖ ȕɇ̳ ȍȡȋɆȈ♆ ȣȕǨ

ǜ ₪ḺȦȥǧȑȺȒȺȦ ȪЦ Ὃ Ɏ ȩɇȏȤȧɄɆǧ ɋȀȪҥѰȤ
Ȫ ♆ȧȠȦȎɇ˘ט₵ה ȈǾɆȺȕǨ

ǜȀȇ Ɇ Ȧȥ ẅ Ȫ ὢ ɀ ȎɎΖ ȕɇțȽǧǱȀȇ Ɇ ᶮѰ ─ǲ
Ɏ ϤȓǱȀȇȪȺȝ ǲɎɕʇʫʞȓȢȀȺȕȈǧɗɞȪҲ’ ɀה ǧ᷄
Ȧȥ Л Ȉ˷ȓȋǧ Ȫ ˺Ҽ ɎᶲɇȏȤȈ♆ ȣȕǨ

ǵȻȦȤɝɕɪɬɎ ȓț ɋȀҥѰǶ
ǜ ᴃ ȫȑȇț ǧḻ‮ȤȦȻǧḻ‮ ɮʦɲʫǧ ḻ ᷉ǧ ᴒᾺЫᶿ
ȦȥȪ Ȉ ȓț‮ Ȫ Ȥ ȀȪḻȣǾɆǧ Л᷉ȧȾȦȟȢȀȺȕǨ˒ ȣ
ḻ Ȉ ᾑȓȢȀɇ ȾǾɆǧȑɅȦɇ ɋȀҥѰɀ ȪЗὋȈ♆ ȣȕǨ

ǵ₫ж Ȫ҃Δꜗט˘Ƕ
ǜ₫ж ȫǧₒ 18x ɄɆẊ ȈὋ ȓ ⁭ɆȪ ̠ ᷇ Ȉ ẍȓț˒
ǧ ˺ Ȫ ᾑȧɄɆǧₒ 20x ȧ ₁ Ȉ͌ ǧₒ 21x ȧẍ Ȉ⅍
ȤȦȟȢȆɆǧ҃Δꜗט˘ȪțȽ Ȫᾚ Ȉ ȽɅɈȢȀȺȕǨ

ǜₒ 28x ȇɅȫ˨ḑ ȪᾏЦȈ ẍȑɈȢȀȺȕȈǧ˨ḑ Ȫ ɀɳɗʗ ᵖȈ
ȽɅɈȢȀȺȕǨ

クルーズ船の歓迎行事 多くの来場者で賑わう
みなとオアシスまつり

区分＼年度 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

酒田港客船寄港回数（うち外国クルーズ船） ５（0） 4（0） 4（0） 6（1）

区分＼年 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28

庄内空港定期便
搭乗者数（人）

352,595 349,589 367,347 363,282 379,310

（出典：庄内空港概要）



◆今後の方向性と主な施策
ǵɢʞʫɭ Ȫ ȧɄɇ ɋȀҥѰǶ
ǜ Ε Ȥ ȓǧɢʞʫɭ ɎȫȔȽȤȓțẈ Ȧ Ɏ ȓǧ ȆɄȯж‮
Ȫ ɋȀɎҥѰȓȺȕǨ
ʪɢʞʫɭ Ȫ ɀ ̻ ₱ ȧᾂȕɇʊʠʕʫɪʚʦ ӆ
ǜɢʞʫɭ ὢ Ȫ ₵Ɏ Ƚǧ ʈɔʦȪ ◔ȧȠȦȎȺȕǨ
ʪΉṢȣȪ ̋ǧ Л ж Ȫ
ǜɢʞʫɭ ὢ ȧɄɇȪȴж‮ ֤Ҽ Ɏ ȽȺȕǨ
ʪɢʞʫɭ Ȫ˺Ὄɀ˺Ӊᴬǧ‮ Ȉ҃ ȣȉɇ▪☺ʃɬȪ
ʪɢʞʫɭ ὢ ȪΉṢ ˒ Ȫ˒
ʪᵈ₱ Ȥ ȓț₱ ɀ Л᷉Ɏᶬ ȑȗɇ֪Ɇ Ȼ
ǜȀȇ Ɇ ȧɄɇɬʞʔɗɞȪ ȴȪ ȎɎΖ ȓǧǱȀȇȪȺȝ ǲȤȓȢ

ȕɇȏȤȧɄɆǧ Ч͠Ȫ ꜗӤȤж‮ Ȫ ɎᶲɆȺȕ л Ǩ
ʪ ȧЦ ȓțȀȇ Ɇ ȧᾂȕɇ
ʪ ᴥȤȦɇ țȦɬʞʔɗɞҲ’ᴥȪ ǧ ȪΖ

ɢʞʫɭ ₓ ὢ ᶬ H29ʪ2017 6ᶬ ŷ 2022 20ɱ

ǵȻȦȤɝɕɪɬɎ ȓț ɋȀҥѰǶ
ǜ Ɏ ȓțɗʌʦɻɎ Ϥȓǧ ɋȀȪҥѰȧ֪Ɇ ȻȺȕǨ
ʪȻȦȤɝɕɪɬȺȠɆ
ǜ Ȫ ҰɎ ȽɇțȽǧ Ȫ ╘ӤɎ ȓȺȕǨ
ʪ ɮʦɲʫǧ ḻ ᷉ б ɬɤʫɻʏʫɼ Ȫ Ψ

ǵ₫ж Ȫ҃Δꜗט˘Ƕ
ǜ҃ ʆɫʀɬȆɄȯ Л҃ ȪṖҲȧטȍȢ֪Ɇ ȻȺȕǨ
ǜ҃ΔꜗȪט˘ȪțȽǧ Ε ȧϰȉȇȍȢȀȉȺȕǨ
ʪ ɳɗʗȪ ᵖǧ˨ḑ Ȫ ʪ ȪẍḑӤ
ʪ ŦɎןȼ Ȫᾚ
ʪ ∙ ȪțȽȪ ʪ
ǜὅ Δᾚ ȧȠȦȎɇțȽɴʖʫɲʫΔȪ ȧ֪Ɇ ȻȺȕǨ

₫ж ὅ Δ ˺ H29ʪ2017 390,297̦ ŷ 2022 400,000̦

◆関連個別計画
ǜ Ὰ╩

◆みんなで考えよう「わたしにできること」

Ǭɢʞʫɭ ɀȀȇ Ɇ ᶮǧ ₪ḺȪѰ Ȅɀ ɆȦȥǧ
Ɉɇ ȧȆȾȢȦȓȪ♅ɎȾȟȢ ȕɇ

チャーター便観光客の歓迎行事

※ ＬＣＣ（Low Cost Carrier の略）
低価格の運賃で運航サービスを提供する航空会社

※この欄は、主に総合計画未来会議における
市民提案で構成しています。
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写真・イラスト等を挿入
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Ⅳ 暮らしと生きがいを共に創り、お互いが支え合う酒田

４-１ 誰もがいきいきと暮らしやすいまち

◆現状における課題

ǵΡϕ Ȫט˘Ƕ
ǬԄ ǧ ẐỰˠ⁬ȈṖҲȓǧ ɀ̮ ̈ Ȫ♆ ꜗȫ Ǫ ȺȟȢȀȺ
ȕǨ˒ ǧ ỏᴬʪР ỏᴬȪ ὅӲḤȈ ȕɇȦȥǧ᷉Ḥ ӆȪ Ȁ ȫ˚
ȓȢȆɆǧ ₓ ӤȓȢȀɇ᷉ḤȪɨʠʦ ӆɎ ȓǧẈ Ȧˮ͠ȧɄɇẈ Ȧ
ɨʫʆɬȪᾰ Ɏ ȕțȽȧȾǧ Ȁ Ȉ♆ Ȧ ȣȕǨ

Ǭ᷉Ḥӝ ɤɕɪɬɹʓŦ Ȫ ȧטȍȢ᷉Ḥӝ ɮʦɲʫ ȇ01ж‮ ȧ
ɦʫɺɖʀʫɲʫŦ Ɏ ȕɇȦȥǧ ╘ӤɎᶲȟȢȀȺȕȈǧ᷉Ḥ Ȫ

ɾʫɭȫẈ ӤȓǧЫ ȦɨʫʆɬȜȍȣȫḝȽɅɈȦȀ Ȉ ȓȢȀȺȕǨ
ȏȪȏȤȇɅ᷉ḤЧ͠Ȫ Ɏ ȓǧșɈȚɈȪὋ︠ȧ♪Ȕț֪Ɇ ȻɎ ȩȦȈ
Ʌǧ᷉ḤȡȋɆɎ ȽȢȀȋ♆ ȈǾɆȺȕǨ

Ǭ͝ᾥɀ ȧȆȍɇ Ȧᶰ ȜȍȣȦȋǧ ɀ ȈȀǧἠ Ȣɀ̮ ǧȮȉȏ
ȾɆ Ȉ ᶭȪ ͍ Ἤ ȦȥǧὝ ȧ ȣȉȦȀ̋ͽȈǾɆȺȕǨ

Ǭ ɨʫʆɬ҃ Ҵ̋ Ŧ ǧ ₓ● ҈₵Ŧ Ȫ҃ ȈṖȄȢȀȺȕǨ̭●
ȦȥȑɅȦɇ҃ ȪṖҲȈ ȺɈȺȕȈǧ҈₵Ɏ Ȃᾅ ᴬɀ● ̦Ȫ

Ȁ ΡȈᵦ Ȫ ȤȦȟȢȀȺȕǨ

Ǭ ȈȀ Ŧ Ȉ᷉Ḥ ͍ȧȆȀȢ ȧ֠Ҳʪ ȣȉɇɄȂǧ♆ ȧ♪Ȕțɨʫʆɬ
Ȉ ΈȑɈɇ͠҈Ȉ ȀȠȠǾɆȺȕȈǧ ȈȀ Ȫ ȧȠȀȢȫǧϰȋḻȈᾑȦȀ
ȧǾɆȺȕǨ

ǵ ẲЮ֠ד ͍ȪὋ Ƕ
Ǭ‮ ɕʦɤʫɻȧɄɇȤǧǱἮ ȪḻǲɎ ȋǧǾɅɂɇѶ ȣ ꜗȪ ȈЌ ȑ
ɈȢȀɇȤ ȑɈȢȀȺȕǨ ɀᶴὅ Ᵽ ȧ ɋɈɇϫטȈΉ ȟȢȀȺȕǨ

ǵ᷇͝ẅᶵ̦Ȫ Ƕ
Ǭ̦ᶵẅ᷇͝Ȫж‮ ȫₒ 29x 10 ᷇ȣ467הȤȦȟȢȆɆǧ Ἦ Ȫ
ȧ♆ Ȧ Ɏᶵ ̛ ɨʠʦ ̛ ȮɉȬ ȣ ȟȢȀȺȕǨȏɈȺȣᶵ ̛ ɨʠ
ʦɎ҃ ȓțȏȤȈȦȀ᷇͝ẅᶵ̦ȴᴃ ɎᶲɇȤȤȾȧǧ‮ Ȫ ̏ ʪ Ȫ
Ɏ₪Ȏɇ♆ ȈǾɆȺȕǨ

※１ 地域包括ケアシステム
地域の実情に応じて、住み慣れた地域でその有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよ

う、医療、介護、介護予防、住まいおよび生活の支援が包括的に確保される体制

※２ 生活支援コーディネーター
地域包括ケアシステム実現を目指し、地域資源の開発やネットワークを構築することにより、生活支援

や介護予防の取り組みを推進する役割を担う人材

※３ 福祉サービス利用援助事業・成年後見制度
病気や障がい等により自身の判断能力が低下してきた方の人権や財産を守るための支援制度

※４ 障がい者
国の法令等で総称する「障害」、本市の運用による「障がい」、「しょうがい」を提唱する考え方など、

表記についての観点はさまざまで、社会側にある課題として捉えた場合など、表記の受けとめ方が異なる
ため丁寧な議論が必要であり、本計画では従来から本市で運用している表記を使用するもの

※５ 障がい者雇用率
平成30年4月1日から、民間の法定雇用率を現行2.0 ％から2.2 ％に、その後3年以内に2.3 ％に引き上げ

ることとした、厚生労働省が定める常用雇用者数に対する障がい者の割合

※６ ジェンダー
社会的・文化的に形成された「性別」のこと。社会通念や慣習の中で、社会によって作り上げられた

「男性像」「女性像」があり、このような男性、女性の別のこと



◆今後の方向性と主な施策
ǵΡϕ Ȫט˘Ƕ
Ǭ͝ ǧ ͍ Ԃ ͍ɀ᷉Ḥӝ ɮʦɲʫȤ ȓǧ᷉Ḥ ȄׇȀ ӆȈ

ȑɈǧ ӆȪ Ȁ ȈṖȄɇɄȂ֪Ɇ ȻȺȕǨ᷉Ḥӝ ɤɕɪɬɹʓȪ
ȫẈ Ȧˮ͠ȧɄɇ᷉ḤȡȋɆȣȾǾɆǧ ᶮ͠Ⱦןȼ Ε Ȉ̭Ⱥȣ̽˘ȧ
ȕɇ♆ ȈǾɆȺȕǨ ͍֠ҲȈ ȉȈȀɀ̮ ̈ ȧȠȦȈɇȤȪ Ȫ ɎᶲɆǧ
᷉ḤȡȋɆȧȠȦȈɇ ӆɎ ȓȺȕǨ
ʪ Ȁ ɀ ȦȥȈᶰ Ȧ̦Ȫ Ɏ Ȅɇ̳ ȻȡȋɆɀ ӆȧᾂȕɇ
ʪ᷉Ḥ ӆȴȪ֠Ҳ Ȫ Ȥ Ȁ Ȫ
ʪ᷉Ḥ Ȫ ȧטȍțẈ Ȧˮ͠Ȫ ╘Ӥ

᷉Ḥ͝ ȧɄɇ ɀ̮ ̈ ʪᾥḻ ȡȋɆȧ֪Ɇ ȼᶮ͠
H28ʪ2016 8ᶮ͠ ŷ 2022 40ɲ ͠

Ǭ ɀ ȈȀ Ȉ ȄɇȑȺȒȺȦ ȧǧ ǧ᷉Ḥǧᾅ ꜗɎȾȟț
Ȉ ȓǧ ᾴ ȦѷɈ ȪȦȀ ͠҈Ɏ ȕɇȤȤȾȧǧ ȈȀ ɀ ᶰ
Ȫ ɎΖ ȓȺȕǨȺțǧᵊ Ȉ ʪᶰ ӤȕɇҔȧ ѷȦ Ɏ ȂȏȤȈȣ
ȉɇɄȂǧʀɶɻʢʫɢȪЗὋǧᾅ ͠҈Ȫ╘ӤɎ ȓȺȕǨҲȄȢǧǱЮ
͍ǲȪб ӤɎᶲɇțȽǧ ̠ɝʝʦʇɶɢʪʄʜʝʦʇɶɢȪʎɬɻɲəʦ̋ Ɏả
ȧǧșȪ ⱣȈὅ ȕɇɄȂ֪Ɇ ȻȺȕǨ
ʪȉȽ ȇȦ ἻɆʪ ǧ︠Ḻ̛ ȧɄɇ ʀɶɻʢʫɢȪЗὋ
ʪ᷉Ḥ Ɏ ȕɇ᷉Ḥӝ ɤɕȪ
ʪ׆ ȪʃʝɕʈʝʫӤȪ
ʪ ▼ ɀ ₓ● Ȧȥ ҃ Ȫ
ʪ׆Ȫ‮ ̋ ȴȪ ʪ ẞ̳ᴬȪ ɀ Ȫ
Ṷɕʊʝǧ Ȫ︠Ḻ ΈȧɄɇ ȈȀ Ȫ ͍֠ҲȪΖ

ʪ ȈȀ Ȫ Ḥ Ȥ ȧטȍțᾚҺ Ȫ
ʪ ᶰ Ȫ Ȫ
ʪΡϕ Ӊ͠҈ȪЗὋ

ȈȀ Ŧ H29ʪ2017 2.24 ŷ 2022 2.40
ᾚҺɎ ȕ ᶰ ȪȂȝǧᾚҺȓț ȪҢׇ

H28ʪ2016 74 ŷ 2022 80

ǵ ẲЮ֠ד ͍ȪὋ Ƕ
Ǭ ȾȈ ȟȢȀɇҰɎ┘ȉѰȓׇȀǧ ȉ ȉȤ ȍɇ ͍ɎὋ ȕɇțȽȧǧ ǧ
᷉Ḥǧ׆ ᶮ͠Ȥ ȓǧǾɅɂɇḻ ȣ‮ Ȫ ẲЮ֠ד Ȫᵋ ɎᶲɆȺȕǨ
ʪ ẲЮ֠ד ɮʦɲʫǱəɖɭǲȪ ᵪ
ʪəɖɭɨʐʫɲʫǧəɖɭ ᶮ͠ȤȪ ╘Ӥ
ʪ︠Ḻ ɀʎʫʓʍʫɫȧɄɇ ︠ḺȪᴃ
ʪ׆ ₿ʪʈɜʫʜʓȪ Ϥ

⁵ ȧȆȀȢɫɚʦɳʫŦ ȧɄɇ˚ₒ Ɏ Ȕɇ‮ ȪҢׇ
H29ʪ2017 52.1 ᾑȑȗɇ

׆ ί ͍ ỏᴬȴȪẲꜗȪ֠ H28ʪ2016 23.3 ŷ 2022 35

ǵ᷇͝ẅᶵ̦Ȫ Ƕ
Ǭ Ӥ̛ ȧɄɇ ̏ Ɏ Ƚǧ ȾȈ ɅȓɀȕȀ ͍ȪὋ Ɏ ȓȺȕǨ˨ȣ
Ⱦǧ᷇͝ẅᶵ̦Ȥ ̦ȤȪ Ӥ̛ ɎΖ ȓȺȕǨ
ʪᶵ ̛ ɨʠʦȣȪ Ἦ ǧᶵ ₿Ȫ Ϥ
ʪɗʌʦɻɀ Ɏ Ȕț ӆȪᴃ ȦȥȪ Ȧ︠Ḻ Τ

ᶵ ̛ ɨʠʦ҃ H28ʪ2016 13,600̦ ŷ 2022 15,000̦

◆関連個別計画
Ǭ᷉Ḥ Ǭ ȈȀ ʪ ȈȀ ʪ ȈȀР
Ǭ Ρϕ ʪ̮ Ρ ̋ Ǭ ẲЮ֠ד

◆みんなで考えよう「わたしにできること」

Ǭ᷉ḤȣȪ ἻɆǧ ȄׇȀ ӆȧ᷉ḤЧ͠Ȉ ȓ ɋȟȢȀȋ
Ǭ ȈȀɀ ȦȥȧȠȀȢȪ Ɏ Ƚɇ
Ǭʏʜʦɹɖɕ ӆȧ֠Ҳȕɇ
ǜ ẲЮ֠ד ȧ ȕɇ ₿ ȧ֠Ҳȕɇ

手話教室の様子

※この欄は、主に総合計画未来会議における
市民提案で構成しています。



Ⅳ 暮らしと生きがいを共に創り、お互いが支え合う酒田

４-２ 結婚・妊娠・出産・子育ての希望がかなうまち

◆現状における課題
ǵ ỮȪ Ƕ
ǜ‮ ɕʦɤʫɻ ₒ 27x Ὃ ȧɄɇȤǧ20 30̻ Ȫ ȪȂȝ72 ȈǱȀȖɈ
ȫ ỮȓțȀǲȤ ȄȢȀȺȕȈǧ ộỮȫȢȀȆȧ‮ Ȫ ᾑǧ ỮӤȈ ɏȣ
ȆɆǧЧᶵₒḂȪỮộ Ŧ 5.1ţȧᾂȓȢǧᾺ╩ ȫ4.0ţȤ͜ȋǧ Ȥţ7.3ȫ‮
ȑɅȧ͜ȋȦȟȢȀȺȕǨ

ǵẺợʪѰ ʪἠ ȢȪ Ƕ
Ǭׇ Ѱ ȫȆȆȼȩ ȬȀȣ ȓȢȀȺȕȈǧѰ ȫ ᾑϫטȧǾɆȺȕǨ
Ⱥțǧ ἠϕ℗ ⁮̶̛ Ȫɕʦɤʫɻ ȇɅ Ȫ♆ ȦẺỰȈₓǪṖȄȢȆɆǧ
Ε Ȥ ȓț ͠҈Ȉ♆ ȤȦȟȢȀȺȕǨ

ǬΡ ȧׇɋȗțΡ Ȫ ϢɎ ȽȢȉȺȓțȈǧ ȻɎ˘ᶬɇ РȪ
Ц ȈṖȄțȏȤɀǧΡ ṲȪ ΡȈ ȓȋǧ͜ₓ РȪ▼ Р Ȉ ȕɇֻ
ꜗȈǾɆȺȕǨ

ǬȷȸЧἮȣḤ‮ Ρ Ȉ ᵪȑɈȢȀȺȕȈ˒ ᷉ḤȣὅᴬɎ Ȅɇ♪ӌȈǾɆȺȕǨ

ǬΡ Ȫϰȉ ȈẈ ӤȓǧẀɋɆɂȋɾʫɭȧᾂȓȢǧʈɔʒʝʫʪɨʐʫɻʪɮʦ
ɲʫ̋ ɀ∙ Ρ ǧ Рʪ ●РΡ ȦȥȪ ҁΡ ̋ Ɏᾰ ȓȢȀȺȕȈǧ
ȤɨʫʆɬȤȪʃʜʦɬȪ Ȉ♆ ȤȦȟȢȀȺȕǨ

ǬȫȺȦȓἮᶿȪ ╘Ӥǧ ὐȪ ȧɄɆ ȈȀ ȧᾂȕɇɨʐʫɻ͠
҈Ɏ ȄȢȀȺȕȈǧᾅ ȧᾂ♪ȕɇ̦ ΡȈ♆ ȤȦȟȢȀȺȕǨ

ǵἠȥȾȪ ҃Ȫ Ƕ
ǬἠȥȾȪ ᶰǧἬ ǧἮ Ȫᾂ ȪțȽȧ Ε Ȫ Ȉ ȽɅɈȢȀȺȕǨ

ǬР ▼ ȈΉ ȤȓȢẈȀϫטȧǾɆȺȕǨ

※１ 婚姻率
年間婚姻届出件数／10月1日現在人口×1,000

※２ ネウボラ
アドバイスの場という意味で、妊娠期から子育て期まで切れ目なく相談でき、子育てサービスを利用しな

がら、子どもの健やかな成長・発達の支援や、家族全体の心身の健康をサポートする仕組み

※３ 子ども食堂
経済的な事情などにより、家庭で十分な食事が取れない子どもに食事や居場所を

無料または低料金で提供する民間発の取り組み

区分／年次 H24 H25 H26 H27 H28

出生数（人） 681 734 680 683 662

（出典：山形県保健福祉統計年報 H28 を除く、H25 より外国人登録を含む）



◆今後の方向性と主な施策
ǵ ỮȪ Ƕ
Ǭ ỮɎ ȼ ȧᾂȕɇ Ɏ ȀȺȕǨ
ʪ Ữɨʐʫɲʫǧ Ữ ᴬȧɄɇγҁȪ
ʪ ᶮ͠Ȥ ȓțѰ͍ȀȪḻȪ Έ

Ữộ Ŧ H27ʪ2015 ǧţ7.3‮ 4.0ţŷ ₒḂο̽˘ȧȕɇ

ǵẺợʪѰ ʪἠ ȢȪ Ƕ
Ǭ ɀἠ Ȣˠ̻ȴ ỮѰ ȧ ȕɇ ȓȀ Ȫ ֤ɎᶲɆȺȕǨ
ʪʢʫɢʜɗʈʃʜʦɬɀᾚҺ ṓȪ ᵖȧטȍțᵋ
ʪὙ ɀἠ ȢȧᾂȕɇʐɫɹɖʉɗʔʫɫȪ
ǬἠȥȾɎ Ȼ ȢɀȕȀ ṓɎ ȄȺȕǨȺțǧἠ Ȣˠ̻Ȉ ȣἠ ȢɎ ȓȼ
ȏȤȈȣȉɇ ɎὋ ȓȺȕǨ
ʪ ὅ˚Ẻ ȪҴ ȦȥἠȥȾɎ ȝțȀ̦ȧᾂȕɇ
ʪἠȥȾȪӳ ӤɀΡ Ȫ Ȧȥἠ Ȣˠ⁬Ȫ
ʪ ἠȪ ȯḻȡȋɆȦȥ Р ṓȪ Ϣɀ Р︠ḺȪ Τ
ǬẺợʪѰ ʪἠ Ȣӝ ʀəʏʜŦ ̋ ȤȓȢǧẺợ ȇɅἠ Ȣ ȴȤʜ
ɗʈɬɹʫɫȧ♪ȔțѷɈ ȪȦȀ Ɏ ȀȺȕǨ
ʪẺợ ȇɅἠ Ȣ ȺȣȪ ׇ ֱȤȓȢǧἠ Ȣˠ̻ӝ ɮʦɲʫ
ǱȊɁȟȤǲȪ ᵪȤ ╘Ӥ
ʪ ʪᾐР ӳ ɀἠ Ȣ Ȥ ȓțȉȽ ȇȦ Ȫ Έ
ʪ Ҕ ●Ȫɨʐʫɻɀ ●ɤɕȪЗὋ
Ǭἠ Ȣˠ⁬Ȉǧ″ ȧ♪ȔȢ ͍ȣ ȣȉɇɄȂǧΡ ɀἮ Ρ ȣ▼ Р Ȉ

ȓȦȀɄȂҵȽȢȀȋȤȤȾȧǧɾʫɭȧׇȟț ȪЗὋȧ֪Ɇ ȻȺȕǨ
ʪΡ ǧἮ Ρ ȪὅᴬȤ ϢȪ
ʪΡ Ṳ Ȫ̦ Ρ
ʪɾʫɭȧׇȟț ҁΡ ∙ Ρ ǧ˒ ȇɆΡ ǧ ȈȀРΡ ȪЗὋ
Ȥ Рʪ ●РΡ Ȫ З л
ʪР ɮʦɲʫȪ ╘ӤȤ ȧᾂ♪ȣȉɇᾅ Ȫ

Ѱ ₓ ȣ3,100̦̽˘
Ρ ǧἮ Ρ Ȫ▼ Р ̦
″ ȥȆɆΡ ɨʫʆɬɎ҃ ȣȉțȤ ȔɇҢׇ

H29ʪ2017 79 ŷ 2022 90

ǵἠȥȾȪ ҃Ȫ Ƕ
ǬἠȥȾȪ̦ ɎἻɇțȽǧР ▼Ȫ ɀἠȥȾȪ ᶰȪ Ɏ ȓǧ ѷȦ
ᾂ♪Ɏ ȄɇɄȂǧ Ε ȤȪ ╘Ӥǧᾅ ͠҈Ȫ╘ӤɎᶲɆȺȕǨ
ʪР ▼Ȫ Ȥ ǧ ᾂ♪
ʪἠȥȾ ḭŦ ɀ Ἦ Ṓ ǧ᷉ḤȣȪἠ Ȣ ӆȪΖ

▼ ȧᾂȓ ɀȇȧᾂ♪ 48 ̽ж/ ᶵȪР ᵪ ȓț
͂ ȪҢׇ 100

◆関連個別計画
ǬἠȥȾʪἠ Ȣ ̋

◆みんなで考えよう「わたしにできること」

Ǭ᷉ḤȣἠȥȾɎ ἻɆ ȢȢȀȋȏȤȪ Ɏᶲɇ
Ǭϰȉ Ɏ Ȅɇ ͍ɎȠȋɇ

ぎゅっとでの相談

※この欄は、主に総合計画未来会議における
市民提案で構成しています。



Ⅳ 暮らしと生きがいを共に創り、お互いが支え合う酒田

４-３ 健康でいつまでも活躍できるまち

◆現状における課題

ǵϕ℗ᾃᴍȪ∙͔Ƕ
Ǭϕ Ȫ֫ ȫ☿ṖȓȢȀȺȕȈǧ ₓ Ɏ˨♅
Ȥȓț ֫ ȴȪӒậɎ╘ӤȓȢȀȋ♆ ȈǾ
ɆȺȕǨȺțǧȈɏ Ⱦ☿ṖȓȢȀɇȾȪȪǧ
ᶭҢׇȫּקꜗ Ȉ26.6 ȤΉ ȤȓȢ ȋǧ
˨ȣȾ ȈɏȪ ̙ ȫЧᶵȪʢʫɬɻ30ȧЦɇ
ȧȦȟȢȀȺȕǨ

Ǭ ȇɅ ӤȕɇɤʫɬȈṖȄȢȆɆǧ
̈ Ȫᾂ Ɏ♂₯ȓȢȀȋ♆ ȈǾɆ

ȺȕǨ
ǬᾺ╩ Ȫϕ℗ᾃᴍŦ ȫЧᶵₒḂɄɆ˘͛ȧǾɆȺȕǨȓȇȓǧ ӆɎ ȧȓȢȀɇ
̦ȤȓȢȀȦȀ̦Ȫ̌ ӤȈ ɅɈɇȏȤȇɅǧ‮ ȈșɈȚɈȪʜɗʈɬɹʫɫȧ♪
ȔȢ ӆȧ֪Ɇ Ƚɇ ṓȪ ϢȤǧ ӆɎȓȦȀ̦ȴȪ ȦϰȉȇȍȧɄȟȢǧ
∙ȯ ȍɇₒḂᾃᴍȤϕ℗ᾃᴍȤȪ„Ɏ ȽȢȀȋ♆ ȈǾɆȺȕǨ
Ǭ ȪȻȪˠ⁬ȈṖҲȓǧ ȈṖҲȓȢȀɇȏȤɀǧ ӆ ȪǾɇ
ȪҢׇȾᾑȦȀȏȤȇɅǧȑȺȒȺȦ ӆɎ ȓ᷉ḤȤȪ ɋɆɎṖɀȕȦȥȪ♆
ȈǾɆȺȕǨ
ǬΡϕ Ȉ Ȃ Ḥɀ▓ҢȈ ẍȓȢȆɆǧϕ℗ȪΡ ʪṖ ǧ Ȫט˘Ȫ Ȥȓ
ȢȪ‮ ϕ℗ɮʦɲʫȪǾɆ ȧȠȀȢ Ȉ♆ ȤȦȟȢȀȺȕǨ

ǵȏȏɉȪϕ℗ȡȋɆǶ
Ǭ ̙ ȫ ₓ ᾑϫטȧǾɇȾȪȪǧ ȪȉȟȇȍȤȦɇɮʞʈʀɣʟɢɻŦ

ɀ┘ȉȏȾɆȦȥȧɄɇ ͍ Ɏ♆ ȤȓȢȀɇ̦ȫǧɬɻʟɬ ͍Ȫ ̻ȧȆȀ
Ȣ̭●ȺȕȺȕṖҲȕɇȤ̈ ȑɈȺȕǨ‮ ˒̦ȮȤɆȪ ̶ȉȤ ἻɆɎΖȕȏȤ
ɀǧ♅Ȫϕ℗ȡȋɆȪ♆ ꜗȈ Ȁ ȧǾɆȺȕǨ

ǵ᷉Ḥӳ Ȫ ΡǶ
Ǭ ֻ Ȧ᷉Ḥӳ ͠҈Ȫ ȧ֪Ɇ ɏȣȀȺȕȈǧ̭●ȫ᷇Ἱӳ ȪЗὋȈ Ƚ
ɅɈȢȀȺȕǨ
Ǭӳ ︠Ḻʀɶɻʢʫɢ ȪЗὋǧ᷇Ἱӳ ʪ̮ ὐȪ ȧɄɆǧΡϕǧӳ
ǧ̮ ǧ Ȫ ╘ӤȈ ɏȣȀȺȕȈǧẈ Ȫ ̏ ɀ︠ḺЮ ȈӶѶȣ
Ȧȋǧ♆ȖȓȾз ȧ ȈȦȑɈȢȀȦȀɤʫɬȾǾɆȺȕǨ

※１ 健康寿命
平均寿命のうち、健康で活動的に暮らせる期間。「健康寿命の算定プログラム」（平成24年度厚生労働科

学研究費補助金（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業）による健康寿命における将来予測と
生活習慣病対策の費用対効果に関する研究班）による「日常生活動作が自立している期間の平均」で算定

※２ セルフネグレクト
成人が通常の生活を維持するために必要な行為を行う意欲・能力を喪失し、自己の健康や

安全を損なうこと

※３ 地域医療連携推進法人日本海ヘルスケアネット
地域において良質かつ適切な医療を効率的に提供し、病院等に係る業務の連携を推進する

ための新たな仕組みで、山形県・酒田市病院機構を含む市内９法人で構成する法人

※４ ちょうかいネット
複数の医療機関等の間で、個人情報を保護した上でＩＤ－Ｌｉｎｋと言う仕組みにより、

インターネット回線を用いて医療情報を共有する北庄内地域のシステム

死因（％） 酒田市 山形県

悪性新生物 26.6 26.8

心疾患 11.2 11.1

脳血管疾患 13.1 14.9

自殺 1.4 1.6

平成27 年 特定死因別死亡割合（山形県）



◆今後の方向性と主な施策
ǵϕ℗ᾃᴍȪ∙͔Ƕ
Ǭ֫ ᾂ˘ט Ȥ ֫ ȴȪ֫ ӒậɎ ȓȠȠǧ ₓ ᾴȦȥ Ȁ ȇɅӆ
̶ȍɎᶲɆȺȕǨЧᶵȪ˨ȣȾ ̙ Ȫ ȀȈɏȧȠȀȢȫǧ ֫ ǧ Ɏ
Ƚǧ ǧ Ȫ˒ᾴȪ ɎᶲɆȺȕǨȺțǧʇʠʝ Ȉɏʝɬɢ
Ό Ὃ ɀж țȦ ȪᾏЦȧȠȀȢ ȓȺȕǨ

Ǭ ᾂ ȧȠȀȢȫǧʔɲʏʝɶɢɪʦɼʠʫʓ ╢ ȤșȪ̈Ϣ Ȫϕ℗
ɎЗὋȓǧ ὅΡϕ ᾏɎ╘ӤȕɇȦȥȧɄɆϕ℗Ṗ ɎᶲɆȺȕǨ
ʪ ᷉Ӳӳ⁪͍ӶЧḭʪ ᷉Ӳ ӳ⁪͍ʪ ᷉Ӳ қ⁪͍ɀ ‮ ᵖ

Ԃ ͍Ȧȥ Ε Ȥ ȓțϕ℗Ṗ Ȫ֪Ɇ Ȼ
ʪʜɗʈɬɹʫɫȧׇɋȗț Ȥֱ Ȫϕ℗ȡȋɆȪ
ʪ‮ Ȉ ȧ ȓȻȦȈɅ֪Ɇ ȼʋʞɬɤɕȪ
ʪ˨ ȧȊɋȀϕ℗ʊʜɩ Ȫ ӆʪϕ℗Ṗ Ȫ҃ Ζ
ʪἠȥȾȪ ȇɅȪϕ℗ ȪЗὋ
ʪϕ℗ȡȋɆ̋ ɎȫȔȽȤȕɇ ȉȈȀᾂ Ȫ
ʪ Ε Ȥ ȓț֫ӆᵦ ᾂ Ȫ
Ǭᶵ ϕ℗Ρ Ȫ ὅϕ℗ ̋ ɀɺʫɲʋʞɬ ȧḪȡȋ
Ρϕ̋ ȧɄɆǧҲЦ Ȫϕ℗Ṗ Ȥӳ ӤɎᶲɆȺȕǨ
Ǭ‮ Ȫϕ℗Ρ ʪṖ ȆɄȯ Ȫט˘ȧטȍǧ‮ ϕ℗ɮʦɲʫȪ ȾןȽț
ϢȪ Ɏ ȀȺȕǨ

ϕ℗ᾃᴍ H28ʪ2016 72.15 ŷ 2022 75 ̽˘
̮ ₵Ȉ ᵖȓțҢׇ H28ʪ2016 72 ŷ 2022 80
Ȉɏ ̙ H27ʪ2015 ̦5.592ᶵЧǧ̦7.283‮ ֱ̦10̞ ̦ǾțɆ

ŷ ЧᶵₒḂ̽˙ȧȕɇ
̦╢țɆȪӳ ᶵ ϕ℗Ρ ҲЦ ᾂҔₓṖҲ

H24ʪ2012 H28ʪ2016x ₵ȪₒḂ 2.7 ŷ Ҕₓ̽˙ȧ ҈ȕɇ

ǵȏȏɉȪϕ℗ȡȋɆǶ
Ǭ᷉ḤȧȆȍɇ ʪȂȠ ᾂ ȤȓȢǧȏȏɉȪϕ℗ ȪὋ ǧ̈ Ȫ ȓȀ
Ȫ ֤ᵋ ǧȏȏɉȪɨʐʫɲʫ ₿ Ɏ┘ȉ ȉ ȂȤȤȾȧǧ Ȉ♆ Ȧ
ȧᾂȓȢȫ Ε Ȥ ȓț Ɏ╘ӤȓȺȕǨ
ʪȏȏɉȪɨʐʫɲʫ ȧɄɇ᷉ḤȪʀɶɻʢʫɢ╘Ӥ

̙ 30 ᶵȪ ׇᾂ ẍ ο
ȏȏɉȪɨʐʫɲʫ 1,000̦/ₓ ₿ ֫ ∙ȵ̦

ǵ᷉Ḥӳ Ȫ ΡǶ
Ǭ ᷉Ӳӳ⁪͍ӶЧḭȆɄȯ᷉ ̦Ὰ╩ ʪ ‮ ȤȪ ȪȾȤ
ἼὅȇȠ ֻ Ȧ᷉Ḥӳ Έ͠҈Ɏ ȓȺȕǨ
ʪ ₵ӳ Ȫ Ϣ
ʪ ᵊ ʪ ᵊ ͠҈Ȫ╘Ӥ
ʪ᷉Ḥӳ ̦ ʋʞɬɤɕʀɶɻŦ ȴȪ
ǜ᷉Ḥӝ ɤɕɪɬɹʓȪ ȧטȍǧ┘ȉ ȉӳ Ȥ̮ Ȫ ╘Ӥȧ֪Ɇ ȻȺȕǨ
ʪ᷇Ἱӳ ǧ̮ Ε ȧɄɇẈ ͍ ǧ ΨȪЗὋ
ʪЦ Ȫӳ ̮ Ȥӳ⁪ǧ ǧ̮ ȪẈ Ȫ

ȝɃȂȇȀʀɶɻŦ ֠Ҳ H28ʪ2016 171 ŷ 2022 250

◆関連個別計画
Ǭȑȇțϕ℗ȡȋɆʆɫʚʦ(ϕ℗ȑȇț ( )) Ǭ ὅϕ Ὃ
Ǭᶵ ϕ℗Ρ ɺʫɲʋʞɬ

◆みんなで考えよう「わたしにできること」

Ǭ ɅȪ Ɏ ȓǧ ӆ Ɏ֪ɆЦɈɇȦȥϕ℗ Ȧ Ɏ ɇ
Ǭ ȉȈȀȡȋɆȤ̮ ̈ ȪțȽ ͍֠ҲȧҵȽɇ
Ǭ♆Ȗₓ ᶬϕ℗ Ɏ֫ȍǧ Ȫ ǧ Ȫ Ɏ Ƞ

中町にぎわい健康プラザ

※この欄は、主に総合計画未来会議における
市民提案で構成しています。
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５-１ 住民と行政の協働による地域運営ができるまち

◆現状における課題

ǵԂϰȪ᷉ḤȡȋɆǶ

Ǭɦʒʘɾɹɖ ͍ǧ ͍ȫǧ͝ Ȫ֪ɆȺȤȽɀ ︠ḺȪ͏ ɎȫȔȽǧ

ϕ℗ ǧ ṓǧ ʪ ӆȪ Ȧȥǧ ȧ ȇȗȦȀԂҰ Εȧ

ǾɆǧἼЧʪἼ♅ȣ͝ȻɄȀ᷉ḤȡȋɆȧẍȉȦ Ɏ țȓȢȀȺȕǨ

Ǭֱ̦ ᾑʪᾑἠ ͍Ȉⱷ ȕɇ˨ȣǧ̭●Ⱦ͝Ȼ Ɉț᷉Ḥȣ Ʌȓ ȍȢȀȋ

țȽȧȫǧ ⁵ ǧ̮ ̈ ǧ ὕ ᾂ♪ǧ᷉ḤȪ ṓ Ϣ ǧẈȋȪѶ ȣ

ɦʒʘɾɹɖ ͍ɀ ͍ȧὢȗɅɈɇ ▼Ȉẍȉȋǧ ȤȪ˒ᾴȪ Ȉ♆

ȤȦȟȢȀȺȕǨ

ǬȪ064ȧж‮ ͍Ŧ Ȉ ȑɈǧ͝ ȧȤȟȢ Ⱦ Ȧ᷉Ḥ ӆɎ ȟȢȀȺȕ

Ȉǧ᷉ӲȧɄȟȢȫǧ Ȫ ᾐǧ Ȁ ˚ ȦȥȧɄɆǧ ӆȪ Ȉᶰ ȧ

ȦȟȢȀȺȕǨ

ǜɖɹɾʘʒɦȪ63ȧж‮ ͍Ȉ ȑɈǧ‮ ᷉ȇɅ ᷉Ḥǧ жᴿ˒Ȫ ῝

῝Ȧȥⁿ₪Ȁ᷉Ḥ ꜗȈǾɇ˨ȣ᷉Ḥ ӆɎ ȟȢȀȺȕǨ

ₒ 28x ₵ȇɅ◓ Ȫ Ҵ ҈₵Ɏ ȓǧ̶̛ ҈₵ȧ ȓǧ᷉ḤȪὋ︠ȧǾɋ

ȗț֪Ɇ ȻȈȣȉɇɄȂȧȦɆȺȓțȈǧ᷉ḤȧɄȟȢȫǧ̋ ȪὅḑӤɀ Ȁ

˚ ȦȥȪ ȈǾɆȺȕǨ

Ⅴ 地域のつながりと安全・安心にあふれた暮らしやすい酒田

田沢コミュニティ振興会
地域づくり推進モデル事業 ワークショップ

日向コミュニティ振興会
Nico nicoマルシェ

※１ 460 の自治会（平成29年度）
内訳：酒田市自治会連合会加入 180 自治会

酒田市自治会連合会未加入 5自治会
酒田市地区自治会連合会加入 145 自治会
酒田市八幡自治会長会加入 49自治会
酒田市松山地区自治会連合会加入 42自治会
酒田市平田自治会長会加入 39自治会



◆今後の方向性と主な施策
ǵԂϰȪ᷉ḤȡȋɆǶ

Ǭ̭●Ⱦֱ̦ ᾑǧᾑἠ ӤȈ ȼȏȤȈ̈ ȑɈɇ˨ǧ͝ ȈἼЧʪἼ♅ȧ Ʌȓ

ȍɅɈɇ͝ȻɄȀ᷉Ḥ ͍ȤȕɇțȽǧ͝ ǧ᷉Ḥǧ ȈșɈȚɈȪ▓ҢɎѶ ȓȢǧ

ԂϰȪ᷉ḤȡȋɆɎ ȽȺȕǨ

Ǭ ͍ ӆ ʪ ȄׇȀ ӆǧ ̋ ǧ ṓ Ϣ Ȉ ȣȉɇɄȂ Ɏ

ȕɇȤȤȾȧǧԄ ȣȪ ӆȈ ȓȀѶ ȧȆȀȢȫǧɦʒʘɾɹɖ ͍ɀ̴Ȫ

͍Ȥ ȕɇȦȥ ᾴ Ȧ᷉ḤȡȋɆɎ ȽȺȕǨ

ʪ ͍ȴȪ ͍ ᵪ̶̛

ǜșɈȚɈȪ᷉ḤȪ ꜗȧɄɆ ╘Ȼ ɀ ╖Ȼ Ȉ ȦɇȏȤȇɅǧɦʒʘɾ

ɹɖ ͍ȐȤȧ᷉ḤȪ ɀ̭●ȪǾɆțȀỚɎ͝ Ȉˮ͠ ȧ֠ ȓԂ ȓȢȀȋ

ȏȤȈ♆ ȣȕǨșȪ֪Ɇ ȻɎɀ‮ Ε ȫǧșɈȚɈȪ᷉ḤȪ ɀ̋︠ȧ

ȓȢ ʪԂҰȓȺȕǨ

ǜɦʒʘɾɹɖ ṲȪד͍ ȪǾɆ ɀ᷉ḤẅȇɅȪ֨ЦɎ◔ɇ֪Ɇ ȻȧȠȀȢǧ

♆ ȧ♪ȔȢ ȓȺȕǨ

ʪɦʒʘɾɹɖ ͍Ȫ ᵪ ȧᾂȕɇ ȮȤȡȋɆʪȺȝȡȋɆ ̶ׇ̛

ʪ᷉Ḥ ӆȪ ȤȦɇɦʒʘɾɹɖɮʦɲʫȪ Ϣʪ Ψ

ʪ ᷉ḤŦ ȧȆȍɇǱᾐȑȦ ǲ Ŧ Ȫ╩

ǜ᷉Ḥ ӆɎΖ ȕɇțȽȧǧ᷉ḤȡȋɆȪ Ȁ ȤȦɇ̦ Ɏ ȓȺȕǨ

Ⱥțǧ᷉ḤȪ ꜗӤȧטȍț ȓׇȀɀǧ̋ Ȫͅ ȧᾂȓǧ ѷȦҴ ɀ Ɏ

ȀȺȕǨ

ǜ֪Ɇ ȼжὝȧ♪ȔȢ ͍ Ԃ ͍ǧ᷉Ḥӝ ɮʦɲʫǧ᷉ḤȪἮ ɀЫ ẍǧ

ɀʏʜʦɹɖɕᶮ͠ Ȥ Ε ȤȪԂҰȈ◔ɅɈɇɄȂ ȓȺȕǨ᷉Ḥȧ

ɄȟȢȫǧẅ ̦ Ȫ Ⱦ ȽȺȕǨ

ʪ᷉ḤЮҥɦʫɺɖʀʫɲʫȪ Ȧȥ̦ ȴȪ

ʪ᷉ḤȧȆȍɇᾂ ḑʢʫɢɪʚɶʊȪ֪Ɇ ȻȴȪ

ʪ᷉ḤȆȏȓԂҰ Ȫ

᷉Ḥ͝ ɅȈˮ͠ȤȦȟț᷉ḤȪǾɆțȀỚɎԂ ȕɇḻȪ ὅ

ₓ ȣ10᷉ Ḥ

᷉ḤЮҥɦʫɺɖʀʫɲʫȈ ɋȟț֪Ɇ Ȼ л ₓ ȣ25͂

※２ 過疎地域
過疎地域自立促進特別措置法で「八幡地域、松山地域、平田地域」が指定されている

※３ 小さな拠点
集落生活圏（複数の集落を含む生活圏）において、安心して暮らしていく上で必要な生活サービスを

受け続けられる環境を維持していくために、地域住民が、自治体、事業者や各種団体と協力・役割分担
をしながら、各種生活支援機能を集約・確保したり、地域資源を活用した仕事・収入を確保したりする
取り組み

◆みんなで考えよう「わたしにできること」

Ǭ ͍ʪɦʒʘɾɹɖ ͍Ȫ ӆȧ ȧ֠Ҳȕɇ
Ǭ᷉Ḥ ӆȧᾂȓȢὙ℅жȣ ȓԂҰȕɇ
ǬȐ ṲȪṶȇȍǧד ẵȦ ̶ȉׇȀɎȕɇ

※この欄は、主に総合計画未来会議における
市民提案で構成しています。



Ⅴ 地域のつながりと安全・安心にあふれた暮らしやすい酒田

５-２ 美しい景観と環境を「全員参加」でつくるまち

◆現状における課題
ǵ ṓΡЧʪ⅍ ᾂ Ȫ Ƕ
ǜ ᷇ ϰ˨ȪȐȻѥ ȫ∙ᴍӤᾂ Ɏ ȽȢȀȺȕȈǧ ᷉Ӳ₪Ḥ ׇȪ

ѥѶḻȪḝ Ὕ ȫᾑȦȋȦȟȢȉȢȆɆǧֻ Ȧ ɆȐȻ Ѱ Ɏ ɅȑȦ
ȍɈȬȦɆȺȗɏǨȓȇȓȦȈɅǧ ̦ ╢țɆὙ℅ ȐȻ Ѱ ȫǧ ж13˨‮
ȾẈȀ ȧǾɆǧʝɨɗɢʞ Ⱦט˘ȓȢȀȦȀȤȀȂ ȈǾɆȺȕǨ

Ǭₒ 28x ȧǧ Ὅ1ŦǲECIOHCLOOCǱȫȣ‮ Ɏ ȀȺȓțǨ᷉ ӤɎ ɅȪ
ȤȓȢȤɅȄǧ ȧᾂ ȧ֪Ɇ ȺȦȍɈȬȦɆȺȗɏǨ

ǜ Ȫ‮ ȇȦ ȪּׂשȻɎ̟֫ȕɇȤȤȾȧǧ ẵȦ ȣᾈ Ȫˠ̻ȧ ȕɇ♆
ȈǾɆȺȕǨ

ǵЫᶿ ‮ Ȫ Ƕ
ǜȺȝЧ͠ɎȮȤȠȪЫᶿȧͽȄǧ͠Ч‮ ȈȕȬɅȓȀЫᶿȪɄȂȦŝ ȓȋȉ
ɈȀȣȂɇȆȀȧ ȝțȺȝŞɎ ȓțǱЫᶿ ‮ ǲɎᾰ ȓǧ Ӥʪ Ӥʏʜ
ʦɹɖɕ ҈₵ Ӥɨʐʫɲʫ ӆ ǧ‮ ֠ҲȧɄɇЫᶿȡȋɆȦȥɎὋ ȓȢ
ȀȺȕǨ
ǜ Ӥɨʐʫɲʫ ӆȫ‮ ǧ̋ ȧ₪ȋ ȓǧ ȫₓǪṖҲȓ ӆȾ Ӥ
ȓȢȀȺȕȈǧ ӤȧɄɇ̋ Ȫ ⱣȈǾɇȷȇǧ Ȫ˚ ȴȪᾂ♪ Ȉ
♆ ȣȕǨ

ǵ ╩ ȪΖ Ƕ
ǜₒ 18x ȧ ж‮ ȣѿȪ ᶮ͠ȤȦɆǧ
ȪḪ Ȧ ȄɎ ȓțǱ ǲɎ ὅȓǧ ɅȓȀ ẵ
Ȧ ȡȋɆɎ ȓȢȀȺȕǨ
ǜ ȧ ȧ ╩ Ɏᶲɇ᷉ḤɎǱ ╩ ᷉ḤǲŦ2ȧ
ὅȓǧ Ȫ ╩ Ḫ ɎὅȽǧᾨѰӒ҈״₵ɀ Ҵ ҈₵
Ɏ ȓȦȈɅǧ ẵȦ ╩ ɎᶲȟȢȀȺȕǨ
ǜ ẵȦ ╩ Ɏ ȽɇȂȄȣȪ‮ Ȫ ɎɄɆ ȓȢ
Ȁȋ♆ ȈǾɆȺȕǨ
ǜ Ȫ ɀ־ ӤɎ͏Ȅɇ ὙȦȥǧ᷉ḤȪ Ɏ ♁̶ȍɇ∟

Ȫ ӤȈ ɏȣȀȺȕǨȺțǧ∟Ȣ Ȅɀ֪ɆṥȓȧɄɆ
Ⱦ ᾑȓȢȆɆǧ҃ ȧɄɇΡЧɎ ȽȢȀȋ♆ ȈǾɆ
ȺȕǨ 日和山地区景観形成

ワークショップの様子

区分＼年度 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28

ごみ排出量（トン） 40,281 40,165 39,363 38,810

ごみ処理費用（千円） 952,166 949,507 964,738 957,709

１人１日当たり家庭系ごみ排出量（グラム） 723 735 720 717

リサイクル率（％） 16.5 16.0 16.1 15.4

※１ COOL CHOICE（クールチョイス）
二酸化炭素などの温室効果ガスの排出量削減のために、低炭素型の製品やサービス、ライフ

スタイルを賢く選択していこうという国民運動
※２ 景観形成重点地域

山居倉庫周辺地区、松山歴史公園周辺地区、日和山周辺地区



◆今後の方向性と主な施策
ǵ ṓΡЧʪ⅍ ᾂ Ȫ Ƕ
ǜ☻ ḑ ͍ȪὋ Ɏ ȓǧȐȻȪ ӤȧטȍțȑɅȦɇ֪Ɇ ȻɎ ȓȺȕǨ
ʪȐȻȪ Ӥǧл ҃ ʝɨɗɢʞ ȪΖ ȧ ǧ͵ ȻᾐḑὙ
ʪȐȻѥ Ȫ∙ᴍӤᾂ ȪὋ
ʪὙ℅ ȐȻȪ Ӥȧטȍț
ǜ᷉ Ӥᾂ Ɏ ȓȺȕǨ
ʪ᷉ Ӥȧ ȕɇ Ɏ Ƚɇ֪Ɇ ȻȪ
ʪ ɛʀɀ Ȫ֪Ɇ ȻȧȠȀȢȪ ֤ᵋ
ʪл ֻ ɛʀʞɡʫȪ ʪ ֤ᵋ
ǜ ȇȦ ȪΡ Ȥ Ɏ ȓȺȕǨ
ʪ Ρ ɮʦɲʫ Ԃ ͍ ȧɄɇ Ρ ӆȪᾰ
ʪ Ẉ ꜗ᷉Ḥ ὅȪ
ʪ Ήɀ ― Ȫ ӆΖ ȪțȽȪ

̦ ╢țɆὙ℅ ȐȻ Ѱ H28ʪ2016 717g ŷ2022 641g
ʝɨɗɢʞ H28ʪ2016 15.4 ŷ 2022 19.9
ɛʀɀ ȧ֪Ɇ ȼˠ⁬ȪҢׇ

H29ʪ2017 82.6 ŷ 2022 90 ̽˘
ȧ ȓȼ ӆʪɗʌʦɻȧ֠Ҳȓț‮ ȪҢׇ

H29ʪ2017 21.5 ŷ 2022 30 ̽˘

ǵЫᶿ ‮ Ȫ Ƕ
ǜЫᶿ ‮ Ɏ ȓǧЫЮ Ȫ Ӥʪ Ӥ ӆɎὃ Ȉ▓ҢɎѶ ȓȦȈɅԂϰ
ȓȢ֪Ɇ ȻȺȕǨ
ʪ Ӥʪ Ӥʏʜʦɹɖɕ ҈₵ Ӥɨʐʫɲʫ ӆ Ȫ ֤Ζ
ʪ Ӥɨʐʫɲʫ ӆ̦ ȪṖҲȤ ӆ ȪЗὋ
ʪ᷉Ḥ͝ Ȉ ȇɅὋ Ⱥȣ Ʌ֠ҲȕɇǱ ȡȋɆЫᶿ҈₵ǲȪ ֤Ȥ
ʪ₩‮ Ɏ˨♅ȧ Ɏ ȣȆȾȢȦȓȕɇǱ ȤȻȥɆȪȺȝȡȋɆǲȪ

ȧȀȆɇȂȦȂɄȪᶿЫȈ͠Ч‮ ȝțȺȝȜȤ ȔȢȀɇ‮ ȪҢׇ
H29ʪ2017 26.0 ŷ 2022 30

ǵ ╩ ȪΖ Ƕ
ǜ ɀ ־ ʪ Ӥ Ȧ ȪΡЧʪ╩ Ɏ ȽɇȤȤȾȧǧ ȧ ȕɇ‮
Ȫט˘ȧҵȽȺȕǨ
ʪ ╩ ᷉ḤȪ ὅȤ ȡȋɆȧᾂȕɇ֪Ɇ ȻȴȪ
ʪᵋ ̋ ȪὋ ‮ ͍Ȫ ϤǧʄʦʈʟɶɻȪͦ ʪ ̶
ʪ ╩ ȧ ȕɇ Ȧ ȧȆȍɇ Ӥȧטȍț֪Ɇ Ȼ

╩ ᷉ḤȪ ȧ Ȁ ᶱ Ȥ ȔȢȀɇ‮ ȪҢׇ
H29ʪ2017 67.7 ŷ 2022 70

◆関連個別計画
Ǭ ṓḪ ǜ ▓‮ ṓΡЧὋ ǬȐȻѥ Ḫ
ǬЫᶿ ‮ ǬЫᶿ ᾃᴍӤ
Ǭ ‮ ʑɬɲʫʊʜʦ Ǭ ǜ Ӥ

◆みんなで考えよう「わたしにできること」

Ǭ Ȧȋ ȍɅɈɇȏȤɎḪ ȧǱ ǲɎὋ ȕɇŦ3

ǜ Ήɀ ― Ȫ ӆɀ Ӥ ӆȧ֠Ҳȕɇ
ǜ ṓΡЧȧ֪Ɇ ȼ
Ǭ᷉ḤȪ ẵȦ ȡȋɆȧˮ͠ ȧ֪Ɇ ȼ

※3「３Ｒ」を実践する
・ごみを出さない生活を心がけます（Ｒeduce ：リデュース）
・使い捨ての製品よりも繰り返し使える製品を選びます（Ｒeuse：リユース）
・再生利用（リサイクル）に努めます（Ｒecycle ：リサイクル）

※この欄は、主に総合計画未来会議における
市民提案で構成しています。



Ⅴ 地域のつながりと安全・安心にあふれた暮らしやすい酒田

５-３ 地域との連携でつくる安全・安心なまち

◆現状における課題

ǵ ʪ ⱷʪ ͠҈Ȫ╘ӤǶ
Ǭ ȧɄɇ Ϫ ȫ ₓ ּȣ ȓȢȀȺȕȈǧ ȧ͝Ἱ ȧɄɇ Ϫ ɎѰȑ
ȦȀțȽǧ ӆɎ♂₯ȕɇ♆ ȈǾɆȺȕǨ

ǜ ᶮᴬ Ȫ ᾑȤ ӤȈ ᶮȪ Ɏ ȕɇ˘ȣȪẍȉȦ ȣǾɆǧ țȦ
ǧ ╘ӤȈ ȽɅɈȢȀȺȕǨ

Ǭ ⱷ ȧȆȀȢǧ ⱷꜗȪ Ȁ Ɏ Ὃȧӳ ȧ
ȕɇțȽǧ‮ ȧᾂȓȢǱ ֤ȯ֫ЦɈȪḪ ǲ

Ȫᴃ Ȥ ⱷ Ȫ ҃ Ɏᴌȯȇȍɇ♆ ȈǾɆȺȕǨ

Ǭ ὕ ȧ Ȧᾂ♪ɎᶲɇțȽǧ ȪϢ ɀ
Ȫ֫ȍЦɈ Ɏ ȕɇ ׇ ϢɎ ȓǧ
ᾂ♪ ҰȪט˘Ɏᶲɇ♆ ȈǾɆȺȕǨ

Ǭ ˮ Ȫ ȫ95 Ȥ Ȁ ȣȕȈǧ᷉Ӳȧ
ɄȟȢ ӆȧᾂȕɇ ₵„ȈǾɆǧɄɆὋҼꜗȈǾɇ͠
҈ȡȋɆȤ жὝȪЗὋȈ ȽɅɈȢȀȺȕǨ

Ǭ ȫ‮ ɅȋẍȉȦ ὕȈȦȀȏȤȇɅǧ‮ Ȫ ȧᾂȕɇ Ȉ″ ӤȓȢȀȺ
ȕǨẍ ὕ Ȫ ᵪȦȥǧ ˮ ǧἮǧ‮ Ȫ ͠҈ɎЗὋ╘Ӥ
ȓȦȈɅ Ɏ ȽȢȀȋȏȤȈ ȽɅɈȢȀȺȕǨ

Ǭ׆ ὕɎ ᾐ ȧȕɇțȽȧǧ‮ ȧ Ɏᴃ ȓǧ ȴȪ֠ҲɎΖȕȤȤȾ
ȧǧ♆ Ȧ ϢɎ Ƚɇ♆ ȈǾɆȺȕǨ

Ǭ ᾩẅ ṶᶌȈǧ Ή Ɏ˨♅ȧ ϢȑɈȢȀɇȾȪȪǧὐжȧȀɇḻׇȧ
ȫǧ ⱷ︠ḺȈ͏ɋɅȦȀֻ ꜗȈǾɆǧ︠Ḻ͏ ȪẈ ӤȈ♆ ȣȕǨ

Ǭᶵ Ρ ȧḪȡȉ ѷȦᾂ♪Ɏ֪ɇȤȤȾȧǧᶵ ︠ӎȪẀӤɎ ȓȦȈɅ ѷȦ
ӆɎΖȕ♆ ȈǾɆȺȕǨ

ǵ ʪ̛ ἼЧᾂ Ȫ Ƕ
Ǭ᷉׆Ӳȧ36ȪԄ͛ Ԃ͍Ȉ ȑɈǧ ӆɎ ȟȢȀȺȕǨ

Ǭ Ơ̈̄ ̋ ȈẈ ϫטȧǾɆǧ ͠ Ȫ͜˙ȧɄɇ̋ ȴȪᾂ ȈⱷӉȤ
ȦȟȢȀȺȕǨ

ǵ ȉὙᾂ Ȫ Ƕ
ǬȪж‮ ȉὙ ȫₒ 29x ᷇ȣ 1,700 ǾɆǧṖҲϫטȧǾɆȺȕǨȂȝǧ

˚ЧȦ ȉὙ ὅ Ὑ ȫ 520 ǧȂȝηṥ ȪꞌɈȪǾɇԎ Ȧ ȉὙȫ
100 ȤȦȟȢȀȺȕǨ ˚ЧȦ ȉὙȫǧ∟ Ȫηṥɀ ǧ ɀ˚ί ȪΒ
Цǧᾐӆ Ȫ ɀשׂ Ȫ Ȧȥǧ᷉Ḥ͝ Ȫ ʪ ȧּק▐ Ɏ֤ȸȕȏȤȇ
Ʌǧ ⱷȦᾂ Ȉ ȽɅɈȢȀȺȕǨ

ǵ∟ Ȫ ӤǶ
Ǭ͝ἹȪ Ӥ ȫₒ 25x ₵ ȣ71.7 ȤȦȟȢȆɆǧЧᶵₒḂ 82 ǧ ₒḂ76.5
ȧ ȵ ɈȢȀȺȕǨ

Ǭ‮ Ȫ Ӥ ȫₒ 28x ₵ ȣ85.1 ȤȦȟȢȆɆǧ₩ ǧӳ ǧЫᵪ͝
Ἱǧ Ȫ ӤȈ ɏȣȀɇ˒ ǧ͠ Ȫ ӤȈ ɈȢȀȺȕǨ

消防操法大会の様子



◆今後の方向性と主な施策
ǵἼЧʪἼ♅ȦȺȝȧטȍȢǶ
ǬἼЧȦȋɅȓȪὋ ȪțȽȧȫǧ‮ ɅȈ Ɏ ȝǧˮ͠ ȧ ӆȕɇȏȤȈ Ⱦ
ẍѷȣǾɇȏȤȇɅǧ‮ Ȫˮ͠ Ȧ֠ ɎΖȕțȽȪϰȉȇȍɎ Ȁǧ Ȫ ẍȧ
֪Ɇ ȻȺȕǨ
Ǭⱷ Ȧ Ӥ ȧɄɇʑʦʄʢʫ˚ ȴȪᾂ♪Ȉ♆ ȣǾɆǧ᷉Ḥ ɦʒʘɾɹɖ
͍ʪ ͍ Ȥ ȈɄɆ ὤȧ ȓȦȈɅǧ׆ ֪Ɇ ȻɎ ȽȺȕǨ

ǵ ʪ ⱷʪ ͠҈Ȫ╘ӤǶ
ʪ ѷȦ ʪ ⱷ͠҈Ȫ
ʪ͝Ἱ ḺᶌȪ ֤ᵋ ӆȪ
ʪ ⱷ ȪǱ Ḫ ǲȤǱ ҃ ǲȧȠȀȢǧ‮ Ȉ ȓɀȕȀ₪Ḻ ӆȪὋ
ʪ ᶮȪ͠҈╘Ӥ ҁ ᶮᴬȪ ẍǧὋ ȧԏȓț Ϣǧ Ȫ ׇ
ʪ ׇ ɮʦɲʫȪ Ϣ
ʪ ˮ Ȫ͠҈╘ӤǧὋҼꜗǾɇ ȪὋ
׆ ὕȧ♪Ȕț ǧ ᵪ

ʪ Ε Ю Ȫ ᵪʑɾʘɕʞ Ȫͦ ǧ ȪὋ
ʪ׆ ὕȪ ᾂ♪Ȫ╘Ӥ
ʪẈ Ȧ ︠Ḻ͏ ͠҈Ȫ ϢΖ ʜɫɝȪ ֤
ʪᶵ Ρ ȪὋ Ȥ‮ Ȉ֪ɇȵȉ ӆȪᴃ

ȧɄɇ Ϫ Ȫ ᾑ 28ʪ2016 7̦ŷ 2022 0̦
ᵪ ȧ֠Ҳȓț‮ Ȫ 29ʪ2017 200̦ ŷ 2022 3,200̦

ǵ ʪ̛ ἼЧᾂ Ȫ Ƕ
ʪ ͠҈ʪ̛ ἼЧᾂ Ȫ
ʪ О ˮ ȪΖ

͂ Ȫ ᾑ Ѽ ͂ 28ʪ2016 471͂ ŷ 2022 400͂
̛ ̋ Ϫ Ȫ ᾑ 28ʪ2016 532̦ ŷ 2022 500̦ ̽˙

ǵ ȉὙᾂ Ȫ Ƕ
ʪ ȉὙ ȴȪ ȧ ȕɇᵋ ʪ
ʪ ˚ЧȦ ȉὙ ὅ Ὑ ȴȪγҁᾂ♪
ʪ ᶮ͠ ȉὙ ʀɶɻʢʫɢԂ ͍ Ȥ ȓț҃ Ṹ ʪ ȪΖ
ʪ ͍ ȉὙ ἻɆ ȴȪ

͍ ȉὙ ἻɆ ȪṖҲ
28ʪ2016 123 ͍ŷ 2022 150 ͍

ὅ ȉὟ Ȫ ҈ 28ʪ2016 516͂ ŷ 2022 500͂

ǵ∟ Ȫ ӤǶ
ʪ Ӥ Ȫ Ӥǧ҃ ҈ Ȫ
ʪ∟ Ȫ᷉ ȧᾂȕɇἼЧꜗט˘ȧ ȕɇᵋ ʪ
ʪ͝ἹȪ Ψɀ ᾂ ȴȪ

͝ἹȪ Ӥ H25ʪ2013 71.7 ŷ 2022 95
‮ Ȫ Ӥ H27ʪ2015 85.1 ŷ 2022 95

◆関連個別計画
Ǭ᷉Ḥ Ǭ Ǭᶵ Ρ
Ǭ̛ ἼЧ ǬЫЮ ׇ Ǭ∟ ΨΖ

◆みんなで考えよう「わたしにできること」

ǜἼЧȦȺȝɎȠȋɇțȽȪ ӆ ᶮǧ ǧ̛ ἼЧǧ ǧ
ȉὙ ἻɆȦȥȧ ȕɇ ӆ ȧ ȧ֠Ҳȕɇ

ǜ ὕ ȧϢȄǧ ɀ ȪϢ Ȧȥ̋ҔȪ ϢɎ ȂȤȤȾȧǧ
ȧ֠Ҳȓǧ ӆҰȪט˘Ɏᶲɇ

※この欄は、主に総合計画未来会議における
市民提案で構成しています。



Ⅴ 地域のつながりと安全・安心にあふれた暮らしやすい酒田

５-４ 「暮らしの足」が維持されるまち

◆現状における課題
ǵ᷉ḤЫЮ̛ Ȫ Ƕ
ǜ‮ ɀ Ơ̈̄ ҃ΔꜗɎ ΡȕɇțȽǧ ʃɬɎ ȓȢȀɇ˺ׇʃɬ̋
Ȫ ȧ Ҵ Ɏ̶̛ȓȢȀȺȕȈǧ˺ ̦ Ȫ͜ ȧɄɆ ˘Ȫ Ȉẍȉ
ȋȦȟȢȀȺȕǨ

ǜ ʃɬȪ ḤɎ Ἶȕɇ╩ȣǧὅ ὅ ḑȪ ˺ׇʃɬȆɄȯ̈ ḑӲḤ
ȪɺʑʦɼɲɢɪʫɎ ȓǧ‮ Ơ̈̄ Ɏ ΡȓȢȀȺȕȈǧґ ᶰ Ȧᶴ

ὅ ̦͂ ǧ ǧΨ ȪҢׇȈẍȉȋȦȟȢȀȺȕǨ

ǜ Ӥ ͍ȧᾂ♪ȕɇȤȤȾȧǧ˺ ̦ ȪṖҲȧȠȦȎȢȀȋțȽǧ О Ɏ
ȓț ȴȪʃɬᶬ Ҋ Ơ̶̈̄ǧ О Ɏ ȓț ȴȪʃɬ Ȫ˺
ȪҢ┘Ɏ ȟȢȀȺȕǨ

ṷ̈̀●ǧ Ɏ ȕɇȏȤȈȣȉȦȀ ȈṖȄɇȏȤȈ ὅȑɈȺȕǨ ᷉Ḥ ȧ
ȆȀȢȫǧ ⁵Ȫ Ȁ ɀ Ȧȥǧȥȏȧ ȋȧȾ ӆ ȈȦȀȤ Ȉ˚ΔȣǾɆ
Ǳ ɅȓȪ ǲȪ Ȉ ȤȦȟȢȀȺȕǨ

ǵὅ ȪἼЧ Ƕ
ǜὅ ǱȤȯȓȺǲ ὅᴬ230הǧ ⁵ ▪☺ʪ
♩ ▪☺ ȫǧ ῝ȴȪᴿ˒ȪЫЮ̛
ȣǾɆǧ῝ Ȫ ӆ ȤȓȢǧȺțǧ῝ Ȫ
ȧ♆ Ȧ ǧ ♆ ᴥɀ ӆȧ♆ Ȧ ǧ

Ȫ ȤȓȢǧ♆ ˚ֻ Ȧ▓ҢɎ ȟ
ȢȀȺȕǨ

ǜю ȫ ˘ ẎȧɄɇ ȈṖҲȕɇȤȤȾȧǧ
ₓȫ ⁵ Ȫ▐ ȣּ ɀ͜ ᷆Ȫ ȈṖ
ҲϫטȧǾɆȺȕǨ

ǜ Ẏ ȪѰ ȫǧ ͠ɀʊʠʍʜȪ ϪȦȥȪ̋ Ԏ ꜗȈ ȋǧ˺ὌȪ ͠ʪ
ȪἼЧȈ ȦɋɈɇꞌɈȈǾɇțȽǧ ѷȦѰ Ҁ ǧ̋ ᾂ Ȫ♂₯ȤἼЧ
͠҈Ȫ╘ӤȈ ȣȕǨ

ǜ῝ Ȫ ӤȤ● ˚ ȧɄɆǧ ǧ ʪ ὟȈ ᾑȓǧ῝жȪ ʪ Ḫ
Ȉ ᾐϫטȧǾɆǧὅ Ȫ˺ ȫǧ ₓ ȖȠ ᾑȓȢȀȺȕǨ

区分＼年度 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28

福祉乗合バス乗車人数（人） 191,208 188,303 174,896 170,693 173,383

デマンドタクシー乗車人数（人） 7,605 7,553 7,872 7,860 6,999

区分＼年度 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28

乗船者数（人） 28,697 28,697 26,989 25,068 23,776

貨物輸送量（トン） 2,635.0 2,658.5 2,445.0 2,356.0 2,040.5

計画航海数（回） 420 422 421 423 427

実航海数（回） 314 323 305 307 300

定期船「とびしま」



◆今後の方向性と主な施策
ǵ᷉ḤЫЮ̛ Ȫ Ƕ
ǜ ̛ЮЫḤ᷉‮ ȪʑɬɲʫʊʜʦȤȓȢ ὅȓțǱ ̛ЮЫḤ᷉‮ ╩ ǲ
ȧḪȡȉǧӳ ǧ ǧᵈ Ȫ ‮ ȈȺȤȺȟȢȀɇ˨♅ Ȥǧᾥ͝Ɏ˨♅Ȥ
ȓț ȈЫЮ̛ ȣȠȦȈɆǧ ȾȈ ȧ♪Ȕț̛ Ɏ҃ ȣȉɇ ṓɎ
ϢȕɇțȽǧ᷉ḤЫЮ̛ ȪǾɆ ǧɬʃȪᵪ‮ Ȫл Ɏ ȓȺȕǨ

ǜ˺ ̦ ȪṖҲȧȠȦȈɇ֪Ɇ ȻɎ ȽǧЫЮ̛ Ɏ ȓȺȕǨ
ʪʃɬ Ȫ ȓ
ʪϔ Ȫ ȓǧ▼ׇ ṓȪ ᵖ
ʪʕʆʝɹɖʑʀɫʔʦɻŦȧ ȕɇ︠Ḻ Έʪᵋ ӆ
ʪɺʑʦɼɲɢɪʫȪ ɛʝɕȪ ȓ
ʪ҃ ̭●҃ ȕɇ ȻȪǾɇ Ɏןȼ ȪṶɎ֧ ȓȢ ₓ ᵖɎ Ȃ͠҈Ȫ
Ϣ

ǜ ᷉Ḥ ȧȆȍɇǱ ɅȓȪ ǲɎ ȕɇțȽǧ Ȫ ˺ׇʃɬɀ Ȫ
ʃɬȆɄȯɺʑʦɼɲɢɪʫȪ ȓȧҲȄǧ᷉ḤȈˮ͠ȤȦȟț̛ ɨʫʆɬᾏЦȪ
Ȧȥǧ‮ Ԃϰȣ֪Ɇ ȼ ṓȡȋɆɎ ȽȺȕǨ

ʪ᷉ḤȧȆȍɇ ͍ Ȫ Ϥ

ǜᴃ ȤȪЫЮ̛ ʀɶɻʢʫɢȪ ȧטȍț Ɏ ȽȺȕǨ

˺ׇʃɬ˺ ̦ H28ʪ2016 173,383̦ ŷ 2022 178,000̦

ǵὅ ȪἼЧ Ƕ
ǜ ₓȪἼЧ Ɏ ȕɇțȽǧἼЧᾂ Ɏ♂₯ȓȺȕǨ
ʪἼЧᾂ Ȫ♂₯Ȥ ᴬȪἼЧ ȪЗὋ
ʪ̋ ȪԎ ꜗȈ ȀԎ Ȧ ȧ ȓȦȀ ѷȦѰ Ҁ
ʪ ἼЧʑʀɫʔʦɻ͠҈Ȫ ╘Ӥ
ʪ ︠ḺȪ ѷȦ͏

ǜ ῝ Ɏ ȓǧ˺ Ὄ Ȫ ȧ֪Ɇ ȻȺȕǨ
ʪ ῝Ȫ ȧǾɋȗț҃ ȓɀȕȀ Ȫ ὅ
ʪ ⁭Ɇ ЛὌȪ ᷇ ∙ ȧטȍț
ʪ˺ Ȫ ἠȥȾ ɠʖʦʍʫʦ
ʪ˺ ̈ ʪ ȉȪ ΔӤǧ︠ḺӤȪ

ǜ ῝Ȫ ҰȤ Ȫ︠ḺɎ ȧ Τȓǧ ὌȧҵȽȺȕǨ
ʪʄʦʈʟɶɻǧ ͠ ɟɗɼʑɶʊǧ Ȫ
ʪǧɫʫʍʓʫʎ‮ Ɏ ȓț︠Ḻ Τ
ʪ ῝Ɏ жȕɇɟɗɼȤȪ

ὅ ˺ H28ʪ2016 23,776̦ ŷ 2022 20,000̦̽˘

◆関連個別計画
ǜ᷉ḤЫЮ̛ ╩ ǜᾺ╩ ῝

◆みんなで考えよう「わたしにできること」

ǜʃɬȦȥȪЫЮ̛ Ɏ ȧ҃ ȕɇ
ǜɫɝʄʫɢǧ ȧ ♅Ɏ Ƞ
ǜɟɗɼ ₿ȧ֠Ҳȓǧ ῝Ȫ ɀ ɎἮȲ־
ǜ ῝ ᴥȪ ǧ ǧҲ’ǧ Ṹǧ ȧ ɋɇ

※ モビリティマネジメント
自家用車に依存した交通体系から公共交通利用に緩やかに転換していくこと

※この欄は、主に総合計画未来会議における
市民提案で構成しています。



Ⅴ 地域のつながりと安全・安心にあふれた暮らしやすい酒田

5-５ 自然環境、歴史、文化、産業で多様性を
広げるまち（八幡、松山、平田地域と飛島）

◆現状における課題
ǵ Ȁ Ȫ Ρʪ Ƕ
ǬЪ₇ǧ Ὰǧₒ ᷉Ḥȫǧ ᷉Ḥ Ζ ҁ ȧɄɇ ᷉Ḥȧ ὅȑɈȢ
ȆɆǧ ῝ȫǧ ῝ ȧɄɇ ῝ ᾂ Ὃ ᷉Ḥȧ ὅȑɈȢȀȺȕǨȏɈɅ
Ȫ᷉Ḥȫǧֱ̦Ⱦȣж‮ ᾑȈ ɏȣȆɆǧᾑἠ ӤȪ ǧ ₓ 15 ȇɅ
64 Ⱥȣ ֱ̦Ȫ ᾑȧɄȟȢȑȺȒȺȦ Ȉ ȔȢȀȺȕǨ

ǵ ⁵ Ȫ Ƕ
ǜ ӤȈ ȼ˨ǧ҃ Ȫ ᾑȧɄɇ ᴥɀ ᴥɎ Ȃᵈ₱Ȫ⅍ ǧ Ұȣ ӆ
ȣȉȦȀ ȪṖҲǧὙ ɀ᷉ḤȤȪ ΕȪ″ ӤȦȥȧɄɆǧ ɀ Ȁ Ȧȥ
⁵ ȧ˚ΔɎ Ȕɇ‮ ȈṖȄȢȀȺȕǨ

ǜ ȧȆȀȢǧ Ȉᶰ Ȧ ˠ⁬ȧᾂȕɇ ͠҈Ⱦǧ ԂҰ Ȫ
ӤȈ ȻǧșȪ ΡȈᶰ ȧȦȟȢȀȺȕǨ
ǜȏɈɅȪ ȫǧȏɈȺȣȫὙ ɀ ȦȥȪҴȍׇȀȣ ȄɅɈȢȉȺȓțȈǧ
᷉ḤȪ ȄׇȀȜȍȣ ȕɇȏȤȫ ȓȋȦȟȢȀȺȕǨ

ǵ Ȫ Ƕ
ǜ Ὑ ȫǧЪ₇᷉ḤȣṖҲȓȢȀȺȕȈǧ Ὰǧₒ ᷉Ḥȫ ᾑȓȢȀȺȕǨ ᵪ
᷉ ȫǧ Ὰ᷉ḤȣṖҲȓȢȆɆǧЪ₇ǧₒ ᷉ḤȣȾ ᾑⁿȫᾑȦȀ Ȥ

ȦȟȢȀȺȕǨ ͦ ᷉ȫǧЪ₇ǧₒ ᷉ḤȣṖҲȓȢȀȺȕ Ǩ ₓ ֱ̦Ȫ
ᾑȧɄɆǧ ᷉Ȫ Ȉ ȤȦȟȢȀɇȷȇǧ᷉ḤЮדȣ Ȃ ѸɆɀ
ȦȥȧȾ ȈѰȢȉȢȀȺȕǨ
ǜЪ₇᷉ḤȪẍ ʪ Ӳǧₒ᷉ט ᷉ḤȪ ʪӥΥ᷉ӲȫǧᾺ ȧɄɇ Ὰ
᷉Ḥȧ ὅȑɈȢȆɆǧᶵɀ Ȫ Ҵ̋ Ȫ Ҵ Ȫȇȑ˘ȎȪᾂ ȤȦȟȢȀȺ
ȕȈǧ ᷇ǧד ȧḪȡȋ Ȫ ȫ ɋɈȢȀȺȗɏǨ

ǵ Ȫ ϢǶ
ǜЪ₇ǧ Ὰǧₒ ᷉ḤȪ ȫǧ Ȫ‮ Ȫ 90 ɎԈȽǧ Ȧ Ɏ
ȓǧ ȇɏ ǧᾺ᷉ ὕ ǧ ṓΡЧȦȥȪЫ Ⱦ ȓȢȀȺȕǨ

ǬЪ₇᷉ḤȪ ᵪ͠ ȫṖ Ȧȋǧ ᵪ͠ȈΡ ȕɇᾺ Ȫ ȫṖҲȓȢ
ȀȺȕǨ Ὰǧₒ ᷉Ḥȫǧ ᵪ͠ ȆɄȯΡ Ὰ Ȉ ᾑȓȢȆɆǧ̦
ȈЦɅȖ ɈțᾺ ȈṖȄȢȀɇȏȤȈ ȤȦȟȢȀȺȕǨ
ǜ ȧּׂשȺɈț Ȫ ǧּנǪȪ ǧ Ὰǧ ɤ ᾺȦȥȪ ᾺȪ ȇȦ
ṓɎǧἮ ȪḻȤȓȢ ȕɇȏȤȈ ȽɅɈȢȀȺȕǨ

ǵ Ὰʪ ῝ɫɝʄʫɢȪ Ƕ
ǜₒ 28x ǧ Ὰʪ ῝ɫɝʄʫɢȈ ɫɝʄʫɢȧ ὅȑɈȺȓțǨȏɈɎ
ả ȧǧ‮ Ч͠ȣ᷉ḤȪ ҰɎл ȓǧΡЧȤ ȤȀȂɫɝʄʫɢȪ ȄȧḪ
ȡȀȢǧɫɝɨɗɻȤȀɋɈɇ Ȧẍ᷉Ȫ Ɇ ȝ Ɏ ˠ̻ȧ┘ȉ ȊǧȑɅȧ
ȫЧᶵȧ Τȓǧ̛ ֱ̦Ȫ ẍȧ֪Ɇ ȼ♆ ȈǾɆȺȕǨ

ǵ ῝Ȫ Ƕ
ǜ ῝ᴃ Ȫ Ḥȧȫ ȇȦ ȈǾɆǧɬʞʔɗɞɀɢʠʑɣʠ
Ȫ Ȁ ḻɎ╩ ȓȢȀȺȕǨ
Ǭ ῝᷉ӲȪ ȫǧ Ή Ɏ˨♅Ȥȓț ɻʦ ȪᾐḑӆҰ
ȧɄɇγ̦ ȈȷȤɏȥȣǾɇțȽǧ ᵪ ȫ ȣǾɆǧ
ᵪ͠ ȫ ᾑȓȢȀȺȕǨₒ 28x Ȫ ȆɄȯ ȫǧₒ
20x Ȫ ӽѶȤȦȟȢȆɆǧ ᵪȪἼὅӤȈ ȤȦȟȢȀȺȕǨ
ǜ ₓǧ Ȉ῝ẅȇɅ ͝ʪὅ͝ȓǧ῝жȣ ȧ ӆȓȢȀȺȕǨ
̭●Ⱦ ȓȢǧ Ȫ ͝ʪὅ͝ɎΖ ȕɇȧȫǧ͝ᾥȤ̳̋Ȫ
ΡȈ ȤȦȟȢȀȺȕǨ

山形県漁業協同組合での
クロマグロのセリの様子



◆今後の方向性と主な施策
ǵ Ȁ Ȫ Ρʪ Ƕ
ǜֱ̦ ᾑȧ͒Ȃᵈ’ ǧ ȆɄȯ᷉ḤȡȋɆȪ Ȁ Ȫ Ρʪ

ȧȠȀȢȫǧЧ‮ Ȧ֪Ɇ ȻɎ ȽȺȕǨ
ʪ᷉Еᾚ Ȥ ɲʫʦᾚ ȪΖ ǧ ͝ὅ͝ᾂ Ȫ л
ʪ ǧ ǧ ȆɄȯ᷉ḤȡȋɆɎ Ȃ̦ Ȫ Ρʪ л
ǜ᷉ḤȧǾɇὊ Ɏ ȉǧ͝ Ȥ Εᶮ͠Ȉ˒ˬȤȦȟȢǧ Ȧɲʫɥɶɻȧ
ȍȢט țȦ ȣΌοɎ ΤȕɇȏȤȧɄɆ̛ ֱ̦ɎṖɀȕ֪Ɇ ȻɎ ȽȺȕǨ

ǵ ⁵ Ȫ Ƕ
ǜ͝Ȼ Ɉț᷉ḤȣἼ♅ȓȢ ȈȣȉɇɄȂǧ Ȫ ǧ Ȁ ǧ ȧᾂȕ
ɇɾʫɭɎ ȓǧ̛ ╖ ǧ Ȁ ╖ ȆɄȯ Ȉᶰ Ȧ̦Ȫ Ɏ Ȅɇ᷉Ḥ
жȪҴȍׇȀɎ ȧ ȕɇȤȤȾȧǧ᷉ḤȤʪ‮ Εᶮ͠Ȉ ȓȢ Ȫ
ȧטȍȢ֪Ɇ ȻȺȕǨ

ǵ Ȫ Ƕ
ǜₒ ȧ ȵȢ ͦ ͂Ȉ˚҃ȤȦȟȢȀɇ ᷉ḤȪ ȧȠȀȢȫǧ Ȫ ȕ
ɇẈ Ȫ ȧ ȕɇ ȧḪȡȉǧ᷉ḤЮדȪ֪Ɇ ȻɎ ȓǧ ȓȀ
Ȫ Ɏ ˠ̻ȧ┘ȉ ȊȺȕǨ

ǜ Ὑ Ȉ ᾑȕɇ˨ȣǧ Ȫ ᷉Ɏ ȕɇțȽǧ ҰӤɀ ᷉Ӥ ȧ֪Ɇ
ȼ᷉ӲȪ᷄᷉ ̋ ɎΖ ȓȺȕǨ

ǜᾺ ȧɄɇ Ὰ ᷉Ḥȧ ὅȑɈȢȀɇẍ ǧ ǧט ǧӥΥȪ᷉׆Ӳȧ
ȠȀȢȫǧד ȧḪȡȋ Ȫᾰ Ɏ ȓȺȕǨ

ǵ Ȫ ϢǶ
Ǭ ͋ ȕɇᾺ Ȫ͋ ȇɅ ѰʪѰ ȺȣɎ ɅȈ Ȃ

ȧɄɇ ʃɗɝʑɬ ɎΖ ȓȺȕǨ
ǜ᷉ḤȪ Ɏ ȓț ŦȪ ֤ɎᶲɆȺȕǨ

ǵ Ὰʪ ῝ɫɝʄʫɢȪ Ƕ
ǜ ǧ‮ ͞ ǧȧȇȷȯɄȆ‮ ҃ ɇȈțȺȧ‮ Ὰʪ ῝
ɫɝʄʫɢȫǧ ‮ Ȉ˒͠ȤȦȟȢ ӆȧҵȽǧ̛ ֱ̦Ȫ ẍɎᶲɆ
ȺȕǨȺțǧἠΈțȝȈɫɝʄʫɢȧ Ɉǧ ȧἮȲ ͍ɎҥѰȓȺȕǨ
ʪɗʌʦɻȪЗὋȤɫɝɟɗɼȪ ǧʆɫɲʫɮʦɲʫȪ Ϣ

ǵ ῝Ȫ Ƕ
ǜἼЧȣἼ♅ȓȢ ȣȉɇɦʒʘɾɹɖ Ȫ ȧ֪Ɇ ȻȺȕǨ
ʪȤȯȓȺ Ԃ ͍Ɏ˨♅Ȥȓț῝жẅȪׇ ╩ ȆɄȯ᷉Ḥ Ȫ
ʪ ϢȪ ȆɄȯ ᾂ Ȫ╘Ӥ
ǜ Ȥ ЛɎ˨♅Ȥȓț᷉Ḥ ꜗɎ ȇȓț Ȫ ȧ֪Ɇ ȻȺȕǨ
ʪ ῝Ȫ᷉╩ɀ ṓɎ ȇȓțṖ Ȫ
ʪ ͠ Ȫ Л͠ ʔɾʘʫȪ╘Ӥ
ǜ ṓȪΡЧʪ Ȥ̛ ֱ̦Ȫ ẍȧ֪Ɇ ȻȺȕǨ
ʪʃʫɼəɜɶɴʦɣȪ ṓ ϢǧɻʆɪʑɞʦɱəȪ ᷉ȪΡЧ
ǜ῝жẅȪ̦ ȪԂϰȧɄɇ῝ȡȋɆȪ Ȥ ͝ʪὅ͝ɎΖ ȓȺȕǨ

Ъ₇ǧ Ὰǧₒ ᷉Ḥǧ ῝᷉ӲƠ̈̄ ֱ̦ȪṖҲ
H28ʪ2016 89.4˕̦ ŷ 2022 100̞ ̦

◆関連個別計画
ǜ ᷉Ḥ Ζ ǜᾺ╩ ῝ ǜ᷉Ḥ
Ǭ Ȫ ȕɇẈ Ȫ ȧ ȕɇ ǜ Ϣ
ǜ ῝ ӆΖ Ǭ ᷉ȧΕɇ ׇ Ϣ

◆みんなで考えよう「わたしにできること」

ǜ᷉ḤȪ ɀ̭●ȪǾɆțȀỚȧȠȀȢǧȻɏȦȣ ȓׇȟȢȻɇ
Ǭ᷉ḤȪ ̋ȧ֠Ҳȕɇ ǜ־ Ɏ ȩǧ ӤɎ ɇ
ǜ᷉ḤȆȏȓԂҰ ȧԂҰȕɇ ǬȤȯȓȺ Ԃ ͍ȧ֠Ҳȕɇ

※ 木育：木材や森林との関わり合いから、知育、徳育、体育の３つの側面を効果的に育む取り組み

トビシマカンゾウ

※この欄は、主に総合計画未来会議における
市民提案で構成しています。
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Ⅵ 都市機能が強化され、賑わう酒田

６-１ ひと・もの・情報が集い、魅力と賑わいを
創出するまち

◆現状における課題
ǵ ֻ ȦȺȝȡȋɆǶ

Ǭ ֱ̦ǧȫ‮ ẍ ȧǧ͝Ἱ ȧ♪Ȅ᷄᷉Ӳ ̋ Ɏ ȧᾰ ȓǧȺțǧ
ɀ ̛ Ȫ ȧ͒ȂșȪᴃ˘ט ȴȪ’ ᶮ᷉Ȫ Ϣǧͅ ɎᶲɆǧ₪

Ḥ̛ ʀɶɻʢʫɢȪ╘Ӥ ȤǾɋȗȢǧȮȤʪȾȪʪ︠ḺȈ Ȃ₫ж᷉ḤȪ˨ ‮
ȤȓȢ ᾰȓȢȉȺȓțǨȓȇȓǧֱ̦ ᾑʪᾑἠ ͍Ȫᾣ ȧЦɆǧ ȉ᷉ʪ
ȉὙ Ȫ͜ʪ ҃ ᷉ȪṖҲǧ͜ὤ₵ӤȪ ȧɄɇЫЮǧӳ ǧ ǧᵈ Ȫ
ɨʫʆɬ Ȫ ɀɦʒʘɾɹɖȪ Ȫᶰ Ȉ ⱣȑɈǧ ‫ȋɆ֪Ɏ‮ ṓ
ȫǧẍȉȋẀӤȓȢȀȺȕǨ

ǜ ӆ Ȫ ֤ȤȤȾȧǧ ̛ Ȫ ȧɄɆǧʠʫɼɨɗɼḑᵈ˘ט ₱ Ȫ ᷉
Ȉ ȻǧȺțǧɗʦɲʫʀɶɻ ɎȫȔȽȤȕɇᵈ ṓȪẀӤȧɄɆǧ˨♅‮
᷉ᵈ₱ Ȫ ♅ҰȪ͜˙Ȉ ɏȣȀȺȕǨ

ǜ ̛ Ȫ Ϣǧ ӤȪ ᾰ ȧɄɇὃ₩ɀ ͅ Ȫ ⅍ׇȈ˒ᶭȤȦɆǧ ‮
Ȫ ѰȈ ɏȣȀȺȕǨ

ǜ Ήǧ ― Ȁȧ ╩Ȉ‮ ȑɈȢȉț ǧȢȓȤ‮ ẍ Ɏả ȧ Ӳ
ḤɎⱣ ȧ Ȁțᾈ Ȫ ɆǾȪ‮ ȈᵊɋɈȢȀȺȕǨ

ǜȏɈɅȪ Ȥ Ɏ ȺȄȦȈɅǧ ǧ ǧ ṓ ȧȆȀȢϕЧȣ ֻ
Ȧ ‮ ᵪȈ ȽɅɈȢȀȺȕǨ

ǵ˨♅‮ ᷉ȧȆȍɇ ‮ Ȫл Ƕ

Ǭ ʪ ᴒᾺЫᶿʪȑȇț ȼᶱɎ⃰βᾥᾺʪḻ‮ 116ʋɢɲʫʞȪӲḤȧȆȀȢǧ
˨♅‮ ᷉ ꜗӤḪ Ɏ ὅȓǧ ɋȀȤ̛ ȪȺȝȡȋɆȧ֪Ɇ ɏȣȀȺȕǨ

Ǭ˨♅‮ ᷉ȫǧ ǧ־ Ӥǧ ȧȆȀȢ Ȫ‮ ȤȦɇḻ ȣȕȈǧʕʫɲʝɯʫ
ɪʚʦȦȥ ṓȪẀӤȧɄɆ ẅӤȈ ȓǧȤ͠Ч‮ ȓȢȾǧֱ̦ ᾑǧ
ӤȈ ȣǾɆǧ̋ ɀᵈ₱ ǧᵈᴥ Ṹ Ⱦ ᾑϫטȧǾɆȺȕǨ

Ǭ ȉʆʞɎ ȓțЫЮЫ Ȫ Ϣɀ
ȧɄɆǧ˨♅‮ ᷉Ȫл ɎᶲȟȢȀȺȕȈǧ

ɛʝɕжȪ᷄᷉ɀ∟ ȧᾂȕɇ Ȫ ɾʫɭȈ
͜ȋǧ᷄᷉Ό Ȫ˙ ȧ ȽȈȇȇɅȦȀ ȧ
ǾɆȺȕǨ

Ǭ ᴃ Ȫ ɫʖɬɦ ᷉Ɏ˨♅ȤȕɇӲḤȧȆ
ȀȢǧЫЮ Ǳ ɦʒʘɾɤʫɪʚʦʐʫɻ
̿ ǲɎןȼ ׇ Ɏ Ϣȕɇ‮ ᷉л
̋ ȧ ȓǧ2021x ȪɝʫʊʦɎ ȓ֪Ɇ ɏ
ȣȀȺȕǨ

Ǭ ᵈ ᷉ɀ ᷉ɎןȼᾺᾥβ⃰
ᴃ ȫǧ‮ ᷉˨♅ Ȫ Ȧḻ ȧ͛ ȓȢȀɇ
țȽǧ ҰǾɇ ‮ ȤȓȢȪ Ȉ ȽɅɈȢ
ȀȺȕǨ

●酒田駅

●日和山公園

●さかた海鮮市場

●山居倉庫

中心市街地活性化基本計画で定める
中心市街地エリア



◆今後の方向性と主な施策
ǵ ֻ ȦȺȝȡȋɆǶ
Ǭ Ȫ˖ȧǾɋȗțǧȇȠǧ Ȫ Ȁ ꜗȪ Ȁ ֻ Ȧ ‮ ᵪɎ ȓȺ
ȕǨ
ʪ ȉὙ Ȫ ἥɬɻɶɢɀЫ ˚ӆ Ŧ Ȫ Ҽ
ʪ Ȫ
ʪЫЮ ʪɗʦʈʜȪ ʪ Ȫ Ӥ
ʪ ʪӳ ʪ ȤȪ Ȫ
Ǭᾑἠ ͍ȧȆȀȢǧ ₵ȧ ӆ ȧΉἥȕɇȏȤȪȦȀǧⱠ Ȧ͝ ṓȪ ΡȤ
ǾɋȗȢǧ˒ὅӲḤȐȤȣȪֱ̦ὤ₵Ȫ ɎᶲɆȺȕǨ
ʪӳ ʪ ʪᵈ Ȫ ɨʫʆɬ ɀ͝Ἱ Ȫ Ȧ ᷉
ʪ◒ ʪ ʪЫЮ̛ Ɏ҃ ȓț ɨʫʆɬ ȴȪɕɢɮɬט˘
ǬɦʦʄɢɻʪʊʜɬʪʀɶɻʢʫɢȧɄɇ ꜗȪ ȀȺȝȡȋɆɎ ȓǧ̛ ɀ
ɋȀȈ ȺɈɇẵ☻ ɎҥѰȓȺȕǨ
ʪ ‮ ᷉жȪ ǧ ‮ Ȥ ǧ˨♅ᴃȤ‮ ‮ ɎȠȦȌЫЮ̛
ʀɶɻʢʫɢȪ ΡȤ ‮ Ȫ ʪ ꜗӤ

‮ ӤӲḤжȧȆȍɇֱ̦ ᾑȪ ҈
ֱ̦ ᾑ H23ʪ2011 H28ʪ2016 Ǘ3.4 ŷ 2017 2022 Ǘ2.8

ǵ˨♅‮ ᷉ȧȆȍɇ ‮ Ȫл Ƕ
Ǭ˨♅‮ ᷉ȧȆȀȢ ǧᵈ ʪ Л Ȥ ȓǧ ˺Ҽ Ɏ ȟț ‮
Ȫл ʪ ɎᶲɆɛʝɕжȪΌοɎ ȽȢ Ɏᴌȯ Ȼǧ ҰȤ ɋȀɎҥѰȕɇ
ȺȝȡȋɆɎ ȓȺȕǨ
ʪ Ҕ᷉Ӳ ˒ ‮ ᷉л ̋ ȪἾ
ʪ ɦʒʘɾɤʫɪʚʦʐʫɻ ̿ ȪἾ
ʪ ᴃ Ȫ ˘ט
ʪ ˨ ̌˓ ᷉Ӳ ˒ ‮ ᷉л ̋ ͍ Ϣ ȪἾ
ʪ ᵈ ᷉ Ὰᾥβ⃰ᴃ ϢȪὋ
ʪ Ң ᾐ₇Ȫ

˨♅‮ ᷉Ȫ᷄᷉Ό Ȫ 49,500з ˏ ҔȤ˨ ȪₒḂΌ

◆関連個別計画
Ǭ ‮ ʑɬɲʫʊʜʦ
Ǭ˨♅‮ ᷉ ꜗӤḪ
Ǭ᷉ḤЫЮ̛ ╩
Ǭ˨ Л
Ǭ ᴃ ᷉Ӳɣʜʦɼɺɩɗʦ
ǬЫЮ ׇ
Ǭ ᷉ Ӥ ₒ 30x ₵ ὅ̈ὅ

◆みんなで考えよう「わたしにできること」

Ǭ ȦȇȪ ȑɎᴃɆȪ̦ȧ͏ȄțɆǧ ȣ ȓțɆȕɇ
Ǭ Ȧȇȧ ɇǧ ɆׇȀɎ ɈȢȋɇ ɗʌʦɻǧᾥ͝ǧ Ȁ ǧ Л
ǬЫЮ̛ ǧ ǧ◒ Ȧȥȣ ȦȇȪ țȦ ҰɎ ȕɇ

※ ＰＲＥ（Public Real Estate の略）
地方公共団体が所有する不動産

※この欄は、主に総合計画未来会議における
市民提案で構成しています。



Ⅵ 都市機能が強化され、賑わう酒田

６-２ 交流の基盤となる高速交通ネットワークの実現に
向けて一丸となって取り組んでいるまち

◆現状における課題
ǵ᷉ ҥ ȧטȍț ̛ Ȫ ϢǶ
ǜ₫ж᷉Ḥȫǧ˒ Ɏ ȧǧ˗ Ɏⱷ῟ȦᾺ᷉ȧᶱȺɈȢȆɆǧ ж ᷉ḤȆɄȯ Ȥ
Ơ̈̄ Ɏ ȽɇȂȄȣǧ᷉ӎ˘ẍȉȦ҈ ȈǾɆȺȕǨֱ̦ ᾑǧᾑἠ ӤȪ
ȫǧ᷉Ḥǧ ǧ ͍ȧ ҍȦ▐ Ɏ֤ȸȕȏȤȈ ⱣȑɈǧ˒ȠȪ᷉ḤȜȍȣȫ
ȣȉȦȀɄȂȦ Ȉ ȔȢȀȺȕǨ̭●ǧ᷉ḤȤ᷉ḤȪ Ɏ ȽɇȏȤȈ ȤȦ
ɇȏȤȇɅǧ᷉Ḥ Ɏ Ȳ ɀ Ơ̈̄ Ȫ ϢȈ♆ ˚ֻ ȣȕǨ

ǵ᷉Ḥ ₫ ǧ Ή ӥ ӆ Ȫ ϢΖ Ƕ
ǜᾺ╩ жȪ ȪΈ ȫ60 ȣǾɆǧЧᶵȪ84 ǧ ӥȪ85 ȧ ȵẍȉȋ Ɉ
ȢȀɇ ȣȕǨ
ǜ₫ж᷉ḤȧȆȀȢȫ᷉Ḥ ₫ ǧ Ή ӥ ӆ Ȫ ϢȈ
ȽɅɈȢȀȺȕȈǧ ̋ ӤӲ Ȫ ̋ ӤȈ ȣǾɆǧ Ȫ ̛ ʀɶɻʢ
ɢȪ╩ Ȉ ȺɈȺȕǨ

ǵᶵ ǧ ǧ‮ Ȫ ʀɶɻʢʫɢ╩ Ƕ
ǜ Ɏ‮ ȕɇᶵ ȫǧᶵ ׁǧ47ׁ ǧ112ׁ ǧ344ׁ ǧ345ׁ Ȫ ǧ ȫˮ
᷉ ȆɄȯ˒ 26 Ȫ 33 ȣǾɆǧᶵ Ȥ Ȫ ∙ ȫ 280ɠ
ʠʔʫɻʞȣȕǨȏɈɅȪ₢ ȫǧׇͭȧɄɆ₪ḤӤȓțȯɄȆж‮ ᷉ḤɎ
ȲʀɶɻʢʫɢɎ╩ ȓȢȀɇȤȤȾȧǧ ȤȓȢȾ Ȧ▓ҢɎ ȟȢȀȺȕǨ

ǵ ӤȪΖ Ƕ
ǜᾺ╩ ₢ ȫǧ̛ ֱ̦Ȫ ẍǧ᷉Ḥ Ȫ ꜗӤǧ᷉ḤɗʔʫɫȪט˘Ȧȥ ᾰ
ȧẍȉȦ▓ҢɎ țȓȢȀȺȕȈǧ₫ж᷉Ḥȫ жȣᴿ˒șȪשּׂםɎӶѶȧ̟֫ȣȉȦ
Ȁ᷉ḤȣȕǨ ₫∙͔̽ ȫж ȤȪ Ѿ Ȫ⅍ ǧ ȤᾺ╩ ₢ Ȫ˺Ɇ
Ȋȧ Ɏ ȕɇȦȥ҃ΔꜗȈ͜˙ȓȢȀȺȕǨ
ǜ ȧȠȀȢȫǧₒ 26x ₵ȧ ⱷȀȦȷȪ ˥Ȫ ȈἾ̇ȓǧₒ 30x ₵ȧ

ȧȆȍɇ ₢ Ȥ᷇ Ȫד˒ʎʫʓӤȈ ὅ ȕɇ̈ὅȣȕǨ̭●Ȫ Ӥȧ
ȍȢȫǧט Ȫ ȦȥȈ ȤȦȟȢȀȺȕǨ

ǵ᷇ Ȫ҃ Ζ ʪ҃Δꜗט˘Ƕ
ǜ ǧ ȤȾȧǧ ǧ Ȧȥ̴Ơ̈̄ ȴȪɪʈɻɀǧֱ̦ ᾑ
ȧɄɇὅ ҃ Ȫ ᾑ ȧɄɆǧ ҃ Ȫ ᾑϫטȈ ȀȢȀȺȕǨȺțǧ

ȫю Ɏ˨♅ȧ╘ ɀ ȧɄɇ ͌ȈẈ ȓǧ ȪΤ ꜗȈ͜ ȓȢȀȺ
ȕǨ

区分＼年度 Ｓ62 Ｈ28 Ｈ28/Ｓ62

酒田駅乗車人員（人/ 日） 3,090 1,217 △61 ％

陸羽西線利用状況（新庄-余目）（人/ 日） 2,185 389 △82 ％

羽越本線利用状況（新津-秋田）（人/ 日） 5,862 2,293 △61 ％

（出典：ＪＲ東日本ＨＰ「各駅の乗車人員」「路線別ご利用状況」）



◆今後の方向性と主な施策
ǵ᷉ ҥ ȧטȍț ̛ ʀɶɻʢʫɢȪ ϢǶ
ǜ᷉Ḥ Ơ̈̄ ʪ Ɏ Ƚǧ᷉Ḥȧ țȦ ҰɎ ȻѰȓǧ᷉Ḥ Ȫ ꜗӤɀ ֻ
Ȧ᷉Ḥ ͍ ᷉ ҥ ȪὋ ȧȠȦȈɇ ̛ Ȫ ϢΖ ȧȠȀȢǧ Ε
ȤȤȾȧ֪Ɇ ȻȺȕǨ

ǵ᷉Ḥ ₫ ǧ Ή ӥ ӆ Ȫ ϢΖ Ƕ
ǜ᷉Ḥ ₫ ȫǧ ϘȤ ж ᷉ ɀὓḞ ȤɎ Ȳ Ȧ
ʞʫɻȤȓȢǧȺțǧ Ӥ ͍ȧȆȍɇ₫жʪ ˘Ȫ₪Ḥ Ȧ ⱷӳ ͠҈Ȫ ȧ
Ⱦ Ȧ▓ҢɎ țȕ ȣǾɆǧ ― ɎȫȔȽȤȕɇ ̋ ӤӲ Ȫ ̋
ӤɎ ȓ֪Ɇ ȻȺȕǨ
ʪ ₫ Ȫ̋ Ӳ Ȫ ϢΖ ȆɄȯ ̋ ӤӲ Ȫ ̋ Ӥ
ǜ Ή ӥ ӆ ȫǧ ᶵ᷄ ȤȓȢǧȺț Ǳ ǲȤὤ ȧ
ȕɇ ȤȓȢ ̻Ɏ Ȅɇ Ȧ▓ҢɎ Ȃ ȣǾɆǧ̋ Ὃ Ӳ Ȫ
Έ ịȧטȍȢ֪Ɇ ȻȺȕǨ

ʪ Ή ӥ ӆ Ȫ ȻȦȤ ͞ȆɄȯ ʪ ˥ ṓӲ Ȫ ϢΖ

ǵᶵ ǧ ǧ‮ Ȫ ʀɶɻʢʫɢȪ╩ Ƕ
ǜ Ȫ ꜗӤɀ жẅȤȪ᷉Ḥ ̛ ǧ ⱷӳ ɀ ὕᾂ♪ȦȥȪ ȣ Ȧ▓Ң
Ɏ țȕ₪Ḥ Ȧ₢ ᶵ ǧ Ȫ ϢΖ ȧטȍȢ֪Ɇ ȻȺȕǨ
ʪ᷉ḤȤ᷉ḤɎ Ȳ ʀɶɻʢʫɢȪ ϢΖ
ʪ₫ж᷉ḤЧ͠Ȫ Ɏᶲɇ ͌ ɎןȽț ϢȪ
ʪ₢ Ɏ Ἶȓǧ Ȧ ȧȾȦɇ‮ Ȫ ϢȪ
ʪ Ϣ ȤȦȟȢȀɇ ‮ Ȫ ϢΖ Ȥǧ Ȫ ȓȪ

ǵ ӤȪΖ Ƕ
ǜ Ȫ Ӥȫǧ₫жȤж ǧ ᶾȤƠ̈̄ Ζ ǧ҃ ὌȪ ᾑȈ ȋ᷇ Ȫ ǧ
ꜗӤɎᶲɇȏȤǧᾈ ȧ Ϣ ₢ Ȥ ȕɇȏȤȧɄɆ ̛ Ɏ╩ ȕɇȏ
ȤȦȥǧ ᷄Ȫ˒͠ Ȧ ᾰȧ ȯȠȋ Ȧ̋ ȣǾɇțȽǧ Ὃ ȧטȍȢ֪Ɇ
ȻȺȕǨ
ʪ ₢ ϢὋ ȧטȍț֪Ɇ ȻȪ
ʪ Ȫ ӤȪΖ ˨ ŦȤȀȂ Ϣ ȧɄɇᾺ╩ ₢ ₫ж∙͔Ȫ
ֻ ꜗȧȠȀȢ ȕɇȤȤȾȧǧșȪὋ ȧטȍț֪Ɇ ȻȪ
ʪ Ȫ ӤȪΖ ȤἼЧʪἼὅ Ȫ Ρȧטȍț֪Ɇ ȻȪ

ǵ᷇ Ȫ҃ Ζ ʪ҃Δꜗט˘Ƕ
ǜ᷇ ȧȠȀȢȫ᷉Ḥ͝ Ȫ Ӑʪ Ἦʪͣ ӆȦȥǧ‮ Ȫ ̛ ȤȓȢ
ɀ ȦȥȧɄɇ҃Δꜗט˘Ɏ ȽɇȤȤȾȧǧ҃ Ζ ɎᶲɆȺȕǨ
ʪɦʒʘɾɤʫɪʚʦʐʫɻ ̿ Л ‮ ȀȪḻ ȤȪ ȧɄɇ Ɏ
ȧȓț᷉Ḥ ̋ Ȫᾰ

ʪ Ὄ ─͍ Ȥ ȓț̋ ȪὋ ҃ Ζ ȧטȍțɗʌʦɻȪ Ϥ
ʪ ᴃ ȧȆȍɇ ṓ ϢȪ

Ȫ ╢țɆ˺ ̦ᴬ 28ʪ2016 1,217̦ ŷ 2022 1,370̦

◆みんなで考えよう「わたしにできること」

Ǭ ̛ Ϣȧᾂȕɇ Ɏ Ƚɇ
ɪʦʐɫəʓǧ ͍ ȴȪ֠Ҳ

Ǭ Ɏ ȧ҃ ȕɇ

※ 中速鉄道
フル規格整備新幹線と比較し、在来線を活用することにより整備費用を抑えた最高時速200キロメートルの鉄道

※この欄は、主に総合計画未来会議における
市民提案で構成しています。



Ⅵ 都市機能が強化され、賑わう酒田

６-３ 将来にわたり快適に利用できる生活インフラが
整備されているまち

◆現状における課題
ǵ ֻ Ȧ ɗʦʈʜȪ Ƕ
Ǭֱ̦ ᾑǧᾑἠ ͍Ȫⱷ ɀǧʜɗʈɬɲɗʞʪὙ ╩ ȪẀӤȦȥȧɄɆ‮ Ȫ
ɾʫɭȈẈ ӤȕɇȦȥ ͍ Ȉⱷ ȧẀӤȓȢȀȺȕǨ
Ǭ ₵ ȧ ˨ ȧ ϢȓȢȉț ɆɃȂǧЫᵪ͝Ἱǧ ȆɄȯ˙
ȦȥȪ ɗʦʈʜ Ȫ ӤȧɄɆ ɦɬɻȈṖẍȕɇ˒ ȣǧ‮ Ȫ
Цǧ ֨ ȫ ᾑϫטȧǾɆȺȕǨ
Ǭ ₵ɀ ₵ȧ♪ȔȢ ȧ Ɏ ǧ Ӥ ȕɇȤȤȾȧǧ‮
ɾʫɭȴȪᾂ♪ɀ Ȫ ϰ ȧ♪Ȕț ҰȪ ᾐ ɳəʦɨɗɫʦɣ ȧɄɇ
л Ɏ ȕɇ♆ ȈǾɆȺȕǨ

ǵἼЧʪἼ♅Ȧ˘˙ Ȫ Ƕ
Ǭ ᵪḪ Ȫ╘ӤȆɄȯ̋ ᵪȪҼ ӤɎᶲɇțȽǧ Ȫґ Ȫ ⅍ׇǧᾐ

ḻȪ ӉȆɄȯ ֨ ֱ ӉȪ ỏ ȧ֪Ɇ ɏȣȉȺȓțǨ
Ṗẍȕɇ Ȫ ɀ ӤȧȫẈ Ȫ Ɏ ȕɇȏȤɀǧșȪ ȣǾɇ
֨ ȫ ᾑϫטȧǾɇȏȤȇɅǧȑɅȦɇ ᵪȪҼ Ӥɀ ґ Ȉ ȤȦȟȢȀȺȕǨ
Ǭ˙ɇȍȆȧḤЧж‮ Ȫ ֤ ˙ Ɏ͵ ȣȉɇ͝ ȪҢׇ ȫ97.4 ₒ 29
ₓ ᷇ ǧ Ӥ ˙ ȧ ȓȢȀɇ͝ ȪҢׇ ȫ87.1 ד ȣȕǨ
Ӥ ȪȑɅȦɇט˘Ȉ ȤȦȟȢȀȺȕǨ

Ǭ˙ ̋ ȪϕЧȦ ᵪȪ Ɏ ȓǧₒ 29x ₵ɄɆ᷉ Ыᵪͅ Ȫ ȆɄȯ
˘˙ ̋ Ȫ ׇɎ Ȁǧᾈ ȧɋțɆ ֻ Ȧ̋ ᵪȤͅ ȤȓȢȪ ᵪ
ṓɎ ȄȺȓțǨ

ǵЫᵪ͝ἹȪ ΈǶ
Ǭ477Ἱ͝ᵪ‮ ǧЫЮ ͝Ἱ ǧ 780 Ɏ Έȓǧ664ɣ ⁬1,480̦ȈЦᾥȓȢȀȺ
ȕǨ ₒ 29x ᷇
Ǭ ˠ⁬ǧԄ ˠ⁬ȪṖҲȦȥֱ̦ ȪẀӤȧɄɆǧ ἥȪ͝ἹɬɻɶɢȤ‮ ɾ
ʫɭȤȪȇȀ Ȉ ȔȢȀȺȕǨẈ Ȧˠ⁬ɾʫɭȧᾂ♪ȓțἼЧȣ Ȫ Ȁɬɻɶɢ
ȴȪ ɀǧֱ̦ ᾑȧᾂ♪ȓțɬɻɶɢ Ȫ ȓȈ ȤȦȟȢȀȺȕǨ

ǵ ʪ ɆɃȂʪЫᶿ Ȫ ϢǶ
Ǭз Ȧ̛ Ɏ ΡȕɇțȽ Ȧ Ȫ Ϣǧ Ɏ ȟȢȀȺȕǨ
ʪ‮ 2,526 ∙ 972ɠʠʔʫɻʞ
Ǭ ɆɃȂȧȠȀȢȫǧ ɆɃȂ ᾃᴍӤΨ Ɏ ὅȓǧ ɆɃȂȪ ₵ȧ♪ȔȢ
ὅȓț ӲѶȧḪȡȉǧ ǧ Ψ Ɏ ȟȢȀȺȕǨ

ǬЫᶿʪ ᷉ ȫǧ‮ Ȫ Ȁɀ ȤȪȱɈǾȀǧẈ Ȧ ӆȪḻȣǾɇȤȤȾȧǧ
ὕ ȧȫ ḻ ǧ ˘Ȫ ȤȦɇ Ȧ ȣȕǨЫᶿ ȪʃʝɕʈʝʫӤǧ

Ȫ Ȧ ΨȧɄɇ ꜗʪἼЧꜗȪ ʪט˘ȦȥȪ ṓ ᵖɎᶲɇ♆ Ȉ
ǾɆȺȕǨ

ǵ᷉Ḥ ȧטȍț ʪ Ŧ1Ȫ Ƕ
Ǭ ȧȆȍɇ̦ ˚ ɀ᷉ḤȪ ȧȆȀȢǧ̭●ȺȕȺȕ ǧ

Ȫ Ȉ ȽɅɈȺȕǨȓȇȓǧ ȫȢȀȆȧ‮ Л Ἦ ǧ
Ы ẍȧȆȍɇ︠Ḻ ȪЗὋɀ˒ ̋ ȧɄɇ țȦ֪Ɇ Ȼ
Ȉ ɅɈɇȾȪȪǧ ȫ᷉ḤȪ ȧȠȦȈɇ Ȥȫ ȄȺȗɏǨ



◆今後の方向性と主な施策

ǵ ֻ Ȧ ɗʦʈʜȪ Ƕ
ǬΡ ȧᾂȕɇɕɮɶɻʑʀɫʔʦɻŦ2ȆɄȯɬɻɶɢʑʀɫʔʦɻŦ3Ɏ ȓȺȕǨ
ʪ Ȧ ӤȪ ǧ Ȫ ₵ȧ♪Ȕț Ӥ
ʪ Ȫ ȧǾɋȗț Ȧ Ⱥțȫ ҰȪ ᾐ ɳəʦɨɗɫʦɣ
ʪ Ȫ ᾃᴍӤ Ȫ ὅǧ ᾃᴍӤ ȧḪȡȀț Ψ ȪҼ ȦὋ

ǵἼЧʪἼ♅Ȧ˘˙ Ȫ Ƕ
Ǭ ᵪḪ Ȫ╘ӤɎᶲɆǧἼЧȣἼ♅Ȧ ȪΈ ǧ ὕȧ╘Ȁ˘˙ Ɏ ȓȺȕǨ
ʪ₫ж₪Ḥ Έ ̋ Ὰ╩ Ȥ֫ ᶮ͠ ǧ‮ ῁ж₫ǧ‮ ȧɄɇ
₪ḤӤ ̋ ׇ Ɏ ȓț֪Ɇ Ȼ
ʪ Ȫ οȧɄɇ
ʪ Ȫ Ȧ ǧ Ӥ
ʪ Ӥ ȪȑɅȦɇט˘

Ȫ Ӥ H28ʪ2016 14. 0 ŷ 2022 17. 7
Ӥ H28ʪ2016 87. 1 ŷ 2022 91. 4

ǵЫᵪ͝ἹȪ ΈǶ
ǬɮʫʈɹɖʀɶɻȤȓȢ ȦЫᵪ͝ἹɎ ΈȓȺȕǨ
ʪ ǧ ȈȀ ǧ ἠˠ⁬ȦȥȪẈ Ȧˠ⁬ɾʫɭȧᾂ♪ȓțἼЧȣ Ȫ Ȁ͝Ἱ
ɬɻɶɢȴȪ
ʪ Ӥȓț∟ȪἹ͝ᵪ‮ Ȅɀ Ψȧ╢țɆǧЫ ȧɄɇ Ϣ ȪᾏЦɎ

Ⱡ Ȧᾥ͝ ṓɎ ΈȕɇțȽȪЫᵪ͝ἹȪ Ψ ₓ ȣ80

ǵ ʪ ɆɃȂʪЫᶿ Ȫ ϢǶ
Ǭᾈ ȧɋțɆ ǧЫᶿɎἼЧʪἼ♅ȧ҃ ȣȉɇ ṓɎ ϢȓȺȕǨ
ʪ ɆɃȂȪὅ ₓ Ȧ ȆɄȯ ɆɃȂ ᾃᴍӤΨ ȧḪȡȋ Ψ
ʪЫᶿ ᾃᴍӤ ȧḪȡȋ Ȫ Ψ ʃʝɕʈʝʫӤǧἼЧꜗʪ
Ұ₵ɕɶʊ Ȫ ˘ט

ᾃᴍӤɎὋ ȕɇ ɆɃȂ ₓ ȣ25
ᾃᴍӤȆɄȯ ɎᶲɇЫᶿ˘ט ₓ ȣ Ыᶿ

ǵ᷉Ḥ ȧטȍț ʪ Ȫ Ƕ
ǜ ǧ ǧ ЛȦȥẈѶ ȧȆȀȢǧ ǧ Ȫ Ȧ Ɏ ȓȺȕǨ
ʪ ɀ׆ ᶮ͠Ȥ ȓț ǧ ̋ Ȫ
ʪЫЮ̛ ӆ ɀ▓‮ ֱ ӉȪ ̦’ ȧɄɇ̶֫ȦȥȪ

◆関連個別計画
Ǭ ʪ ‮ ̋ Ḫ Ǭ∟ ΨΖ Ǭ ɆɃȂ ᾃᴍӤΨ
ǬЫᶿ ‮ ǬЫᶿ ᾃᴍӤΨ ǜЫЮ ׇ
ǜ ˙ЮЫ‮ ̋ Ǭ ˘―˙ Ḥ˙ ˙ЮЫ‮ ̋

◆みんなで考えよう「わたしにできること」

Ǭ̭Ǿɇ Ɏẍѷȧ͵Ȁǧ ȧ ȓȢȀȋ
Ǭ˙ ȧɄɇ Ӥ ֤ʪ˙ ȴᶴ╩ ɀ ȦȥɎ ȑȦȀ
ǬЫᵪ͝ἹȪ ѷȦ͵ Ȥ ȧԂҰȕɇ
Ǭ ʪЫᶿȧ ⁵ȈǾȟțḻׇȪ︠Ḻ Έɀ ǧ Ѹ Ȫ ȧԂҰȕɇ

※１ ＩｏＴ（Internet of Things の略）
モノのインターネット。あらゆるモノがインターネットを通じて接続され、モニタリングやコントロールを

可能にするといった概念・コンセプト

※２ アセットマネジメント
公共事業によって作られた社会資本や公共資産（アセット）を効率的に維持、管理（マネジメント）する

ための技術や管理方法。道路や橋りょうなどの施設について、将来的な損傷・劣化等を予測・把握し、最も
費用対効果の高い維持管理を行う考え方

※３ ストックマネジメント
既存の構造物や施設（ストック）を有効に活用し、長寿命化を図る体系的な手法の総称。施設の社会的な

必要性や老朽度を判定したり、改修時の費用と効果などを考え、解体するのか、用途を変更するのか、改築
するのか、改修するのかを的確に判断したり、長期的な管理費用を低減しようとする際に重要となる

※この欄は、主に総合計画未来会議における
市民提案で構成しています。
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行財政運営
の方針



・行政課題に的確に対応できる能力や知識を身に付ける研修の実施
・国、県等との人事交流の実施
・人事評価制度の人材育成への活用
・業務改善運動の推進による職員の意識の啓発
・多様な任用形態による人材の活用
・民間の経営感覚・コスト意識の醸成

人口減少・少子高齢社会の急激な進行は、本市の教育、福祉、産業等さまざまな分野
に大きな影響を与えています。税収の減少や社会保障費の増加はもちろん、本計画期間
前半における普通交付税の段階的縮減※1もあいまって、今後も厳しい財政状況が続くも
のと見込まれます。
本計画に掲げた施策を着実に実施し、「めざすまちの姿」を実現していくためには、

引き続き行財政改革に取り組み、限られた予算を有効に活用して、最少の経費で最大の
効果を上げていく必要があります。
市民とともに、本市を取り巻く課題を共有しながら、長期的・経営的な視点を持ち、

一体となって行財政改革推進計画、公共施設等総合管理計画、人材育成基本方針および
中期財政計画等への取り組みを通して、健全な行財政運営を推進します。

（１）効率的な行財政運営による市民サービスの維持・向上

さまざまな課題や複雑・多様・高度化する市民ニーズに的確に対応するため、成果志
向の視点に立ち、現在実施している事業等のあり方を見直して、より効果的・効率的に
事業等を実施することにより、市民サービスの維持・向上につなげます。
また行政のプロとしての専門性に基づく課題解決能力と、市民目線で地域と協働する

ことができるコミュニケーション力・コーディネート力等を兼ね備えた人材の育成に努
めます。

４ 行財政運営の方針

・効率的な組織体制の整備
・成果に基づく事業等の見直し（選択と集中）
・広域連携、地域間連携の推進
・庄内北部定住自立圏共生ビジョン※２の充実
・事務の一層の効率化の推進
・積極的な業務改善、業務連携の推進
・ＩＣＴの利活用の推進

人口減少社会に応じた効率的な行政運営

職員の意識改革と人材の育成



・有利な地方債の活用と市債残高の抑制
・経常収支比率の抑制
・新公会計を活用した分かりやすい財政状況の開示
・受益者負担のあり方の検討
・基金への計画的な積み増し

・市税等収納率の向上と収入未済額の圧縮
・新たな自主財源の確保
・国県等財源の積極的な利用
・経済波及効果の高い事業の実施
・未利用公共施設・土地の売却・利活用の推進
・公共施設の適正な管理によるライフサイクルコスト※4の削減

（２）持続可能な財政基盤の確立
本市では財源不足を補うために、基金（自治体の貯金）を取り崩して、各年度の

予算を編成しています。しかしながら、財政運営の健全性を示す経常収支比率は悪
化の一途をたどっており、借金返済の負担割合を示す実質公債費比率も類似団体※3

の平均を上回っています。
持続可能な財政運営を実現するためには、一定の基金残高を保持しつつ、市民の

公平な負担と安定した収入を確保する必要があります。
まずは、施策全体を検証して、効果の薄い事務事業や役割を終えた施設を廃止し

ていくとともに、真に市民が必要とする行政サービスを選択し、税収の増につなが
る施策を積極的に展開しつつ、市税収納率の向上や新たな自主財源の確保にも取り
組んでいきます。また、複式簿記の手法を活用することにより、本市における資産
や将来的な負債を明らかにし、市民と情報を共有しながら持続可能な財政基盤の確
立を目指します。

※１ 普通交付税の段階的縮減
国は、どの市町村に住んでも同じような行政サービスを受けられるよう国税の一部を普通交付税として

地方に配分している。合併した自治体は、合併後10年間は有利な算定によって交付を受けるが、合併11年
目以降は５年かけて段階的に本来の算定額に縮減される

※２ 庄内北部定住自立圏共生ビジョン
酒田市と三川町、庄内町および遊佐町とが、人口定住のために必要な生活機能の強化、結びつきやネット

ワークの強化等の観点から締結した定住自立圏形成協定に基づき、連携して推進する具体的な取り組みを
記載したもの

※３ 類似団体
総務省が毎年度発表する「類似団体別市町村財政指数表」で設定された類型に基づき、人口および産業

構造によって分類されるもの

※４ ライフサイクルコスト
建物の建設・建築費だけでなく、維持管理、運営、修繕、解体までに必要な総費用

健全な財政運営の推進

歳入確保と歳出削減



財政指標の状況91.1
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経常収支比率

経常収支比率とは、経常的な支出（人件
費、扶助費等毎年必ず支払う経費）に占める
経常的な収入（市税、普通交付税等の毎年常
に入ってくる財源）の割合のことで、低いほ
ど自由に使えるお金が多いことになります。
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実質公債費比率とは、一般会計だけでなく
他会計も含めた借金返済に充当された一般財
源の額が標準的な財政規模等に占める割合を
示すもので、18％を超えると市が借り入れす
る際に総務大臣等の許可が必要になります。
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市民一人当たりの地方債残高

地方債とは、地方公共団体が国や金融機関
から借り入れる借金で、数年から数十年かけ
て利子を付けて返済します。
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財政力指数

財政力指数とは、標準的な行政活動を行う
場合の支出に対し、市税等の標準的な収入で
どれだけ賄うことができるかを表すもので、
１に近いほど余裕があります。

関連個別計画
〇行財政改革推進計画 〇庄内北部定住自立圏共生ビジョン
〇情報化計画 〇人材育成基本方針
〇公共施設等総合管理計画 〇中期財政計画

【財 政指標 】
前頁の「健全な財政運営の方針」「歳入確保と歳出削減」に掲げた項目を実行し、財政指標の

改善に努めます。



めざすまち
の姿の実現
に向けて



（１）共創・協働のまちの実現に向けて

人口減少により今後さまざまな課題が待ち受けると思われます。市、市民、市民活動団
体、各種専門職、地元企業・事業者など、多様な主体が対等な立場で共に力を合わせて、
まちを創っていかなければなりません。酒田市に暮らす市民みんなの力で、明るい未来を
築き上げる必要があります。
市民や多様な主体とのパートナーシップのもと、共創・協働のまちを創っていくため

には、市民協働に対する市の組織体制の充実強化と市職員の意識改革が求められます。
共創・協働の視点での事業展開や市民主体の活動をサポートできる人材の育成に努めて
いきます。

５ めざすまちの姿の実現に
向けて

多様な主体による
パートナーシップ
※画像は仮置き

除雪ボランティア
不法投棄防止

美化サポーター

小学生の公園清掃

景観ルールづくり
ワークショップ

防災マップづくり

元気みらいワークショップ



（２）計画の確実な実行に向けて

めざすまちの姿の実現に着実に近づけていくため、総合計画に掲げる政策･施策を確
実に推進していくことが必要です。
その推進のためには、具体的な手段である事務事業を効率的でかつ効果的に執行し、

成果を上げていかなければなりません。また、市税をはじめとした財源を有効に活用し
ていかなければなりません。
そのため、各事務事業や個別計画については、常に成果を重視し、有効に財源を投資

できるように、毎年度ＰＤＣＡサイクルを循環させます。

※画像は仮置き

（計画）
予算：総合計画に掲げた
目標･成果の実現に向け
て、具体的な事務事業を
必要な経費や収入を見込
んで組み立てます。

（行動）
事務事業の実施：計画
（予算）に沿って、事務
事業を進めます。進める
上でも、常により効率的、
効果的な手段について意
識し、必要に応じて改善
を加えます。

（検証）
決算：事務事業実施年度
終了後、その成果を検証
し、評価します。成果指
標の状況については、広
報などを活用して公表し
ます。

（改善）
予算要求：検証結果に基
づいて、その事務事業が
さらに効率的かつ効果的
に目標･成果の実現につ
ながるよう精査し、次の
年度の予算を組み立てま
す。
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資料編（別冊とする予定）

～市民共有のまちづくり計画であるために～
（酒田市総合計画策定の経過）

●総合計画審議会委員名簿

●総合計画審議会の審議経過、審議の様子

●総合計画審議会 各委員インタビュー集

●有識者インタビュー集

●総合計画未来会議の取り組み経過、対話の様子

●総合計画未来会議参加者名簿（１回でも参加してくださった皆様）

●総合計画策定職員作業班の取り組み経過、原案等検討の様子

●総合計画の策定に係る市民アンケート調査結果



（裏表紙）


